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  第一章 私たちの相続財産


  今回の黙想の鍵となる句はへブル人への手紙十二章二二節です。「しかし、あなたたちが来ているのは、シオンの山に、生ける神の都である天のエルサレムに、無数の御使いたちの集会に、全体の集会及び天に登録されている長子の教会に、すべての人の裁き主である神に、全うされた義人たちの霊に、新しい契約の仲保者イエスに、アベルの血にまさって語る注ぎの血にです」。


  この文の最初の句だけを、私たちの話の表題に取りました。おそらく後で、この文の他の箇所に進むかもしれませんが、御言葉は「あなたたちは来ているのです」と述べています。私たちが共に集まる時間のいくらかを費やして、信仰の相続財産に専念することが主のみこころだと私は信じています。


  「へブル人への手紙」と称されているこの文書を読んで熟考した人はみな、これは神の御計画の歴史の中で最も重要な文書であると理解しています。なぜなら、この文書は旧約聖書に（特にイスラエルに関して）記されていることをすべて取り上げて、その全き決定的意義をキリストの中に、そして教会の中に見いだしているからです。この手紙（もしくは文書）は多くの基礎を網羅します。それは旧約聖書の三つの大きな区分を網羅します。創世記から出エジプト記までが聖書の最初の大きな区分を形成します。出エジプト記から士師記までが二番目の大きな区分であり、それから、士師記から旧約聖書最後のマラキ書までです。これらすべての区分を、この比較的短い文書は取り上げて網羅しています。そして、各区分の中に、また、区分全体を一緒にしたものの中に見いだされるものはみな、キリストのパースンと御業によって集約・成就・完成されて、彼の教会に伝達されたことを示しています。ですから、キリストにあって、そしてキリストによって、私たちはこの莫大な相続財産を持っています――すべてを相続しています。「あなたたちは来ているのです」というこれほど短い一節の中に、これ以上に豊かで壮大な内容を込めるのはほとんど不可能です。


  この手紙（私はこれを文書と呼ぶのを好みます。なぜなら、これは実際そうだからです。教会の嗣業のための文書であって、この経綸における信者たちの相続財産を内容としているのです）この文書は私たちを神と共なる神聖な道の上に置きます――神は永遠の過去から動いておられ、目的をもって前進しておられます。次に、この路上を行く旅人の一つの旅団を私たちに示します。アベル、エノク、ノア、アブラハム、イサク、ヤコブ、メルキゼデク、ヨセフ、モーセ、ヨシュア、ギデオン、バラク、サムエル、ダビデ――祭司たち、王たち、預言者たち――を示します。彼らはみな、ここでは、神の道を行く旅団の中にいます。


  この文書は、この旅で私たちが出会ういくつかの事柄に触れます。例えば、幕屋とその規定です――みな先を指し示しています。それは告げます、永遠から永遠まで神の道を行くこの偉大で神聖な旅団に属しているこれらの人々はみな、嗣業を探し求めているのである、と。彼らは見ました。見ただけでなく、探しました。彼らはすべてを後ろに残して、嗣業を探す道を行きました。これらの時代の全般的様相は「前へ」というものでした。神と共に旅する追求者、探究者だったのです。


  そして次にこの手紙は告げます、これらの時代全体を通して彼らが探究してきた対象に私たちは来ているのである、と。彼らが求めた相続財産を私たちは持っています。彼らは受けませんでした。なぜなら、神は私たちのためにさらに優ったものを用意しておられ、私たちがいなければ、私たちから離れては、彼らは完全ではないからです。この手紙がそのすべてについて述べているのは、すべて、それはすべて、もはや将来のことではなく、現在のことである、ということです。その中に入ることに関するかぎり、それは現在のことです。それを今、私たちは得ています。「あなたたちは来ているのです」――彼らは探し、求め、来ようとしていました！「あなたたちは来ているのです」。


  神はご自身の道を進み始め、これらの人々が彼に加わりました。神はご自身の道の最後に到達され、私たちは彼と共にこの道の最後にいます。この文書のここに記されているのは途方もないことです。「あなたたちは来ているのです」。私たちは到着しているのです！この旅団は到着しました。「あなたたちは来ているのです」。信仰のこの相続財産全体――というのは、この人々はみな信仰の男女だったからです――信仰のこの相続財産全体は今や、私たちがその中に入るために現存しているのです。「あなたたちは来ているのです」。


  さて、これを分解する必要があります。その最初の句を取り上げることにします。なぜなら第一に、この文書は創世記の最初の二つの章に対応しているからです。これは明白です。創世記はどのように始まるのでしょう？「初めに神は……」。へブル書はどのように始まるのでしょう？「神は、さまざまな時に多くの方法で語られた神は……」。「初めに神は」。神です。特にこの点でそれは創世記に対応しています。次に、創世記の中で神は偉大な設計者、偉大な計画者、ご自身が計画した設計に基づいて働く偉大な労働者、ご自身の働きの偉大な完成者として啓示されています――「神はご自身が造ったすべてのものを見て、『良い』と言われた」。へブル人への手紙はあらゆる点でこれに対応しています。それは神と共に始まります。神を偉大な設計者、偉大な計画者、偉大な労働者、偉大な完成者として示します。先に進むにつれてこれを私たちは見ることになりますが、要点は次のとおりです。すなわち、神は創造を完成されたのです。神はその時、創造を完成されたのであり、創造を完成して園を設けられたのです。これが創造全体に続きました。そして園を設けて、彼は人をそこに置かれました。


  さて、神は人をその園の中で創造された、とはそれは述べていません。神は人をそこに置かれた、と述べています。人はひとまとまりとしての創造の一部でした――園は創造全体と人に続くものでした。園の中の人は全体の一部です。さしあたってこれに何の価値も見あたらないかもしれませんが、これはたんなる所見ではないことが間もなくわかるようになるでしょう。人は、まず、完成された御業の中に置かれました。完成された世界の中に置かれました。すべてがなされ、すべてが用意された時、次に、完成されたものとして、それは人の相続財産、人の嗣業として人に与えられました。


  繰り返しましょう。人は完成された世界の中に置かれました。それは、それを所有し、開拓し、発達させ、次に、自分が置かれた世界にふさわしい家族を築くためでした。それは神によって人のために備えられた相続財産でした。神への信仰、恩恵を施される神への信仰を通して、保持され、享受されるべきものでした。人は神の相続人だったからです――それは人自身の権利によるものではなく、神の恩恵によるものでした。


  神はすべてを人に焦点づけられました。人は潜在的な子たる身分という基礎の上に置かれました。人は栄光に定められていました。これをみな受け入れ、念頭に置いて、へブル人への手紙に持ち込むなら、創世記では物質的・一時的だったものが、あらゆる点で、この文書では霊的な形で現存していることがわかります。創造における神の活動に対するこの霊的対応関係を黙想することから生じるメッセージ以上に、輝かしいメッセージ、心を揺さぶるメッセージはありません。それをもう一度見ることにしましょう。


  人の輝かしい未来のために必要なものはみな、まず神ご自身によって成就されました。そうです、キリストにあって神によって成就されました。それは成就されたものであり、完成された御業でした。私たちは「キリストの成就された御業」という句をあまりにも軽々しく使っています。成就された御業と完成された人なる方……人が見る前にすべてが、すべてが確立されたのです！人には何の立場もありません。神が「はなはだ良い」と言われる時が来るまでは、人は神がしておられた御業の中に全く何の立場も持っていませんでした。人はその中に何の立場も、何の役割も持っていませんでした。決して持っていませんでしたし、決して持つことはないでしょう！神は単独でこの問題全体を御手の中に握って、自らそれを行われました。そして、これが成就された事実となって、被造物が美と栄光と完全性の中に存在するようになった時、彼はそれを嗣業として人にお与えになりました。彼は人をその中に置かれました。これが、親愛なる友よ、この手紙の偉大なメッセージです。たしかに、これは新約聖書の偉大なメッセージですが、それがここではとても明確に、とても輝かしく示されています。キリストにあって、神は全く完全に贖いと新創造を完成されました。あなたも私もそれを造り出すのに何の役割も果たしませんでしたが、あなたも私もそれを嗣ぐよう召されています。「あなたたちは来ているのです」！


  この嗣業が丸ごと信仰に対して差し出されています。私たち主の民がもっと徹底的にこれを理解するようになることを神に願います。それに加えるべきものは何もありません。加えるべきものは何もありません。神がそれを行われました。（繰り返しましょう）人の輝かしい未来――それは人が造られる前に決まっていました――に必要なものはみな、人が舞台に登場する前に、キリストにあって神によって成就されたのです。神は人のためにこの――輝かしい、完全な、潜在的――嗣業を完成されました。それは、言語を絶する素晴らしい偉大な可能性を秘めており、永遠のものであって、光、命、安息、平安、力、勝利の嗣業です。これらはみな最初の創造では潜在的でしたが、その後、霊的な形で受け継がれて、私たちに対して、私たちの信仰に対して差し出されています――依然としてなされるべきものとしてではなく、すでになされたものとして差し出されています。神は「光あれ」と言われました。神は光を与えてくださいました。そして、これに言えることは、他のあらゆることにも言えます。あなたにこれを把握していただきたいと思います。


  この問題の重要性を強調するために、ここで挿話を入れるとしたら、改めて申し上げたいのですが、この経綸の最後に近づくにつれて（私たちはきわめて確実に、きわめて速やかに近づきつつあります）神は人々に関する全き御旨に立ち返ろうとされるでしょうし、人々を全き御旨に連れ戻そうとされるでしょう。それはこの経綸を完全に成就するためです。もしこれが真実だとすると、次のように述べることは時期に適っています。すなわち、まずあなたや私が、そして主の民が（彼らがどこにいたとしても、また、だれであろうと）、この素晴らしい安息、平安、確信、力、勝利にあずかるでしょう。光、命、自由、この輝かしい事実に、この単純で、基本的な、包括的事実にあずかるでしょう。つまり、神はキリストにあって人の輝かしい未来に関するすべてを成就して、それを信仰に対して差し出された、という事実にです――神が行われたことに何かを加えようとする試み、神が有効化されたものを有効化しようとする試み、何とかしてこれを行ってそれを良くしようとする試み、こうしたクリスチャンたちの力みをすっかり断ち切ったのです。私たちはこの問題に関して調整されなければなりません。私たちの責任の問題についてはやがて明らかになりますが、それは一瞬たりともこの事実の価値を減じません。神は、この世界を創造したとき、それをご自身の手で、独立してひとりで行われました。そして次に、それを人に相続財産としてお与えになりました。これは偉大な恩恵を施す方である神への信仰のみに基づいていました。この世界の創造に言えること、これに関して言えることは、物質的なものや一時的なものよりもずっと高度な領域、つまり、霊的なものや永遠のものの領域でも、全く言えることを、この御言葉は示しています。神がそれを行われました。これはみな次の、この（それを「ささやかな」と言おうとは思いません）句、「あなたたちは来ているのです」に集約されます。



  「しかし」というささやかな言葉ですべてが一転することに気づかれたでしょう。しかし！ああ、その点に至るまでは、すべてが追求であり、すべてが探索であり、すべてが探求であり、すべてが憧れ、願望、努力でした。この「しかし」の時から、すべてが一転して、「それはここにあります！」と言います。このパースンの中にあるすべてのもの、そして主イエスの御業が、完成されたものとして、あなたに差し出されています。それは、まるでそのあらゆる意義や可能性を備えた物のように、包まれて、あなたに差し出されています。それは信仰を通して私たちに差し出されています。


  人は神の御業をすべて受け継ぐ相続人でした。この手紙は「相続人……神の相続人」と述べています。


  相続人


  次に、当時の人に言えたことは、霊的に今の信者にも言えます。キリストにある新創造の人としての信者は、この相続財産の中に置かれています、置かれているのです。「あなたたちがわたしを選んだのではなく、わたしがあなたたちを選んだのです」。今はこの御言葉の中に飛び込んで、それは自分の選択、自分の実行、自分の決意によるものでは全くないことを示すつもりはありません。私たちがキリストとその御業に関してかつて下した決断は、自分に由来するものではありませんでした。それは神に由来したのです。信仰自体、神の賜物です。私たちが主のものであるとするなら、私たちが主のものであるとするなら、それはある時に、いわゆる「キリストのための決意」によって事が始まったからではありません。その決意はどこから来たのでしょう？それが発端ではありませんでした。この決意の背後に何かがありました。私たちはそれをよく知っています。相続財産の中に置かれて、私たちはさまざまな道やさまざまな手段でやって来たかもしれません。しかし、それらすべての背後には、主権的恵みの御業があったのです。そして、私たちは今日こう言わざるをえません、「私たちが今いるところにいるのは、そうするよう決意したからでも、選んだからでもありません。神の側で行動してくださったからです。その主導権は彼にありました。彼は私たちを追い求め、捕らえ、御子の中に置いてくださったのです」と。神が私たちをキリストの中に置いてくださったことを知るのは素晴らしいことです。「キリスト・イエスにあって創造された」という句のとおりです。「キリスト・イエスにあって創造された」。人はこの相続財産の中に置かれました。


  その後、この園はいくつかの意味を持つようになりました。この園は第一に、人の存在を規定します。


  人の存在の規定


  これには説明が必要です。私が言いたいのは（これは、少し前に述べた、園は創造全体に続くものであるという話に遡るのですが）この園はすべてが人の個人的な生活や責任に絞り込まれたことを表す、または意味するということです。つまり、人は世界を放浪するたんなる一般人ではなかったのです。それはたんなる一般的観念ではありませんでした。人は自由契約者のような者ではありませんでした。いいえ、神はいわゆる園なるものを明確に規定されました。全被造物の真ん中で、彼はその境界を定め、その周囲に垣根を設け、その垣根の内側に、それらの門の内側に人を置かれました。そしてこうして人の生活を規定し、人の生活という問題全体をきわめて具体的で明確なものに絞り込み、一般的なものから切り離して、それをまさに中心に置かれました。そうすることで、人にとってすべてが身近で個人的なものになったのです。


  見てください。神がなさったこのすべてのこと、神によって完成され、神の祝福と是認を得た、この素晴らしいすべての御業は、人が関わるところでは非常に具体的なものにされなければなりませんでした。人をその素晴らしい世界の中に置いて、歩き回らせ、何らかの不明瞭な形で、ある種の一般的な線に沿って生活させても、全くかまわなかったでしょう。しかし、そうではありませんでした。神は言われます、「これはみな焦点づけられなければなりません。そして、わたしが行ったことに対して、人は個人的かつ明確に直接的責任を負わなければなりません」。そしてこの園は、この相続財産と人との関係という、とても身近で具体的なものを表しています。


  おそらく、これを霊的に適用するなら、より明確になるでしょう。ご存じのとおり、神が人を被造物のまさに中央・中心に置かれた時、神が実際に言われたのは、「これはあなたの個人的な問題です。これはあなたの個人的な問題であり、これはみなあなたと関係しています。あなたはこの問題全体と個人的に関わらなければなりません」ということでした。ご存じのように、キリストとその御業についても同じです。キリストにあって自ら、そして、キリストによって、神は新創造を完成する使命・任務を果たされました。神はすべてを完成させて、ご自身の安息に入られました。そして、御子に関して、「はなはだ良い」という判断を下されたことを、私たちは知っています。「わたしの喜ぶ（中略）わたしの愛する者」。神はご自身の御旨、ご自身の安息に到達されました。それはすべて成就されています。しかし今、神は言われます、「ここを見てください、これは一般的な教理や教えではありません。これは直接的な形であなたと個人的・個別に関係していることです。これはあなたの個人的な相続財産としてあなたが握るべきものなのです」。


  ここで責任問題が絡んでくることがわかります。それは次のような問題を突きつけます。「これをすべて神は行われました。私はそれに関して何をしたでしょう？それに対して私はどんな態度を取ったでしょう？」。さて、親愛なる友よ、これはあなたが理解している以上に、おそらく有意義で重要なことです。さしあたっての論点はこうです。あなたはいわゆる「キリストの成就された御業」を信じています――これはあなたのクリスチャン信仰のまさに根幹・土台をなす句です。キリストの成就された御業です。神は単独でこれを自ら行われた、と私が述べたことについて、あなたは全く同意しています。キリストにある新創造を神自らが是認しておられることに、あなたは同意しています。彼は全く満足しておられます。それなら、どうしてあなたはそんなに惨めな有様なのでしょう？どうして自分の救いについて（この句を使うのを許してください）「卑屈」な言い方ばかりしているのでしょう？……自分はそもそも栄光に至り、切り抜け、到達するのだろうか、というように。


  つまり、アダムが園の中に置かれて周りを見渡し、「これがみな私のためなのでしょうか？これがみな私に属しているのでしょうか、これは私のものなのでしょうか」と言った時、彼は驚きに満ち、感嘆に満ち、感謝に満ち、礼拝に満ちていたのです！そしておそらく、毎日発する言葉は、「これは素晴らしくないでしょうか？これは素晴らしくないでしょうか？見てください！これを見てください！」だったことでしょう。キリストがこれに劣るとでもいうのでしょうか？新創造がこれに劣るとでもいうのでしょうか？霊的なものが一時的なものに劣るとでもいうのでしょうか？私たちの理解、私たちの信仰、私たちの信仰には何かが欠けています。見てください、この文書は最初から最後まで信仰の文書です。この事柄全体に関する私たちの信仰理解には何か欠陥があります。


  たしかに、私たちは自分の心を責めますし、恥じ入ります。そうするのももっともです。親愛なる友よ、この事柄全体にもっと驚き、もっと礼拝してしかるべきです。私たちは信仰の安息についてもっとよく知っている民でなければなりません。それで神は、これを一般論にとどめず、新創造全体を縮約されました。大いに実際的な命題に縮約されたのです。それは園を造り、あるいは、園を植え付けて、人をその中に置き、「さあ、ここを見てください。これはみなあなたと関係しています！これはみなあなたと関係があり、あなたがこれをすべて行わなければなりません」と言うことによってでした。素晴らしいです！キリストとその御業についても同じです。


  これが園としてのこの園の第一の意義です。こういうわけで、創造の後、神は先に進んで園を植えられたのです。そして次に人を置かれました。一般的状況の中にではありません。それを具体的・実際的項目に縮約して、「ここを見てください。これは抽象的な無辺の世界、疎遠なものではなく、あなたにとってとても身近なものなのです」と言われました。


  この園の二番目の意義は、それは人のホームとなるべきだった、ということでした。


  人のホーム


  もし人がそれを自分のホームにしていたなら、どんなに素晴らしいホームになっていたことでしょう。人は追放されなければなりませんでした。人は自分のホームを失いました。「ホーム」とは何でしょう？ホームとは何でしょう？まあ、ホームは、その名と真意に適うものであるには、まず、安息の場所でなければなりません。安息の場所です。キリストは私たちのパラダイスであることがわかります！キリストは神の道です。この道により神はこの偉大な宇宙を贖い、明確化・実際化して、私たちに与えてくださいます。そして、キリストは私たちのホームです。


  私たちはこの手紙の御言葉に忠実にしたがっています。安息の中に入るというこの問題全体を、著者はとても積極的に、とてもよく考えています。安息の中に入ることについてです。神はご自身の安息の中に入られました。神はご自身の安息の中に入って、ご自身の安息であるものの中心に人を置き、それを人のホームとされました。つまり、それ――安息――の中心に人のホームを造られました。「重荷を負って労苦している人はみな、わたしのもとに来なさい……」わたしのもとに！「……わたしはあなたたちに安息を与えましょう。わたしのくびきを負って、わたしに学びなさい……そうすれば、あなたたちの魂に安息を見いだします」。これは、「彼は私たちのホームであり、私たちはホームに来ている」ということの言い換えにほかなりません。私たちは放浪、さすらいを免れます――人はこの大きな世界で放浪者だったかもしれませんが、ホームを与えられました――放浪者になる代わりにホームを与えられました。そうです、神は偉大なことを行われましたが、私たちがその偉大なものの中をただうろつくだけにはされませんでした。神は私たちを御子へともたらされました。それは御子が、安息という点で、私たちのホームとなるためです。御子は私たちの安息です。なぜなら、御子は神の安息だからです。


  ホームは、それが意味どおりのものであって、その言葉に適うものである場合、人の喜びの場所です。人は喜びを得ます、そこに喜びを得ます。人が楽しく思うものはみな、自分の喜びである自分のホームと関係しています。まあ、これらのことを霊的に適用するために、あまり時間をかける必要はないでしょう。キリストが、安息という点で、真に私たちのホームとなっているなら、彼は私たちの喜び、私たちの楽しみのまさに中心になっておられるのではないでしょうか？新しいホームが設けられる時、これが天然の領域でいかにそうなのかはご存じでしょう。このホームを得るためなら、このホームを築くためなら、他のことは何でも耐えられますし、可能なかぎり速やかに切り抜けられます。思いと喜びを支配する唯一のものはそのホームです。キリストご自身とキリストの御業に対する私たちの姿勢は、そのようなものでなければなりません。そのようなものでなければなりません。私たちの喜び、私たちの楽しみでなければなりません。ホームは宿屋ではなく、住まいなのです。


  主イエスは、肉身を取っておられた頃、もちろん、たとえ話で多くのことを話されましたが、「わたしの父の家には多くの住まいがあります」（昔の訳では「豪邸」）という御言葉は霊的な意味で語られたとしか思えません。文字どおりの豪邸なら、私たちの中には少しも興味を持たない人もいるでしょう。しかし、永遠に住んで、もはや外に出ることなく、永遠の満足と安息を見いだせる所に行く話となると、それは確かに私たちの興味をそそります。神の全宇宙の中で、キリストの中以外のどこに、そのような所があるでしょう？彼は私たちの住まいです。ですから著者は、これらのユダヤ人信者の不安定さや変わりやすさに対して、こう述べています。「イエス・キリストは昨日も今日も、永遠に同じです」。これは対照的な声明であることがわかります。なぜなら、彼らは、彼らは同じではなかったからです。彼らは信仰を告白しましたが、自分の告白した信仰から離れました。ある立場を取りましたが、それを手放しました。彼らは引き離され、説得され、説き伏せられて離れました。彼らは定住しませんでした。しかし、「イエス・キリストは」と使徒は言います、「同じです……」と。同じなのです。彼は変わりません、ご自分の立場を変えません、変わりません、これは喜ぶべきことではないでしょうか？彼には、移り変わりや「回転によって投じられる影」のない方である神の特性があります。なんと含蓄のある句でしょう。人々の移り変わりによってなんと多くの影が生活の中に臨むことでしょう……決して彼らを当てにできません。「回転によって投じられる影もありません」。これが住まいです。これについては先に進むにつれてさらに明らかになります。


  ですから、キリストは私たちにとってこのすべてでなければなりません。なぜなら、彼は神にとってこのすべてだからです。神は安息に至りました。神は御子のパースンと御業により、解決に、確かなものに至りました。神の喜びは全く御子にあります。神の関心は全く御子にあります。全くです。そして神は彼を、こうしたあらゆる点、あらゆる意味で、私たちに与えてくださいました。これは信仰を奮い立たせないでしょうか？キリストは私たちにとって安息、私たちの喜びと楽しみ、私たちの住まい、私たちが夢中になる唯一の関心事でしょうか？そもそもこの園はアダムにとってそのようなものだったのであり、キリストを予表していたのです。彼は私たちのパラダイスです。


  この園は次に人への使命を意味しました。


  人への使命


  神はそれを人に相続財産としてお与えになりました。そして、その世話をするように、その諸々の可能性を開拓するように、その諸々の可能性を実現させるように、人にお命じになりました――それを人の一生の仕事とされました。最初の人（さて、あなたたちの何人かに言いますが、得意にならないでください）最初の人は園芸家でした。この世界で最初の使命は園芸でした。それが人の一生の仕事でした。それが人の自己表現の手段でした。人が堕落する前の当時の状況については、自己表現というこの句を使っても全く大丈夫でした。なぜなら、神だけが人の唯一の関心事だったからです。主だけが内側で表現されるものの場合、自己を表現しても全く大丈夫です。人の自己表現の方法、人自身の成長方法は……というのは、事物は性質上完全でしたが、他方において、人についても、被造物についても、可能性に関しては完全ではなかったからです。完全だったのですが、それでも全き身の丈に至るという意味では完成されていなかったのです。そして園が、人が自分自身を成熟させて、神の御業の可能性をすべて実現させる、領域であり手段だったのです。


  なんという領域が、親愛なる友よ、私たちとキリストが関係している所では開かれることでしょう。キリストこそ私たちの使命です！キリストこそ私たちの内にあるものをすべて表現する根拠です！キリストこそ私たちが拡大し、成長する手段です。それはキリストに取り組むことによってです。諸々の原則がすべてそこにあることがわかります。これがこの手紙の中で、別の言葉で、別の方法・形式で述べられていることです。しかし、その本質、意義、原則がすべてここにあります。これが、私たちがキリストの中にあることの意義です。彼は私たちの使命です。私たちの使命、私たちの一生の働き、私たちの最高の関心事、自分自身を霊的に発達・拡大させるための私たちの手段です。


  さしあたって、この一つのことを述べて終えなければなりません。この園は人を試験するものでした。


  人への試験


  人を試験して実証する舞台、領域、機会です……ここで責任が課されます。しかし、責任の焦点に注意してください。この責任は自分自身の救いのために何かを行うこと、自分の素晴らしい相続財産を築き上げるために何かを準備することではありませんでした。それはすべて完全でした。人は完成・成就されたものであるその中に置かれました。そして次に、人に責任が課されました。しかし、その責任の焦点は何だったのでしょう？この責任問題全体は何に帰着したのでしょう？たった一つのことです。すなわち信仰です。信仰です。恩恵を施す偉大な方に対して人が取る信仰の姿勢によって、すべては立ちもし倒れもしました――人は神を信じるのでしょうか、神に信頼するのでしょうか――他の声は全く、他の声は全く人を逸らせないほど、人は徹底的に神に信頼し、神を信じるのでしょうか。これが、自分にこの相続財産を与えてくださった方を信じる信仰に課された試験でした。


  責任はすべてそれに帰着します。これが最初から最後までへブル人への手紙の論旨ではないでしょうか？この手紙における偉大な言葉は「信仰」ではないでしょうか？偉大な終幕、最後にすべてを総括するものは、信仰、信仰、信仰です。しかし、最初からずっと、この偉大な信仰の手紙では信仰を重じていたのです。この手紙では責任に関して途方もないことが述べられています。この責任問題全体に焦点をあててこう言ったとしましょう、「では、それはどういうことになるのでしょう？神を信じることでしょうか？神を信じることでしょうか？神に信仰を置くことでしょうか？」。その類の信仰、その類の信仰は、あなたを神の中に閉じ込めます。この手紙が述べている信仰は、とても活発ではないでしょうか？それは全世界を拒否する信仰、全世界を放棄する信仰、全世界から退く信仰です。


  この道を行くこれらの人々の信仰についてそれが述べていることを見てください。モーセだけを例として取り上げましょう。モーセの偉大な信仰……それは彼にどう働いたでしょう？「信仰によって彼は放棄しました……」。彼は放棄したのです。どうして彼はエジプトを放棄したのでしょう？神の御旨がそこになかったからに尽きます。信仰は神の御旨の方に彼を引き寄せました。それで彼は放棄したのです。信仰によって、信仰によってです……それ以上です。途方もないものなのです、この信仰は。しかし、すべてがそれにかかっています。すべてがそれにかかっています。


  責任を負うのは、親愛なる友よ、何とかして自分の救いを成し遂げるためや、自分自身を救うためや、自分自身を成就するためではありません。全く違います。神は信仰の創始者であり完成者である、と御言葉はここで述べています。しかし、それはどのようになされるのでしょう？神を信じなさい！それが帰着するのは、結局のところ、これです。これは、これは本当にそうなのでしょうか？これは本当でしょうか？神に関するかぎり、これはみな、栄化に至るまで、成就された事実である、というのは本当でしょうか？今やそれは完了時制で述べられています。「彼らを義とし、また栄化してくださいました」――完了時制ではないでしょうか？これはみな、神に関するかぎり、成就されており、成就されたものとして彼にささげられている、というのは本当でしょうか？ああ、これを理解できさえすれば、なんと安心でしょう！なんという慰めでしょう！なんと緊張や葛藤が和らぐことでしょう！なんという安息、なんという喜びでしょう！出て行くためのなんという力でしょう。というのは、これに続くのは、「彼のそしりを負って、彼と共に宿営から出て行く」ことだからです。次のような確かな確信に至らないかぎり、あなたは決してそうすることも、この手紙で行うよう命じられているどんなこともできません。「全く大丈夫です！これに問題、危うさ、危険は全くありません。これは決着・成就されています！あと残っているのはただ、私が信仰によってそれを取り、信じ、把握し、保持し、それと共に進み続けることだけです」。「進み続けようではありませんか……」。


  



  第二章 私たちの嗣業


  へブル人への手紙十二章二二節の私たちの鍵となる聖書の句に戻ることにします。もう少しの間、文章全体の単純な断片的句である「あなたたちは来ているのです」について続けることにします。その先に辿り着くかどうかは後でわかるでしょう！


  「あなたたちは来ているのです……」。これまで見てきたように、これはとても包括的な句であり、人の輝かしい運命を実現するために神がなさった備えの意図を言い尽くしています。始めるにあたって指摘しましたが、この素晴らしい文書、へブル人への手紙は、旧約聖書の三つの大きな段階を取り上げています。第一の段階は創造と関係しています。第二の段階は創世記から出エジプト記までであり、イスラエルの国が神のご計画の中に登場します。第三の大きな区分は、預言書を網羅する区分です。そして、この手紙では、これらの神の動きの段階をすべてまとめて、霊的な形でキリストとその教会に移します。


  これまで私たちは最初の区分に専念して、創世記が「初めに神が……」で始まるように、このへブル人への手紙も「神は（中略）昔（中略）語られました……」で始まることに注目してきました――すべては神と共に始まり、神から発しました。神だけが――活動し、設計し、計画し、働かれました――そしてついにすべてを完成させて満足されました。そして次に創世記第二章とへブル人への手紙の第二章で、人がその舞台に登場します。創世記第二章ではそうだったことをあなたは思い出すでしょう。また、次のこともあなたは思い出すでしょう。すなわち、へブル人への手紙の第二章では、人の立場と人に対する神のご計画という問題が導入されているのです。「人は何者なので、あなたはみこころにとめられるのですか……あなたはあなたの御手のわざに対する統治権を人に与えられました」。


  神は、人を登場させる前に、人のためにすべてを完成された、という、このあらゆる真理や事実の中で最も輝かしいことに、私たちはほとんどの時間を費やしました。つまり、この人は神が完成されたものを受け継いだのです。私たちは自分の救い、自分の完成、自分の栄化のために何もする必要はありません。神がそれをすべて成し遂げてくださいました。そして次に、ご自身が成し遂げたことの中に私たちを導き入れてくださいます。それは恩恵を施す偉大な神たる方に対する信仰の相続財産です。


  私たちはさらに続けて、人は彼の相続財産の中に置かれたこと、そして、園の中に置くことが霊的に何を表し予表するのかを見ました。詳細をおさらいするつもりはありません。私はただあなたに思い起こさせたいのです。なぜなら、考慮すべき追加の点が一つ、二つあるからです。しかし、第一に、それは人の存在を規定しました。それは被造物全体を、人にとって、とても実際的で身近なものにしました。そして、この園は神を満足させる全被造物の小宇宙であり、人に与えられました。事実上、神はこの園に関して言われました、「これはあなたの問題です。これはあなたに属しています。これはあなたと、あなたはこれと、大いに実際的な関係にあります。あなたはただ地上に放たれたわけではありません。あなたは理解しなければなりませんし、それを信仰によって実際に握って有効化しなければなりません。これにすべてがかかっているのです」。ですから、この園は最初これを意味したのです。また、新約聖書と特にへブル人への手紙に来ると全く明らかなように、キリストの贖いによる神の素晴らしい新創造の御業が、実際的な命題として信仰に対して提示されています――それを一般的な教え、教理、信条としてはなりません。むしろ、あなたも私もそれを真に理解して把握しなければなりません。神の「これはすべてあなたのためのものです！これはすべてあなたのものです！さて、あなたはそれをどうするつもりでしょう？」という仰せを真に信じなければなりません。ですから、神がキリストにあって、またキリストを通して完成された偉大な御業は、成就・完成された御業であって神を全く満足させるものであるだけでなく、私たちが受け入れて自分のものにするべきものでもあります。これはとても実際的なことです。


  次に私たちは、この園の目的は人のホームとなることだったことを見ました。つまり、この園は人の安息の場所であり、喜びの場所であり、関心を寄せる場所であり、人の住みかだったのです。これらのものの中に私たちは、神の新創造の領域であるキリスト・イエスにあって移されます。信仰によってキリストを正しく理解することは、あなたや私が心の安息の中に入ることを意味しますし、意味することになります。心の安息です！安息は無為、何もしないことではありません。安息はひじ掛け椅子にただ座っていること（もしこれがホームに関するあなたの考えなら、まあ、時にはそれもありかもしれませんが、ひじ掛け椅子の中にホームの概念が丸ごと詰まっているわけではありませんよね？）ではありません。あなたたちの中には、私たちの中の数人のように、何もしないでいるよりは、満足のいく仕事の方に安息を見いだす人もいるでしょう。何もしないでいると、私たちはとてもそわそわしてしまいます。真の満足を与えてくれるのは、何か創造的なこと、何か価値あることを手がけることです。キリストの中に私たちはそのような安息を見いだします。


  興味深く意義深いことに、主イエスは「わたしのもとに来なさい、そうすれば安息を見いだします」と言われた時、これを「わたしのくびきを負いなさい……わたしのくびきを負いなさい」という御言葉と組み合わされました。「くびき」は奉仕の象徴です。奉仕の中に安息を見いだすには、その奉仕は心を大いに満足させるものでなければなりません。さて、これがホームです。それは安息の場所、住まいです。これらのものが、「ホーム」が意味する他の多くの特徴と共に、私たちがキリストの中に見いだすべきものです。私たちは大いに「家庭的な」民であるべきです。あなたたちの中にはその意味を知らない人もいます！


  さて、人の使命をこの園は示し、表しました。そして、それが人の一生の仕事になりました。もしくは、人の一生の仕事となるはずでした。この園は人自身の奥底にあるものを表現する領域、人が積極的に関心を寄せる場所、人自身の命を発達させる方法でした。それがこの園でした。これらの事はキリストにあって真実です。キリストがまさに信者の一生の仕事になるのです。


  私たちはキリストによって、そしてキリストにあって、偉大な使命の中に導かれます。偉大な使命の中に、自分の存在の最も内なる部分が神の恵みによって表現される領域の中に導かれます。神に対する愛、神の優しさに対する自分自身の心の応答――それが表出し、表れ、流れ出ます――使命によって、奉仕によってです。しかし、「奉仕」という言葉を使う時、その意味についてよくよく注意しましょう。主に「仕える」と述べる方が遥かに優っています。この言葉はあらゆる形の奉仕を網羅します。私たちのしていることが主に仕えることではない時、それは主への奉仕ではありません。そしてキリストにあって働くことにより、働くことによりキリストにあって、園の中のアダムと同じように、私たち自身の命も発達します――これが増し加わりです。私たちは彼にあってあらゆるものの中へと成長し込むのです。


  最後に、この午後に関するかぎり、私たちは人を試す場所としてのこの園を見ました。この園で人は試され、是認もしくは否認されます。神が私たちのために行って、キリストにあって私たちに与えてくださったすべての事に関して、責任の要素が登場します。しかし、責任は一語で要約できます。すなわち、信仰です。「信仰がなければ神を喜ばせることはできません」。信仰が私たちの応答であり、すべてを網羅します。すべてを網羅します。


  これを後にして、解釈の最初の段階に関する一、二の点に進むことにします。


  すでに述べたように、人は神が自分に与えてくださったものをすべて所有し、活用し、実現しなければなりませんでした。このへブル人への手紙はこれをとても強く強調しています。それは最初に、私たちのために彼によって、彼にあって、彼を通してなされたことについて告げ、次に、応じるよう私たちに要求します。第一が、とらえること、つまり所有することです。神が提供してくださったものを自分のものにすることです。溝があるおそれのあることがわかります。溝があるおそれがあります、あるいは、溝が生じるおそれがあります。神が提示された諸々の事実や豊かさと、私たちがそれらを慎重かつ積極的に信仰によって理解することとの間にです。この手紙の多くの警告や勧めはそれと関係しています。


  この手紙が書かれたきっかけや理由を思い出していただくために、横道に逸れるつもりはありません。しかし、著者がこの種の勧めや警告を何度も繰り返すのを目にします。「ここに所与の事実があります。ここに提供されたいっさいのものがあります。ここにあなたが来ているものがあります……」。さて、一つのささやかな句が絶えず繰り返されます。それは「……しようではありませんか」という句です。しようではありませんか、しようではありませんか、「畏れようではありませんか（中略）約束が残されているのに、あなたたちのうちに、それに達しないと思われる者がだれもいないようにしようではありませんか。それらから漂い去らないように畏れようではありませんか」。この切迫感には多くの内容が込められています、まさにあの溝が込められています。すなわち、キリストにあって私たちの相続財産であるいっさいのものについての神の偉大な示しと、私たちがそれを握って、それをすべて明確かつ積極的に所有することとの間の溝です。


  キリストを所有すること


  さて、新約聖書には、信仰によってキリストを実際に所有すること、キリストを実際に捕らえることというこの問題について、多くのことが述べられています。それが園の中にいた人に対する課題でした。人はこれを手に入れなければなりませんでした。主がこう言っておられたらとても素晴らしかったでしょう、「さあ、このすべてを見なさい。これはとても素敵で、とても美しく、とても素晴らしいです。これには諸々の大きな可能性があります。さあ、あなたはただ座って、眺め、考え、喜んでいなさい」。しかし、そうではありません、主は言われます、「行動を起こしなさい、この状況全体を掌握しなさい、所有し、手中に収め、自分のものにして、実在勘定としなさい」。親愛なる友よ、私は危惧しているのですが、次の点に多くの、多くのクリスチャンの弱さがあるのではないでしょうか。すなわち、彼らはこの真理や数々の真理、すべての約束、すべての賜物、神がキリストにあってなさったすべての素晴らしい言動を知っているのですが、これに取り組んで、信仰によって捕らえ、手に入れて、「これは自分のためのものです。私はそれを自分のものにします」と言わないのです。そして、神に対してこのように応答しないせいで、私たちは失い、漂い去り、達しないのです。この手紙が述べているのはこういうことです。すなわち、第一にそれを所有すること、活用することです、つまり、それを取り上げて、その固有の内在的意義を発動させることです。これは一般的な言葉ですが、ここに命があることがわかります。例えば、この園のまさに中心に命があります、命があります……そして、この園の中にあるものはみな生きています。


  さて次に、このへブル人への手紙によると、私たちのために主イエスは死を味わい、死の力を持つ者すなわち悪魔を征服して滅ぼされました。この手紙は命で脈打っていないでしょうか？多くの文脈の中で、命というこの問題全般が現れます。メルキゼデク等々のようにです。命がここにあります。まあ、もちろん、あなたや私がみな信じており、私たち全員が信じているように、イエスは命であり、命と不朽は福音を通して明らかにされたのであり、私たちの相続財産は永遠の命です。それは神の賜物です。私たちはこれをみな信じていますが、ご存じのように、とても多くの場合、とても多くの場合、それはとても実際的な問題になりえるのに、たんなる教理、たんなる目標にすぎないのです。私たちは、結局のところ、今や死の領域の中にいます。


  死が至る所にあり、実際に命を握ることが必要になります。このように死で覆われる感覚がある日、そのような日、それについてどうすればいいのでしょう？それはどこにでも入り込みます。祈りのために共に集まる祈りの集会の中にも入り込みます。そして私たちはおそらくもがき通し、出口から出てきて、家に帰り、「死です、全くの死です」と言うかもしれません。そうなのですが、私たちはそれについて何かしたでしょうか？それを感じたら直ちに、集団的・団体的に反応するべきです、「私たちはこれを容赦しません！これは私たちの相続財産ではありません。命、命こそが神の賜物です。どうしてこれを耐え忍ぶ必要があるでしょう？」。個人生活に関しても身体的にそうすることができます。身体的に、霊的死が体を侵害することに抵抗しなければ、私たちは死にます。生ける死を生きることになります。これが矛盾しているのはわかりますが、まさにそうなのです、そうなのです、包まれているのです。


  とても多くの形で、個人的、肉体的、精神的、霊的、団体的に、この世界でこの戦いがなされていることがわかります。私たちは握らなければなりません――これはパウロの言葉ではないでしょうか、「永遠の命を握りなさい」――さてそこで、彼があなたに賜ったものを活用しなさい、活用しなさい。ああ、神がこれをわからせてくださいますように！もし私たちが十分に敏感であって、死の侵入を察知して、次に今こそ何かを行うべき時であること――それを受け入れてはならず、むしろ何かを行うべきであること、命を活用するべきであること――を理解するなら、自分たちの集まりに変化が生じるのを私たちは見るでしょう。


  命に言えることは、キリストにあるこの嗣業を構成する他のすべてにも言えます。それはすでに与えられていますが、私たちがそれに関して何かをしないかぎり、有効になりませんし、実を結びません。神が私たちに与えてくださった卓越したもの、これはみな完全なのですが、それでも、私たちが活用しないかぎり、それは私たちの中で、私たちの経験の中で、実を結びません。そしてそれは、とても奇妙なことに、私たちがそれに関して信仰を行使するときはじめて実現されます。それは大いなる相続財産ですが、どういうわけか、私たちがそれに関して何か――信仰の働き――をしないかぎり、その意義をすべて理解することは全くできません。信仰の働きです！働きが義とするわけではありませんが、義とされた人は働きます。自分の信仰を行動に移して、それに関して何かを行うことによって、自分の信仰を証明するのです。まあ、これを掘り下げる必要はありません。


  この話から、この実際上追加の話から、この午後述べてきたこと――キリストを所有し、活用し、理解すべきであること――を追加で強調する話から、先に進むことにします。キリストのパースンと御業のすべてが、私たちに包括的に把握させるために、信仰に対して示されています。


  注目すべき句が、注目すべき句がここに示されています、「あなたたちの信仰の結果である、あなたたちの魂の救いを受けているからです」。「あなたたちは来ているのです（中略）結果を受けています……」。信仰は時間を飛び越えて、究極的なもの、結果を握ります。信仰は今やそこに達します、「あなたたちの信仰の結果である、あなたたちの魂の救いを受けているからです」。信仰によって包括的に把握するのです。ああ、これを明らかにすることができていれば、きっとあなたはこれを把握していたでしょう。親愛なる友よ、それはまさに次のような結果になります。すなわち、あなたと私は何度も、圧迫の下で、試みの中で、霊的困難の中で、立ち上がって言わなければならないのです、「たしかに、これはまずいことであり、困難な局面です。今日はすべてが暗黒で、絶望的に見えます。しかし、最後は大丈夫になります。最後にこうなるわけではありません。最後には抜け出し、乗り越え、切り抜けます。克服して、勝利します」。この結果を受け入れて、信仰によってそれを今日握りなさい。現状のゆえにすべてを放棄してはなりません。むしろ、神の結果を握りなさい。


  これはとても実際的です。これを試してみなさい！これとは、あなたの包括的嗣業を活用することです――少しだけではなく、丸ごとです――この嗣業は信仰に対して提示されており、それは徐々に開拓するためです。キリストにあって私たちに与えられているものを徐々に開拓するためです。これは、それをさらに増やすことを意味しません。なぜなら、それを増やすことはできないからです。そうではなく、それが意味するのは、その中にあるものを引き出すことです。この園の中には、見た目以上に、遥かに大きな可能性、潜在性、価値があります。キリストの中には、私たちがこれまで見てきた以上に、遥かに多くのものがあります。彼は無限に豊かな御方ですが、これは、私たちが信仰によって彼に取り組み、彼にあって与えられているものに取り組む時、はじめてわかります。この意味で開拓するのです。人が地所を開拓すること、相続した地所や購入した地所を開拓することについて、私たちが述べる時、言わんとしているのは、それを広げることではなく、そこにあるものをすべて探り出すことです。これが、キリストを開拓することについて述べる時、私が言わんとしていることです。彼の中にあるものを探り出すことです。


  さて、まだ述べていない次の点に進むことができます。それはこの手紙と創世記冒頭との間の対応関係です。


  あの園で人はある委託物を与えられました。そして、この委託物には、ある命令が関係していました。その委託物とは命でした。そして、その命令とは「生めよ、増えよ」でした。


  「生めよ、増えよ」


  こういうわけで、この園が家族を設けて育む場所・舞台となるよう、神は意図されました。その家族はこの園にふさわしいもの、この園に適うものでなければなりません。これはとても重要な点です。すなわち、ふさわしくなければならないのです。もはやこの園にふさわしくなくなった時、人はそれから追放されました。そして神は、この園の中に、それにふさわしくない、それに適さない家族を持とうとはされませんでした。そうすることは本質的に不条理なことだったでしょう。これは容易に説明できます。様々な種類の人々を様々な種類の環境の中に置くことで容易に説明できます。彼らがその環境に向いていない場合、その環境は彼らに合いません。彼らは馴染めずに惨めになります。すべてに違和感を覚えます。違和感です。彼らには自分に似つかわしい状況が必要です。自分に似つかわしい状況です……これこそスラム生活の秘密ではないでしょうか？人々をそうした環境から連れ出して、素敵な場所に置いてみなさい。彼らは惨めで不幸になり、たちまちそれをスラムに変えてしまいます。それが彼らには合っているのです！彼らはその中で大いに満足します。そう思わないことが時々あるかもしれませんが、そうなのです。同じことが逆のことにも言えます。ある人を全く劣悪な状況の中に置いてみなさい。彼らはその中で幸いではありません。それを自分の基準に合うように変えようとするのではないでしょうか？それは彼らにふさわしくなければなりません。これが神の原則です。その中にあるすべてのもの、そして、あの園の中に置かれるすべての人は、この園と完全に共鳴・調和していなければなりませんでした。


  さて、これをキリストに置き換えて、キリストをこの園、私たちのパラダイスに見立てると、よりよく理解できます。よくご存じのように、救われていない人々は、クリスチャンたちの間にいるとき、惨めに感じます。そうならざるをえないのです。そうでなければ、そのキリスト教は何かが間違っています。また、クリスチャンがこの世の中にいるときなんと惨めかはご存じでしょう。違和感があるのではないでしょうか？さて、この園にいるのは、その状況に全くふさわしい家族でなければなりませんでした。このへブル人への手紙はこの問題をキリストに当てはめて、とても際立たせています。おそらく、あなたはそれをこのようには見ていなかったでしょう。これは一体何についてなのでしょう？「こういうわけで、聖なる兄弟たちよ（中略）彼は彼らを兄弟と呼ぶことを恥とされないで、『わたしと子供たちは……』と言われます（中略）多くの子らを栄光へと導き（中略）全体の集会に長子たちの教会に来ているのです」。この言葉を見ると、これは家族を表す言葉ではないでしょうか？これがこの手紙中、最初から最後まで散りばめられています。これは何を意味するのでしょう？この家族が神の御旨なのです。御子のかたちに同形化された人々から成る家族、キリストから自分の特徴を得ている人々から成る家族、神がキリストにあって賜った大いなる相続財産にふさわしい人々から成る家族です。わかるでしょうか？キリストにあって神は安息という偉大な相続財産を与えてくださった以上、家族は安息であれ何であれ享受してしかるべきです。家族はこうした特徴を帯びていてしかるべきです。キリストの特徴、神がキリストにあって成就された御業の特徴を帯びていてしかるべきです――このような家族を持つことが神の御旨なのです。


  さて、人がこの園の中に置かれたとき、まず第一に、命に関する責任を負いました。あなたと私は、キリストとその御業により、またそれを通して、この神聖な命を与えられています。ご存じのように、私たちがキリストにあって、またキリストを通して持っているこの命は、別次元の命であり、全く別種類の命です。それは別の命ですが、途方もない責任です。それを持っていて自分にとどめておくだけ、というわけにはいきません。「生めよ、増えよ（中略）地を満たせ」という命令がこれと同行します。命の正当性は、私たちを通して他の人々に供給されるキリストの度量によります。私たちがクリスチャンと呼ばれることの正当性、キリストの成就された御業の上に立つ正当性、新創造の民としてのまさに自分の存在の正当性は、自分が命を持っていて救われていることだけでなく、自分を通して他の人々の中に供給されたキリストの度量にもよります。これこそ私たちの存在を正当化するものであり、命を与える神の正しさを証明するものです。命……ああ、これは難問ではないでしょうか？それは試金石です。しかし、これはそれを示しています。この家族を見せています。


  パウロは、福音を通してコリント人たちを生んだと述べています。福音を通して彼らを生んだと彼は言いました。オネシモについて、「私が捕らわれの身で生んだ者」と彼は言いました。要点がわかるでしょうか？そうです、主イエスの受難と十字架に関する偉大な預言は、「彼は自分の子孫を見る」でした。しかし、どうやってでしょう？教会を通してです。教会を通してです。そしてここでパウロは、この教会の一構成員として、「私が福音を通して生んだ者、私が捕らわれの身で生んだ者」と述べています。


  要点がわかるでしょう。一構成員から他の人々への命の伝達によって生じる霊的誕生です。魂を適切に救うには生ける教会が必要です。他の人を命の中に導くには教会の生ける構成員が必要です。これが常に道です。常に道です。これはあの預言者に起きたことの繰り返しです。子供が死んだ時、彼はその子供の上に身を伸ばし、両手を子供の両手の上に、両足を子供の両足の上に、口を子供の口の上に置き、神からの命をその死体に伝えて、それを死の中から引き出しました。これが命の責任です。


  なんと、なんと、なんと、この問題に関して聖書は厳粛かつ深刻なのでしょう。死んでおしまいになっていい人は一人もいないのです。不注意のせいで、あるいは意図的に、死んでおしまいになるなら、主からきわめて深刻な叱責を受けます。これを自然に受けるおそれがあります。自分の好き嫌い、幻想や気まぐれ、願望、好み、意欲によって、もし私たちが命を自分にとどめておくなら、当然の報いを受けます。私がいま述べているのは、意志の領域――これに対する意欲を持つかどうか――についてです。その時、私たちは遅かれ早かれ天然の領域で当然の報いを受けるでしょう。私たちがそこで蒔くものを、私たちは霊の領域で刈り取ります。霊の領域に、余剰の命、授与可能な命、自分自身が必要とする以上の命がないなら、伝達可能なそのような命がないなら、その事やその個人は自己目的化して、自らの義務や責任を果たせません。そして、自己目的化するとき、彼らは自らの上に不興を招きます。「生めよ、増えよ」という句は次の事実を前提としています。すなわち、あなたは何かを、これを可能にする何らかの預かり物を持っているのです。


  ですから、この手紙では、この家族が非常に重視されています。この家族は証明します、神がキリストにあってこれをすべて行い、与えてくださったのであることを。また、私たちが信仰によって中に入ったのは、神が行われたことを実際にすべて捕らえるためであることを。これを証明するのは、どれだけの人が私たちを通して命を得ているのかということです。ああ、親愛なる友よ、自己目的化しないように、むしろ多くの人々が、神の恵みにより、霊の命を経路としてのあなたを通して得られるよう、何よりも切望しなさい。多くの人があなたを通して命を受けるよう取り計らうことを、あなたの人生の本分としなさい。これにより私たちの存在は正当化されます。これにより、そもそも神が私たちに命を賜ったことの正しさが証明されます。確かに、これにより、キリストの十字架の正しさが証明されます。「彼は自分の魂の苦しみを見る（中略）彼は自分の子孫を見る（中略）主の喜ばれることが彼の手により栄える（中略）あなたたちは来ているのです……」。あなたたちは来ているのです……このような生活、このような使命、このような増し加わりのためのあらゆる備えに、あなたたちは来ているのです。それはみなそこにあります、それはみなそこにあります。神はすでに完全に備えてくださったので、そうなのです。今日、これはほとんど私たちの実行の問題です。



  さて、もし許してもらえるなら、少しのあいだ次の言葉に進みたいと思います。申し上げたいのですが、へブル十二章のこの偉大な記述の中の次の言葉を超えて進む気は、主がそう導かれないかぎり、私にはありません。しかし、「あなたたちはシオンに来ているのです」という句が、私はとても気になっています。


  シオンに


  「しかし」というこのささやかな言葉によって、論調が変わっていることに気づきます。それまではシナイ、火で燃えている、触ることのできる、目に見える山、地震、稲妻、引き裂く炎、声、恐怖でした……「あなたたちが来ているのはそれではありません」と著者はここで述べています。「そうではなく、あなたたちはシオンに来ているのです」。私が指摘したいのは次のことです、すなわち、確かにシオンはシナイのアンチテーゼであり、ここではシナイと対比的に「あれではなくこれである」と述べられている一方で、その意味はこれにとどまらないのです。この箇所が言わんとしているのは、この手紙全体と一致しています。すなわち、あなたたちは道の終わりに達していること、シナイがその始まりだったことです。シナイがこの道の始まりでした。あなたたちはシナイに来ていないだけでなく、それを遥か後ろに残してきたのです。それはこの行程の道のりのずっと後ろにあります。それには固有の意義や意味がありますが、後ろにあって、あなたたちはシナイから長い道のりを旅してきました。そしてあなたたちは今や来ています。この旅の先の地点にではなく、この旅の終点にです。


  あなたは覚えているでしょうか。（ご覧のように私たちは創世記から今やイスラエルに進みました。）人々が紅海の救いと命の側に着いた時、賛美が湧き起こった時のことを。この賛美、この歌ではこう述べられています、「あなたは彼らを導き入れて、あなたの嗣業の山に植えられます。これは、ああ主よ、あなたが住むために彼らのために造られた場所、ああ主よ、あなたの御手が確立された聖所です」。まさに旅の出発点で、終点が完全に示されます。そして、その終点は「彼らの嗣業の山」と述べられています。旧約聖書を通してみると、これがどの山かよくわかります。それは常にシオンです、常にシオンです。「あなたの嗣業の山、ああ主よ、あなたが住むために彼らのために造られた場所、ああ主よ、あなたの御手が確立された聖所です」。これがシオンです！


  その旅の初めから、終点は定まっていました。その終点とはシオンです。「あなたたちは来ているのです…」シナイとは対照的なものに来ているだけではなく、この道の終点――シナイはその道の始まりにすぎませんでした――に来ているのです。この手紙は後に残されたものについての手紙ではないでしょうか？ああ、なんと多くのものがここでは後ろに残されていることか！それらは後ろにあります。しかし、私たちは来ています、ここに示されているものに来ています。後ろにあるものはみな部分的で不完全です。今、私たちは完全で決定的なものに来ています。シオンがそれです。ですから、シオンは包括的・総括的な言葉です。紅海の海岸で旅が始まったときにシオンが終点として示された以上、旅の終点であるシオンは次のことを意味します。すなわち、この旅が表していたものはすべてシオンに集約されるのであり、すべてはシオンの中に包含されているのであり、それはみなシオンによって網羅されているのであり、それはみなシオンの中に含まれているのです。その後には何もありません。


  「シオン」というこの言葉はとても包括的・総括的です。それは総計です（つまり象徴的に）キリストにあって神が行われたすべての御業の総計です。さて、シナイからキリストまでの聖書の区分全体を見さえすれば、すべては、すべてはキリストを物語っており、キリストを指し示しており、キリストに向かって進んでいることがわかるのではないでしょうか？シナイから、すべては全くキリストを目的としています。さて、それをすべてキリストに集約して、それを「シオン」と呼ぶなら、シオンは神がキリストにあって行われたすべての御業の総計となります。「あなたたちはシオンに来ているのです。あなたたちは、神がキリストにあって行われた完璧で包括的なすべてを含む御業に来ているのです」。あなたたちはそれに来ているのです！それは包括的なものであり、他の多くの意味がその中に込められています。旧約聖書と、それがシオンに関して述べているすべての点に照らして見ると、シオンは一つの民に帰着することがわかります。一つの民です。シオンの民です。それは事柄や事物から移って、一つの民を意味するようになります。「シオンの子らは自分の王にあって喜ぶ（中略）乙女」とあるように、これは一つの民のことです。シオンは、ですから、神がキリストにあって成就されたいっさいのことや、神に関してキリストご自身が持ついっさいの意味であるだけではありません。シオンは次に、その益に浴している民をも意味するのです。


  「あなたたちはシオンに来ているのです」。これが意味するのは、私たちは神が御子にあって備えて成就されたいっさいのものの益に浴する民になった、ということです。それは、一つの民によって享受される神の救いの総計です。


  「あなたたちは来ているのです」


  詩篇でシオンに関して読むとき、それに関する支配的調べは常に、崇敬、喜び、賛美の調べです。そうです、歌の調べ、喜びの調べです。「シオンを巡り歩いて、その石を数えよ（中略）その城壁を調べよ（中略）全地の喜びなるシオン」云々。預言書に入ると、別の物語があります――別の物語があります。栄光ではなく、悲しみです。歌ではなく、すすり泣きです……嗣業と相続財産を失った民です。しかし、少しの間、明るい面にとどまることにします。


  シオンは、次に、実際にキリストを享受して崇めている民を意味します――実際に、実際に素晴らしい時をすごしているのです。主のすべての御業のゆえに素晴らしい時を過ごすこと、これをシオンは意味します。ああ、シオンのこの絵図に対応するこの明るい面に基づいて私たちがもっと生きていれば。これが私たちにもっと言えていれば。たしかに私たちは素晴らしい時を過ごしていますが、常にその享受と益に浴しているわけではありません……キリストの御業のゆえに、また、キリストが自分にとって何であられるのかのゆえに、真に素晴らしい時をすごしているわけではありません。私が言わんとしているのは……全く順調にいっているからではなく、ただ主が持っておられるものと主がどのような方なのかということ、そして主が私たちに与えてくださったもののゆえに、素晴らしい時を過ごすことについてです。私たちは素晴らしい時をもっと過ごしてしかるべきだと、感じないでしょうか？この意味で、確かに、そうです、詩篇では、人々は素晴らしい時を過ごしており、それはすべてシオンと関係しています。そしてこれは、その理由は主の御業と主がどのような方なのかによることを意味します。とても単純ですが、これがシオンの意味です。「あなたたちは来ているのです……」。では、あなたたちはどうでしょう？私たちは来たことになっています。私たちが来るために、神はすべての備えをしてくださいました。


  次に、シオンは彼の包括的な卓越した勝利の象徴であることがわかります。シオンの始まりを思い出さないでしょうか？エブス人の手中にあったこの要塞は、とても手ごわく、とても堅固であると考えられていました。そのため、ダビデがやって来た時、エブス人はそれを盲人や不具者に守らせただけでした。それを征服するのはだれにも不可能でした。しかし、ダビデがそれを征服して、それを自分の座、自分の要塞にしました。要点はこうです。シオンは卓越した勝利を象徴するのです――卓越した勝利です――神のすべての敵に対する、キリストのすべての敵に対する、そして、人のすべての敵に対する勝利です。神の民、それがシオンです。さて、それに関して聖書の多くの箇所をそれに集約すること、多くの引用をすることができるのではないでしょうか。それは勝利の歌であり、シオンの歌です。


  あなたのへブル人への手紙を見ると、何が記されているでしょう？罪です。罪は敵でしょうか？サタンです、彼はここでは、「死の権を持つ者、すなわち悪魔」と述べられています――罪、悪魔、死です。これらは敵でしょうか？これらは難攻不落な要塞のようではないでしょうか？そして、次の「人」はどうでしょう？つまり、熟慮して意識的に神に反対する人ではなく、ありのままの状態にある人です。ありのままの状態にある人がここに示されています。これらのものがみな、このへブル人への手紙の中に記されています。そして、神がキリストにあって行われたことはみな、これらの敵と関係しています。罪――これは血や贖いと一体どう関係しているのでしょう？人――神から遠く離れている人……は、神と人との間の仲保者、この偉大な仲保者、この大祭司と、一体どう関係しているのでしょう。死――これはアロンの祭司職のすべてを終わらせる死（彼らは死んだので祭司職を続けられませんでした）と一体どう関係しているのでしょう？死とは一体何でしょう？これらすべての背後にいるサタン、罪、人、そして死、これは一体何でしょう？文脈全体によると、神がキリストにあって行われたことは、これをすべて滅ぼすものだったのです。それを退廷させるものだったのです。私たちを神から引き離し続ける罪は対処されました。「大胆に恵みの御座に進み出ようではありませんか」。すべてを終わらせるために悪魔が用いる死は無効化されました――死は滅ぼされました。


  なんと力強い勝利を神はキリストにあって成し遂げられたことでしょう。そしてこれはみな、この手紙の最後で、シオンに集約されます。「あなたたちはシオンに来ているのです」。これは何を意味するのでしょう？なんと、サタンと罪という要塞、堕落した人の状態と死という難攻不落の要塞に思われたものを、キリストはその十字架を通して征服して獲得されたのです。この勝利があなたに与えられています。シオンはすべての領域における包括的勝利の象徴であり、あなたたちはそれに来ているのです。


  なんという相続財産が私たちのものなのでしょう！これは作り話ではありません。理論ではありません。すでに述べたように、証明されるべきものです。「あなたたちはシオンに来ているのです」。どこかで終えた方が良かったように思います。おそらく、この注釈で終えるのがいいでしょう。シオンについては、途方もない価値のあるものが他にもあります。しかし、それらは後の考察に回してもいいでしょう。


  これは完了時制で述べられている、と述べて終えることにします。なぜなら、「あなたたちは来ているのです」というこの箇所は完了時制で書かれているからです。これは「あなたたちは来ようとしている、あなたたちは来ることになる、あなたたちは来ることができる、あなたたちはいつの日か来るでしょう……」と言っているのではなく、「あなたたちは来ているのです」と述べています。どうしてそのようなことが可能なのでしょう？その答えはまた次のようなものです。すなわち、神がそれをすべて成して、私たちに手渡し、こう言われたからです、「ここにあなたたちはいます！それはあなたたちのものです。ただし、あなたたちはそれを信じなければなりません。信仰によってそれを受け入れなければなりません。そうすれば、それはみなあなたたちのものです！ですから今、それを取って、働かせ、その益に浴して進み続けなさい」。「～しようではありませんか」が鳴り響きます。～しようではありませんか……「成熟に向かって進み続けようではありませんか」。


  



  第三章 神が住まわれる所


  へブル人への手紙十二章二二節、「あなたたちはシオンの山に来ているのです」。昨日、私たちは信仰の相続財産というこの面に主おもに専念しました。この信仰の相続財産は、神が創造において人に与えられたものに霊的に対応するものの中に見いだされます。神ご自身が手ずから、ご自身の満足と喜びのために、世界を造られたことを、私たちは見ました。これに関して、彼は何のためらいもなく「はなはだ良い」と言うことができました。そしてそれを完成させて、人をその中に置き、それを人の嗣業とされました。それに対応するものが、へブル人への手紙の最初の二つの章に見いだされます。この手紙は創世記と同じように「神は……」で始まります。次に、贖いと新創造の構想・計画全体がキリストにあって、また、キリストを通して成し遂げられた後、この手紙の二章で、創世記の二章と同じように、人が舞台に登場します。「人は何者なので、あなたは彼を立てて、あなたの御手のわざを管理させられるのですか（中略）あなたは、あなたの御手のわざに対する主権を持たせるために、彼を造られました」。ですから、神が御子にあって包括的に完成されたものの中に、信者は置かれています。それは信仰の相続財産です。さて、この面に時間を費やさないことにします。


  昨晩、私たちは二番目の面に移りました。この二番目の面ではイスラエルが舞台に登場します。そしてまたもや、相続財産というこの問題全体が示されて、信仰に対して提示されます。この段階・面には、次の句の追加の言葉と共に到達します。第一に、「あなたたちは来ているのです」であり、これは神がキリストにあって私たちに提示してくださったものにあてはまります。これは驚くべき新しい立場であり、神の相続人そしてイエス・キリストとの共同相続人としての驚くべき新しい嗣業を伴います。「あなたたちはシオンに来ているのです……」。そして、私たちが述べたように、シオンは包括的・総括的な観念です。シオンが真に包括的に意味するのは、その中に神の全き満足と御旨が見いだされるということです――つまり、キリストとその民です。この民は彼に結合されて、彼ご自身とその御業との意義にあずかっている民です。


  シオンは霊的に解釈するとキリストとその民であり、この民は神が完成された贖いと備えのすべての益に浴します。シオンの包括的意義を分解して、私たちはさらに続けて、地上のシオンの歴史から、それが私たちが来ている霊的シオンに投じる光から、次のことを見ました。すなわち、昔のシオンが偉大な王、イスラエルで最も偉大な王の偉大な勝利を表していたように、それはキリストの卓越した勝利の象徴なのです。シオンの要塞がこの王に立ち向かい、他の何ものにもまして、彼の信仰、彼の真の力を試しました。その後、彼はそれを取って、それを自分の座、自分の住まい、自分の宮殿の場所としました。ですから、それは旧経綸で最も偉大な王の卓越した勝利を象徴しました。そして、私たちが来ているシオンはこれを霊的に受け継いでいます。このへブル人への手紙は、第一に、主に立ち向かうもの――罪、人自身の性質、死、そして、「死の力を持つ者」すなわち悪魔――の強さを示します。そして、このへブル人への手紙では、たった数語で、それまで見てきたものがすべて無効化されます。「彼は死の力を持つ者すなわち悪魔を滅ぼし、また死の恐怖のゆえに一生涯、束縛されていた者たちを全員解放されました」――なんという勝利でしょう！これがシオンです！あなたたちはこれに来ているのです。


  さて、私たちが来ているこのものの一つか二つの特徴に、神の恵みによって進むことにします。これは、信仰によって把握するよう、私たちに提示されているものです。シオンは、旧約聖書の多くの御言葉からとてもよくご存じのように、神が住まわれる場所となりました。もしくは、常に神の住まいの場所として示されています。主はシオンに住まわれました。シオンに住んでおられることが示されています。主はシオンから語られます。それは彼の住まいです。


  彼の住まい


  さて、親愛なる友よ、この問題のすべての面に大いに迫らなければなりません。それを麗しい見解、真理、聖書に記されていることの組として黙想するだけではいけません。これらは壮大な輝かしい真理、教理、教えであるだけでなく、そのどれもが私たちに対する途方もない挑戦なのです。それらは私たちを見極めるために示されています。私たちは実際に子供たち、シオンの市民なのかどうか、つまり、これらのことが私たちに言えるのかどうかを、見極めるために示されているのです。


  そしてシオンについて述べる時（これはキリストと彼ご自身の民であることを、常に覚えていてください。私たちは、少なくとも、この民であると見なされています）主の住まわれる場所であるシオンについて述べる時、私たちは途方もなく実際的な重要性と意義を持つ事柄に触れるのです。なぜなら、あなたも私もよく知っているように、おそらく何ものにもまして私たちの関心を支配しており、私たちの生活を支配している一つの問題は、主はどこに見いだされるのかということだからです。主はどこに、どうすれば見いだされるのでしょう？それは私たちにとって重要な問題であることに、あなたは同意されるでしょう。主に触れること、どこで確実に彼を見いだせるのかということ。これは実に、とても重要な問題です。もしそれがわからなければ、途方に暮れてしまいます。私たちが実際に主に触れていなければ、人生は全くうまくいかず、混乱し、弱く、敗北してしまうでしょう。主はどこにおられるのでしょう？


  さて、シオンは団体的概念であることを思い出してください。それは多くの無縁な孤立した群れや個人ではありません。むしろ、シオンは神の御言葉においては常に団体的な概念です――それは主と共にいる主の民です――これがシオンです。主にある命の相互関係がある所、そこにあなたは主を見いだします。私が言わんとしているのは、個人は一人では主を見いだせないということではありません。それは可能です。また私が言わんとしているのは、主の民の間で主と交わるための施設をどうしてもあなたが得られない場合、主は何の特別な備えもしてくださらないし、何らかの特別な方法であなたと会ってもくださらない、ということではありません。そうではなく、私が言わんとしているのは、神の通常の道――神の民にとってすべてを意味するほどのさらに優った豊かさで神が見いだされる道――通常の道はシオンの道、つまり、キリストにある霊的交わりの道である、ということです。


  神の民と何らかの関係を持つことが、私たちの命には絶対不可欠です。これによって私たちは主との接触に導かれます。これは私たちが個別に持てるものよりも優っています。私たちのまさに命にとって、何らかの形で、特定の場所にせよそうでないにせよ、何らかの形で、神の民との生き生きとした関係、力強い積極的な合一を持つことが、必要であり、不可欠です。その合一は、キリストを基礎とした霊的な類のものでなければなりません――教えや実行に関する合意に基づいて存在する団体であれということではなく、私たちの唯一の関心事であるキリストに基づく民であれということです。それは制度や特定の枠組みとは少しも関係ありません。実は私たちはキリストを基礎としており、キリストに基づく民なのです。キリストが全く完全に理解され、あがめられ、高められ、神の家の上に立てられた御子として認識・感謝されている所――そこに私たちは主を見いだします。しかも、とても特別な形で主を見いだすのです。いつでも、いつでも私がこの交わりを享受できるなら、どうにかして私が主に会い、主が私と会ってくださって、以前よりも主からのものが増し加わるなら、私たちについてそう言えるなら、これは私たちの証しになるでしょう。そして、よく聞いてください、悪魔はこれを阻止するために地上や地獄でできることは何でも行います。策略、狡猾さ、方策や憤怒のかぎりを尽くして、あなたがこの交わりにあずかるのを阻もうとします。あなたをそれから遠ざけようとします。できるものなら、あなたがそこに達しないように、あなたがそこに達しないように、何とかして取り図ろうとします。親愛なる友よ、この問題全般に関して、大いに用心する必要があります。


  ああ、次のような人々に関して、私たちの心はしばしばなんと痛んできたことでしょう。彼らは交わりの時を大いに必要としており、絶対的に必要としています。彼らの霊の命はそれを求めて叫んでいます。そこで、彼らは自分の心の中の主の促しの下で、その機会を活用する決意をします。しかし、十分な積極性と用心深さに欠けているせいで、何らかの小さな問題が生じると、何らかの環境、何らかのたくらみ、何らかのことが起きると、それを受け入れて、結局のところそこに行かないのです。ああ、この問題に関して戦わなければなりません。これは易々とは手に入りません。シオンはとても尊いものとして常に示されています。


  これについては別の時に別の文脈で、とても尊いものとして述べなければなりません。しかし、尊いものは易々とは手に入りませんし、降ってくるものでもありません。尊いもののために代価を払う覚悟が必要です。いま述べているのは救いについてではなく、信仰のこの相続財産についてです。このへブル人への手紙が明らかにしており、強調していることが一つあるとするなら、それは次のことです。すなわち、アベル以降、この嗣業に向かって前進するこの一大旅団の中にいたこの人々に関して、彼らを特徴づけていた一つの点は、彼らの粘り強さ、この嗣業を奪われまいという彼らの決意だったのです。だれであれそうでした。アベルは自分の血を流し、アブラムはカルデヤのウルを離れ、モーセはエジプトとそのすべての財宝と学問を後にしました――これらの人はキリストのそしりをエジプトの財宝にまさる富と見なしました。彼らは原則としてシオンの途方もない重要性を認識し、それゆえ、そのために戦い、他のすべてをそのために放棄しました。そして、このような道で主を見いだすために、関係性や交わりというこの問題に対して、私たちはとても、とても積極的な姿勢を持たなければなりません。これについて決して誤解しないでください、親愛なる友よ、悪魔はどんな手段を用いても、何が何でも、キリストにある交わりの生活の価値を損なえるものなら、そうするでしょう。自分が何を狙っているのか彼は知っています。彼は、もし可能なら、シオンの栄光を損なおうとします。これが常に彼の狙いでした。


  では、私たちは主をどこに見いだすのでしょう？そうです、私たちは一人で自分の部屋にいるとき彼を見いだします、神を賛美します。そうです、遥か遠くの、クリスチャンがいない離れた所で、私たちは彼を見いだしますし、主は私たちに会ってくださいます。しかし、そうであっても、そうであっても、個人でいるときや離れた場所にいるときでも、自分は無縁である、自分はたんなる個人にすぎない、と思ってはなりません。シオンは一つであること、自分はシオンに属していること、自分だけがシオンではないこと、個人であれ、地元の団体であれ、自分だけがシオンではないことを、覚えておこうではありませんか。シオンはそれよりもずっと大きなものなのです。


  次に、シオンに関するさらなる点は、昔も今も、昔の文字どおりの意味によると、シオンは統治の座、御座のある所だった、ということです。


  御座のある所


  このへブル人への手紙では、たった一つの句であの途方もない移行をします。すなわち、すべての人のために死を味わってから、彼は天に移って、威光ある方の右に座り、待っておられます……そして、あなたたちは来ています、この御座に、この統治に来ています。キリストと天的な民（これに注意してください）は統治の座、主の道具となります。シオンは統治上の概念です。


  彼の御座はシオンです。彼はシオンから統治されます。彼の主権はシオンに関して働きます。これは次のことを比喩的に述べたものにすぎません。すなわち、主が御子イエス・キリストにしたがって御心を満足させるこのようなものに適う何かを得る時、それを得る時、神はそれに関して妬むほどに大いに慕い、そして、彼の主権を、彼の主権をそれに関して行使されるのです。そこに彼の御座があります。主権や統治に関する私たちの人間的考えによると、常にそう見えるわけではないかもしれません。時として、敵が王座についているように思われるかもしれません。時として、主は本当に御座を空席にして状況を顧みておられないように見えるかもしれません。しかし、ああ、これについて決して誤解しないでください。教会史では何度もそのようなことがあったのです。そのような時、悪魔とその王国が反乱を起こして、主に属するものをすべて飲み尽くしたかのように思われます。それで、キリストに属するものはいわゆる「暗黒時代」に消え去ったかのように思われます。しかし、しかし、それは一つの局面にすぎません。それは過ぎ去ります。主が戻って来られる時、彼は前に持っていたものよりも大きな豊かさに戻って来られます。


  主は決して御座を空席にされません。主は決してシオンを放棄されません。旧経綸におけるシオンの物語は、神はそれを放棄することを拒まれるということを示す素晴らしい物語ではないでしょうか。たしかに、それは不幸な時代に没落し、敵はその国土を蹂躙するかもしれません――しかし、神は諦めません。暗く、長い七十年の期間の間、まるで何も起きていないように見えます。しかし、神はシオンのために戻って来て、再び行動されます。彼は諦めません。そして、彼の主権がシオンに関して働きます。いかに神が主権的に秘密裏にシオンに関して主権によって働いておられるのかを見るには、私たちの持てる時間をすべて費やしても足りません。


  実際に、究極的に、とことん、主に味方になってもらうことを、私たちは望んでいるでしょうか？主の御座、主権、統治と関わることを、主が求めておられる御旨と連携している主の強大な摂理的支配と関わることを、望んでいるでしょうか？望んでいるでしょうか？御座はどこにあるのでしょう？それはシオンを中心としています。それはこの焦点にあります。それは主の真の関心の焦点であり、御心に定めたものを得ようという神の真の決意の焦点です。あなたはおそらく、シオンが衰退したように思われる時に、この問題に関して預言者たちが発した言葉をいくつか思い出しているかもしれません。しかし、ああ、主は戻って来られます……主は戻って来られます。


  イザヤの預言の六二章では（これについてはいつかもっと詳しく考察するかもしれません）語り手はメシヤであることをご存じでしょう。語っておられるのはメシヤです。メシヤは言われます、「シオンのためにわたしは黙っていない……シオンのために休まない、ついには、ついには、ついには……」。主はこう述べておられます、「わたしは休まず、やめない」と。彼はシオンに戻って来られます。


  もしあなたが、神の動きの線に沿って、密かに、しかし非常に積極的に、神の御旨に向かうことを真に望んでいるなら、つまり、人生のすべての問題を支配し、統治し、この主権的・摂理的統治の下に置くことを真に望んでいるなら、あなたの心をシオンに据えなさい。そうすれば、それはそのようにうまくいくことがわかるでしょう。それはそのようにうまくいくでしょう。おそらく、途中の段階では、これはわからないかもしれません。しかし、長期的に見ると、長い期間の終わりに達して見返すとき、あなたはこう言わざるをえないでしょう、「主が私たちの味方でなければ、人々が私たちに反対して立ち上がった時、彼らは私たちを全く飲み尽くしていたでしょう、もし主がおられなければ……」。これはたいしたことであり、神のおかげとしか言いようがありません。そうです、主は主権をもってシオンを妬むほどに慕っておられます――彼の御座がそこにあります。一言で言うと、キリスト、キリストの正しさが証明されます。彼の正しさが証明されてきたと言えます。しかし、彼の正しさが完全かつ最終的に証明されることになります。彼の生涯、彼の死の正しさが、最後には、徹底的に証明されることになります。ああ、そうです、これは素晴らしくないでしょうか？素晴らしいです！


  昨日指摘したように御言葉の中にシオンの二つの境界が見られますが、シオンに対する最初の言及は紅海のあの勝利の岸辺でなされました。そうです、勝利です！パロと、その軍勢と、エジプトに対する勝利です。力強い勝利です、その後、彼らは歌を歌いました。そして、旅の開始にあたって、その歌の中でシオンについて述べました。しかし、シオンはまさに最初から勝利の音色、主の絶対的主権の音色を帯びています――エジプトが全力を出し切って、パロが最後の手段に訴えたとしても、紅海の中に主はそれを葬られます。これこそ勝利です！そしてこの勝利の中から、シオンが視野に入ってきます。わかるでしょうか？シオンが視野に入ってきます。これはとても素晴らしいと思います！


  シオンに関して最後にどう述べられているでしょう？黙示録十四章「そして私はシオンの山の上に小羊を見た……」。シオン山上の小羊！さて、あの紅海の勝利は過越の小羊に基づいていました。それは小羊の勝利の成就でした。全聖書と物語全体の最後のこの箇所では、シオン山上の小羊です。勝利です、彼の血による完全な勝利です。これが主権です！


  最後のビジョン、最後の光景、最後の描写を取り上げるのは良いことです――それは最後にはどうなるのでしょう？実際のところ、最後はどうなるのでしょう？今日はどうかということではなく、それは一体どういう結果になるのか？ということです。この問題全体に対する最終的・究極的結果はどうなるのでしょう？シオン山上の小羊です。これが、これがその光景です。たとえ今日、そうではないように感じられたとしても、そうなります。最後にはそうなります。しかし、これは信仰に対して示されています。「あなたたちは来ているのです、あなたたちは来ているのです、シオン山上の小羊のあの絶対的主権に」――「あなたたちは来ているのです」。


  次に、すでに述べたもう一つの点についてです。それは、シオンは焦点であること、交わりの焦点であることです。


  キリストに基づく交わり


  しかし、シオンを基礎・中心とするあの経綸の交わりの性質はどのようなものだったのでしょう？それは一つのささやかな句で与えられます。すなわち、「シオン、私たちの定められた祭りの都」です。では、定められた祭りとは何だったのでしょう？数々の祝祭です。これを「私たちの祝祭の都」と適切に訳せるでしょう――共に集まって素晴らしい時を過ごす場所です。ああ、なんと彼らはシオンに上って行くのを願ったことでしょう、なんと彼らはシオンに上って行く時を待ち望んで一年中すごしたことでしょう。なんとシオンは、人々がそれについて考えて思い出す時は常に、たとえ遠いバビロンにいても、心を高揚させたことでしょう。「異国の地でどうしてシオンの歌を歌えよう？」。シオンの歌です。そして、シオンについて思う時、心は大いに高揚しました。祝祭気分になったのです。祝祭です。そして親愛なる友よ、これについては、私たちの場合、もう少し多くの内容がきっとあるにちがいありません。そう思わないでしょうか？つまり、私たちは来ているのです、主イエスのもとに、彼が私たちのために行って私たちに提示してくださったいっさいのものに、彼が私たちをその中へと導いて置いてくださったいっさいのものに。私たちに対する霊的嗣業としてのこのシオンはこれらすべてを意味するのですから、私たちはもっと祝祭的な特徴を帯びた民であるべきです――表面的・感情的に興奮している騒々しい民ではなく、真に主にあって共に喜ぶ民であるべきです。このような時に共に集まる際、私たちは確かにこれを少しは味わっていると思います。そうではないでしょうか？遠方や近所から集まって一日か二日共に過ごす時、そこに何か良いものが生じます。多くの人は次の時を待ち望んでいると思います。このような交わりを持つのは良いことです、良いことです。これこそ真にシオンです。実際的な、実際的な経験であり成就です。しかし、私たちはもっと継続的にシオンの益に浴して生きるべきです。「私たちは来ているのです」。私たちは来ているのです。私たちにとって、シオンは遠い将来のことではなく、自分が向かっているものでもなく、時々行くものでもありません。シオンは常に現存するのです。


  主イエスご自身とその御業のすべての益に、もし私たちが共に、共に、実際に浴していたなら、私たちはもっと幸いな民になっていたでしょう。祝祭の民になっていたでしょう！「私たちの定められた祭りの都……」。「私たちの祝祭の都」と言ってもいいでしょう。これがシオンです。そして、シオンはさらにそれ以上のものです。私はとても心配しているのですが、私がこうしたことを述べている時、それらをたんなる良い、楽しい、真実な観念や概念、教えの一部にとどまらせてはなりません。親愛なる友よ、もし共に集まるこれらの時の背景を知っていたなら、人々はたんに講演のための何らかの題目を求めていたわけではなかったことがわかるでしょう。主の御前で、心の底からしばらくの間、真に、真に、求めるのです。何を求めるのでしょう。重大な事が話されることをです。共に集まる度に、現在に関するものを得ることをです――現在と現在に対する神のみこころとに関するあの重大なものを得ることをです。それ以外の何ものにも私たちは興味ありません。神の御心に適う、今日の神の民のためのものではない何ものにも、私たちは興味ありません。私は確信していますが、私自身の魂に宿ったこの言葉は、集会を（見事な／まずい／並の）メッセージや教えで満たすためのものではなく、次のことを示すための私たちに対する神からのメッセージなのです。すなわち、神は民の中にシオンの観念・概念を回復しようとしておられることをです。なぜなら、彼の御心は常にシオンと堅く結びついていたからです。そうです、彼の御心はシオンと堅く結びついています。彼はシオンを得なければなりません。言い換えると、ご自分が御子にあって行って与えたものの、さいわいな、団体的・集団的表現を得なければならないのです。それを見いだす時、彼は満足されます。


  ですから彼は、ご自身が専念しているものに、私たちを専念させようとされます。それは、彼の願っているものが私たちの願いとならなければならないからです。そして、よく聞いてください、それらは私たちの命にとって必要不可欠なのです。それらは私たちの命にとって必要不可欠です。これらのことを生きるか死ぬかの問題として受け止めなさい。それらは生きるか死ぬかの問題です。それに疑いはありません。真に主に心を注いでいるなら、あなたは示されているこれらの詳細に注意するでしょう。確かに、象徴的言葉で述べられています。私たちはいつでも象徴的言語を恐れます。なぜなら、それは、どういうわけか、人々を神秘的雰囲気・領域の中に連れ込むからです。否、それはとても、とても、大いに実際的なのです。


  今朝私が述べたことは、途方もない数々の問題を含んでいます。関係性と交わりというこの問題を含んでいます。これについて決して誤解しないでください。あなたの命がそれにかかっています、あなたの霊の命がそれにかかっています。悪魔もそれを知っており、もし可能なら、何らかの方法で、それをすっかり損なうでしょう。ああ、そうです、彼は苦い憎しみをもってシオンを憎んでいます。そして、地上のシオンやエルサレムは、その発端の時から、諸国民や諸時代の焦点でしたが、このことは、霊的なもの・天的なものはなおさらそうであることを示す、一時的・物質的絵図にすぎません。つまり、これは反対を受けているのです。憎まれているのです。そして、戦場になるでしょう。これは後の時のために残しておくことにします。しかし、私たちは来ている、と述べられていることを思い出してください。これは信仰にとっては現存するものなのです――いま造られているものとしてではなく、キリストにあって完成されて私たちに与えられたものとして、受け取るべきものなのです。


  ですから、立ち去るとき、物としてのシオンについて考えないでください。シオンを物や物体だとは思わないでください。そうではなく、思い出してください、シオンはご自身の民の中で尊い御業をしておられるキリストご自身であることを。これがシオンであり、私たちのすぐ近くにあります。それはあなたの隣にいる人ですらなく、あなた自身なのです！その後、それはあなたの隣にいる人に、そして、他のすべての人になります。それはとても、とても実際的です。ああ、シオンが、昔の人々の心の中に宿っていたように、私たちの心の中にも宿りますように……一時的なもの、しかもきわめて過渡的なものだったにもかかわらず、それが彼らにとって非常に大事なものだったとするなら、現実であるもの、地上のものは結局のところその貧弱な絵図にすぎないものは、この現実のものは（遥かに生きるか死ぬかの問題であるため、私たちにとって遥かに現実的です）私たちにとって遥かに大きな意味を持つべきであり、大事にされるべきではないでしょうか？それを大事にし、見守り、世話し、その素晴らしい可能性をすべて開拓しなければなりません。「あなたたちはシオンに来ているのです」。


  



  第四章 神の基準


  ペテロ第一の手紙二章六節と七節、「聖書にこう書かれています、『見よ、わたしはシオンに、選ばれた尊い隅のかしら石を据える。彼を信じる者は辱められることがない』。こういうわけで、信じるあなたたちには尊いものですが、信じない者には、『建設者たちが拒絶した石、これが隅のかしらになった』とあり、また、『つまずきの石、妨げの岩』とあります」。


  へブル人への手紙十二章二二節、「あなたたちはシオンの山に来ているのです」――「わたしはシオンに隅のかしら石を据える」――「あなたたちはシオンに来ているのです」。このへブル人への手紙（伝統的にそう呼ばれていますが、この経綸で証明されてきたように、これは教会に対するきわめて重大な文書です）はある転機に際して書かれました。それはある転機と関係していましたし、また関係するようになるでしょう。この経綸の転換点だったのです。


  私たちの知るかぎり、この手紙がいつ書かれたのかはよくわかっていません。見解は異なりますが、違いはおそらくわずか二、三年です。しかし、それは紀元六九年頃に書かれたと、とても堅く信じられています。紀元七〇年に、ユダヤ教の体系全体――それはエルサレムと宮と祭司職を中心としていました――は一掃されました。それは、あらゆるものが、多くの世紀にわたって存在してきたものから変化した年でした。既成の組織、教えや実行を伴う認知・受容されていた世界的宗教組織が、紀元七〇年に一掃されて、神に敵対する異教世界の激流の渦の中に放り込まれたのです。そしてその日から今日に至るまで、エルサレムには全く宮がありませんでした。国民は散らされて、ユダヤ教組織は実際のところ前と同じく無力でした。


  この諸世紀、この経綸におけるこの転換を予期して、聖霊はこの手紙を書くよう導かれました。この文書を作成するよう導かれました。この重大な歴史的出来事の光に照らして読むなら、それを遥かによく理解・評価することができます。その意義をより明確に把握することができます。そうです、とてつもない時代の転機をへブル人への手紙は描写しているのです――それは、一つの体系、一つのエコノミーが過ぎ去った、ということにほかなりません。


  一つの体系、一つのエコノミーが過ぎ去ったこと


  これをよく調べて、過ぎ去ろうとしているものが何だったのか、それは何を意味したのかについて検証するなら、この手紙から重要な永続的メッセージが得られるでしょう。そして、ここに記されているその真の意義と永続的意味が、別の転機の背後にもあることがわかるでしょう――その転機を今日私たちは見ています。親愛なる友よ、あなたも私もキリスト教の伝統の様相がすっかり変わろうとしている時に実際に生きるようになっている、と言っても決して過言ではありません。


  誤解や誤報を招かないよう、私は努めて注意深くなければなりません。私が述べようとしていることは危険を伴うことを私は承知しています。それにもかかわらず、私たちは大いに忠信でなければなりませんし、物事に真面目に向き合わなければなりません。なぜなら、ゆうに一世紀にもわたって、神はある方法で働いてこられたからです。その方法は彼の究極的、根本的、最高の方法ではなく、彼の主権的方法でした――その理由については議論・指摘するまでもありません――彼は組織という手段によって行動して、ご自身の御旨の多くを実現してこられました。神の動きのこの方法がすっかり変わろうとしています、過ぎ去ろうとしています。組織化された外国伝道団の時代、組織化された外国伝道団――私の言葉に注意してください――は終わろうとしています。そのような体制や方法の終わりを私たちは目にしています。外来のものは今や国々の間で終わろうとしています。神は御業を終えようとしている、あるいは、御業を終えられた、という意味ではありません。一つの方法、方法の一つの種類が終わろうとしているのです。


  さて、この手紙で転機として描写されている、ここのこの状況に戻ることにします。一つの目的を達成するよう神が意図された一つの体系、一つのエコノミーが過ぎ去ろうとしていました。それはその一つの目的をある点まで確かに達成しましたが、その後、そうするのをやめてしまいました。そしてその時から、その命運は尽きました。それが神のエコノミーの中で達成すべき目的とは、霊的な男女を確保することでした。


  この手紙の十一章、もしくは、この文書のこの箇所は、その後、この数字の十一によって区切られてきましたが、さしあたってそれを頭から払いのけて、この文書を一体のものと見なすといいでしょう。しかし、私たちの便宜のために十一という数字が振られているこの箇所は、諸時代に及ぶあるエコノミーによって神はどのように霊的な男女を確保されたのかを示しています。霊的な男女の星雲がこの区分の中に見いだされます――彼らを神はこの世から取り出して天に帰属させ、ご自身に帰属させ、ご自身にとって内在的意義のあるものとされました。このような信仰の男女は、神とその御旨とのこの関係という光に照らして、この世を無と見なし、命を無と見なしました。


  そのエコノミがー主権的に起こされて用いられたのは、霊的な男女を確保するというこの目的のためにほかなりませんでした。地上の宗教組織（それは天にある事柄の模型でしたが）の信奉者を確保するためではありませんでした。ある模型の信奉者を確保するためではありませんでした。そうではなく、その模型を通して、その模型の本体――天――の中にある男女を確保するためだったのです。これが旧約聖書の支配的法則・原則です。数々の方法が用いられましたが、それ自体が目的ではありませんでした――祭司職はそれ自体が目的ではありませんでした。そして、これがこの手紙の中で述べられていることです。幕屋はそれ自体が目的ではありませんでした。この体系全体はそれ自体が目的ではありませんでした。それを神は主権的に用いられました。つまり、神の意図は次のような男女を確保することでした。すなわち、その模型を通して霊的実際を見て、それに帰属するようになった男女です――この地上に生きているけれども、天と、現実である物事とに関係している人々です。これがその体系であり、これがそれに対する神の意図でした。そして、それをこれはとても長いあいだ行ったのです。


  それが自らを目的としたものになって、自己目的化する時が来ました。それはもはや霊的な男女を生み出していませんでした。その形式、儀式、その体系の諸事を依然としてすべて執り行う宗教的な人々を生み出していましたが、彼らはもはや天と関係している霊的な男女ではありませんでした。それは進み続けていましたが、空虚で、無意味でした。それが果たすべき目的を果たしておらず、神はそれを見限られました。神はそれを終わらせることにされました。


  へブル人への手紙では、この判決の執行、この決定の遂行を見越しています。それが六九年に書かれたのだとすると、そのたった一年後に、震われうるものについてここに記されているいっさいのものが震われることになり、しかも、震われるどころではなかったのです。地に打ち倒されたのです。次に、これがなされたのは、震われえないものが残るためだった、とそれは告げます。この手紙が述べているのは、宗教的な組織や伝統の一部であれということではありません。たとえ、それが神が御旨のために過去に用いられたものでもです。むしろ、神が追い求めておられる究極的なものと、今や媒介的にではなく全面的・直截的・直接的に関係している男女になれということです。つまり、霊的な男女にです。この目的を果たすはずだったあの組織は、その役割を果たさなくなって、たんに存続しているにすぎないものになりました。それはおそらく、自らの勢いや原動力によってであり、その伝統、その古めかしさ、神の御手の下で輝いていた過去のゆえでした。しかし、そうしたものはみな、今や過ぎ去りました。ただ受け継がれていくだけで、神に関するかぎり、その真の霊的意義を剥ぎ取られ、奪われ、空虚にされたのです。これが紀元七〇年に起きました。これがこの手紙の転機です。


  あの組織は、神の主権的御旨により用いられましたし、その御旨に至るべきものでしたが、霊的な数々の法則によって厳格に支配されていました。ああ、これはどんなに重く強調しても強調しきれません。その組織全体は霊的な数々の法則によって厳密に支配されていました。それ自体が目的ではありませんでした。昔の祭司やレビ人の行動、彼が用いた器、あの組織の中のどの点も、どれ一つとしてそれ自体が目的ではありませんでした。その背後には霊的意味、霊的意義があり、霊的法則によって支配されていました。その霊的法則を無効化するなら、それはもはや神に対して聖なるものですらありません！


  驚くべきことに、それが神に対して正しい関係にあるなら、あなたはそれに触れる時、必ず神に会うことになります。正しい関係にある聖所の器に触れるなら、あなたは神に会い、神はあなたを打たれます。その祭壇に触れるなら、あなたは死にます。実は、正しい関係にある時、それはまさに神の威光・栄光・聖潔を鮮やかに帯びているのです。なぜなら、なぜなら、それはその目的を果たしているからです。しかしそれでも、これらの同じものが、祭壇であれ、どの器であれ、他の何であれ、その真の霊的目的をもはや果たしていないなら、それは神に対して聖なるものではありません。神はそれをみな全く引き渡すことができます。追い払うことができます。


  ある時、あの契約の箱がペリシテ人の間に行ったとき、ペリシテ人らはその裏側を見て喜びました。あの契約の箱が処分されて、だれもその衝撃力を少しも感じない時がありました。それはもはや何の神の印も帯びていませんでした。神はそれを顧みられません。当初、金で覆われた木の箱だったものが、天の御座に満ちたものになりました。その後、それは他の箱と同じように、金で覆われた箱にすぎなくなりました。わかるでしょうか？神が起こされた物事でも、その有用性という点に関するかぎり、神はそれにご自身を永遠には委ねられないのです。神が起こされた物事の目的が果たされている時だけ、神はそれにご自身を委ねられます。そして、神の唯一の包括的目的は、霊的な民である男女を確保することです。神に関係していると主張していても、この目的に役立たないものは何であれ、神に対して何の立場も、何の聖さもありません。そして、それを去らせてもかまわなくなる日が来ます。こう述べるのは途方もないことですが、全く真実です。それは歴史に則していますし、今日も真実です。


  神が用いてこられた諸々の道具を、私がとても重んじていることがわかるでしょう。このように述べる時、神が主権的に用いられた諸々の道具を私が蔑んだり過小評価している、とは一瞬たりとも思わないでください。なぜなら、神は宣教団、宣教組織、そうした多くのものを用いてこられたからです。彼はそれらを用いて祝福してこられました。そして、それらは、それらの多くは、神に満ちていました。しかし、しかし……時がたつにつれて、様々な要素が、様々な要素が支配的になりました。そしてその一つの要素は外来ということです、「外来」という言葉が表しているものです――外来ということです。ああ、ああ、人々が理解・自覚して、知見、識別力、霊的感受性を持ってさえいれば、彼らはどれほど「外国宣教」という名称を忌み嫌うだけでなく、それを忌避していたことでしょう。それは外来のものであり、輸入されたものであり、それが働いている所にではなく、どこか別の場所に属しています。キリストは決して外国人ではなく、決して異国的ではないことがわかります。キリストには異国的なところが何もありません。そして、真の教会、キリストのからだは、決して異国的ではありません。異国的な要素は除かれなければなりません、完全に除かれなければなりません。私が言わんとしているのは、その土地の習慣や衣服などに適応するよう努めよ、ということではありません。そうではなく、私が言わんとしているのは、霊的な益のために、霊的な関心を持つ人によくよくなれ、ということです。それは外部からではなく天からのものであることが全く明らかになるようにせよ！ということです。これは天の刻印を帯びています！これはキリストです。彼はこの地上で国家的でも、そのような何ものでもありません。これは外部のものであり、全く異なっています。外国のものに属するというこの烙印を帯びていません。これには多くの内容があります。親愛なる友よ、私たちが目にしているこの変化は、この言葉のためなのです。


  物事の全体的状況と行程に関して、全く新しい方向性が求められています。そして、いわゆる「福音伝道」がこれからも続くとするなら、それはまさに男女によってであり、組織によってではないでしょう。彼らはそれを職務とする専門的な男女でなければならないかもしれませんが、いわゆる専門的な「宣教士」である必要はありません。神の男女である必要がありますし、他所から何らかの組織上の権益ではなくキリストを持ち込む必要があります。これが今日起きようとしています。これが今日の転機と途方もない転換を特徴づけています。


  神が用いられるものにはみな、きわめて厳格な諸々の霊的法則が条件として設けられています。そして、その諸々の霊的法則をわきまえて順守しなければ、その命運は尽きます。それは最後を迎えます。その伝統、その歴史、その過去がどうであれ、それは過ぎ去ります。それは自らを目的としたそれ自体のためのものとなりました。それはおしまいになります。多くの時間があれば……明日この問題についてもっと多くの時間を費やせれば、もっと時間があれば、すべては諸々の霊的法則によってこのように全く条件づけられていることについて話したいと思います。しかし、こう述べられています。


  過ぎ去ろうとしていたあの組織、へブル人への手紙が書かれた時に差し迫っていたあの経綸の転機、あの組織は、せいぜい時間の問題でした。私たちが過去や未来のイスラエルについてどれほど述べたとしても、それは一時的なものにすぎません。イスラエルに未来があったとしても（これに異議を唱える人もいますが、大半の人はそう信じています。これについては論じないことにします）、それは一時にすぎません。それはみな永遠の時代に取って代わられます。新しい天と新しい地にはユダヤ人の国も他の国々もありません。教会の中にもユダヤ人はいません。それはせいぜい一時のものですし、せいぜい一時のものでした。ある時までだったのです！「ある時まで」が支配的言葉です。よく聞いてください、イスラエルの歴史は、ああ、ある時までです……期限があるのです。よく聞いてください、この期限は永遠の御旨と神の予知によって定まっていました。聖書を読むとき、これから逃れることはできません――状況は時刻表にしたがって動いています、時刻表にしたがって動いています。


  マイヤー博士がある時アメリカを旅をしていた時のことを思い出します。彼は列車の客室か普通席に座っていました。片方の膝の上には自分の聖書を開き、もう片方の膝の上には時刻表を載せていました。そばに座っていた人があざ笑うかのように彼を見て、聖書を指さして言いました、「まさか、その擦り切れた時代遅れの本を信じている、なんて言いやしませんよね？」。マイヤー博士は上を向いて、彼らしく静かに――私たちの中にはそれについてよく知っている人もいます――優しく微笑んで言いました、「親愛なる友よ、私のもう片方の膝の上に時刻表があるのが見えますか？また、私がなぜこの時刻表を膝の上に開いているのかご存じですか？この長旅をしているあいだ、どの地点にいつ着くのか、この時刻表からわかります。さて、次の停車駅はどこそこで何々時です。各駅に予定時刻どおりに着くかどうかを見るために、私は見張っているのです。私がここに開いているこのもう一方の本の中には、神の時刻表があります。そこには特定の事柄が起きる時のしるしが記されています。歴史を振り返ると、神が起きると言われたちょうどその時に諸々の出来事が起きたことがわかります。時が満ちてイエスが来られました……」こう彼は続けました。彼は言いました、「こういうわけで私は聖書を信じているのです。あなただって私にあなたの国の時刻表を捨ててほしくないでしょうし、それらは時代遅れの、擦り切れた、無益で、信用できないものだ、と言ってほしくないでしょう？それらは有用であることが証明されていますし、ここにあって、何々時にどこそこ駅に着くことを教えてくれます。おそらく、二、三分以内に、私たちは着くでしょう。決して私は自分の聖書を捨てることはできません。神が時刻表にしたがって働いておられるのを、私は見ているのです」。マイヤー博士はさらに続けて、時のしるしのいくつかについて扱いましたが、私たちの要点を示すにはこれで十分です。


  すべてのことの背後には時刻表があり、それを神は予めご存じです。神が前もって定められた時に、数々の出来事が起きましたし、今もそうです。しかし依然として、もちろん、このような事実に関連した困難・問題の中に次のようなものがあります。すなわち、神の予知により時が定まっている一方で、奇妙なことに、それらの時は特定の状態と一致・同期していたのです。そういった状態は神によって引き起こされたわけではありませんでした。そういった状態が生じました。そして、それらが生じた時、前もって決まっていたことが起きました。


  さて、この手紙に注目してください。ああ、イスラエルと未来の出来事に関して、多くのことが前もって告げられていましたし、前もって知らされていました。主イエスは、比喩的な方法で、いちじくの木について述べ、それに対して行動されました。根元から萎れたこのいちじくの木は、イスラエルが脇にやられることの象徴でした。ああ、この問題に関する預言をすべて調べるつもりはありませんが、これがそこにありました。しかし、これはいやおうなく起きたのではなく、とても奇妙なことに、特定の状態のためであり、神は予めご存じだったのです。では、それは何と同時だったのでしょう？組織・枠組みが、自らが起こされた本質的目的の代わりとなったか、あるいは、それ以上のものになったのです。物がその存在目的の代わりとなったか、あるいは、その目的以上のものになったのです。ある意味で、真の目的がしぼむか消えてしまい、それでこれが起きたのです。


  ある時に起きるよう定められていたこのことは、この状態と同期していました。そして、よく聞いてください、神はこのように働かれます。ある定められた時に、神はキリスト教の中にあるすべてのものをふるい分けられます。それをすべてふるい分けられます。それは、その真の存在目的がどれくらい果たされているのかを見極めるためです。震われうるものは震われるでしょう。男性たちや女性たちの霊性がこれをすべて支配するものであり、この転機を決定づけます。この転機を決定づけます。私たちは遅かれ早かれこの転機に個人的に出くわすでしょう。なぜあなたはクリスチャンという名を帯びているのでしょう？遅かれ早かれ、自分はキリスト者なのかどうか、それはキリストなのかどうか、どれくらいキリストなのかどうか、明らかになるでしょう。


  ここで挿話として、最近読んだ話を紹介しようと思います……それはある少女の夢の話でした。彼女は「自分は夢を見た」と言いました。そして、その夢の中で彼女は輝かしい天使が座っているのを見ました……その天使は彼女の家があった村の草地に座っていました。そして天使の手には大きな物差しがあって、その物差しを天使は手に持って自分の横に立てていました。彼女がその物差しを見ると、「キリスト、キリスト」と記されているのが見えました。たくさんキリストと記されており、一インチの所にキリスト、二インチの所にキリスト、それより大きなインチの所にもキリストと記されていて、この大きな物差しの上端までそうなっていました。すると、彼女は天使が呼ぶのを聞きました。その天使は彼女がよく知っている人の名を呼びました。その人はキリスト教の働きを盛んにしていることで大いに有名でした――常に方々駆けまわって、キリスト教の名の下で博愛事業を活発に行っていました――いわゆる「キリスト教活動」で大忙しな人でした。彼女はその人をよく知っていました。皆が「その人はとても素晴らしい人で、大いなる清算の日にもよく耐えられるだろう」と思っていました。名を呼ばれて、その人は大いに自信満々でやって来ました。その物差しに十分耐えられるだろう、と堅く確信していたのです。彼女がその物差しに近寄ると、彼女の背丈が縮み始めました。ますます小さく、小さく、小さくなっていき、とうとう、ちっぽけな小人になって、物差しの下端の背丈になってしまいました。皆がそれを見て、心底驚きました！「これが何某女史なのですか？結局のところ、キリストの度量は本当にこれだけなのでしょうか？」。天使は彼女に、力強い優しい忠告の言葉を与えて、こうした外面的ないっさいのものと内なるキリストの真の度量との違いを指摘しようとしました。そして、彼女は意気消沈して去って行きました。


  そうして、一人一人、有名人たちが天使に呼ばれました。ある人の名前が呼ばれましたが、夢を見ていた少女はその人のことをとても貧しくて、か弱い、気の毒な人だと思っていました。だれも彼女のことを大したものとは思っていませんでした。彼女はとても、とても居心地の悪い状態にある辺ぴな所に住んでいました。だれ一人として、だれ一人として彼女の大親友にはなりませんでした。人々は彼女をずっと一人ぼっちのままにしていました。彼女は大事な人である、とは少しも思っていませんでした。天使が彼女の名を呼ぶと、彼女はとても震えながら、恐れに満たされて進み出ました。あの物差しの横に立つのが怖かったのです。彼女は来て、その横に立ちました。そして、彼女がそれに触れた時、彼女は大きく、大きく、大きくなり始めました。彼女の背丈は成長して高くなり、とうとう他のだれよりも大きくなりました！天使は彼女に対してあまり言うことはなく、ただ優しく、優しく語りかけました、「やりましたね、マリア、やりましたね、マリア。私はすべて知っていますよ、あなたの密かな戦いを、あなたの密かな苦難を。そして、あなたが他人の軽蔑をどのように忍んできたのかを、それに、そうした問題をすべて密かに祈りの中で主に持ち出して、前進するためのあなたの力を主からどのように引き出したのかを。主から見て、あなたには大きな価値があります」。


  夢を見ていた少女の名前が呼ばれて、彼女もそこに立たなければなりませんでした。彼女はドレスや、この世的な外見や、そうした類のことがどれも大好きでした。彼女にとって、この世のことがすべてでした。彼女は人気があり、人々は彼女を重んじて、いつも彼女を指さして、「彼女はおしゃれな人の模範です、だれもがそうなりたいと憧れるような人です」と言っていました。そういうわけで、「自分はこの物差しに十分耐えられる」と彼女は思いました。しかし、彼女が近づくと、自分が小さく、小さく縮んでいくのがわかりました……自尊心等々といった感覚はすっかりなくなりました。天使はペテロの手紙からの御言葉を少しばかり引用しただけでした。「髪を編み、金の飾りをつけ、服装を整えるような飾りではなく、柔和で穏やかな霊という飾りを身につけなさい。これこそ神の目にきわめて尊いものです」。


  さて、私は思い切ってこれを紹介しました。これは空想的・幻想的に思われますが、おそらく、この問題全体に対する要点を与えてくれるでしょう。神の基準は、結局のところ、御子の霊的度量であることがわかります。


  御子の霊的度量


  これが実際のところ、このペテロの言葉の内在的意味です。「わたしはシオンに、シオンに隅のかしら石を据える（中略）ですから、みなこの基準を満たしなさい」。信じるあなたには尊いのですが、信じない者にはどうでしょうか？なんとまあ、なんと恐ろしい効力が、定規としての、霊性の定規――キリストの尺度――としてのこの隅の石にあるのでしょう。真の霊性を生み出さない何ものにも神は興味を持たれないことがわかります。これが要点です。そしてシオンは、この大会を通して述べてきたように、御民に対する神の御思いの総計であり、信仰を通して理解・経験・参与・享受するべき、主イエスの美徳・意義・勝利の総計です。シオンは偉大な試金石です。それは万物・万民に対する偉大な試金石です。


  確かに、（別の比喩を用いると）シオンは神の測鉛線であり、万物に対する試金石です。神から何かを与えられたら、それに応えなければなりません。確かに、神が何かを与えてくださるとき、それはまるでなかったかのように存在・現存することはできません。これはとても厳粛な言葉です、とても厳粛な言葉です、とても困難な、心を探る言葉です。親愛なる友よ、神が何かを起こし、御子に関してご自身に属する何かを与え、私たちにそれを知らせ、その近くに、それとの関わりの中に置かれるとき、それが私たちの生活圏内に臨むとき、それを起きなかったことにすることは決してできません。遅かれ早かれ、私たちはそのことで神に応えなければなりません。これが万物の総計である黙示録が示す判決です。


  たびたび指摘してきたように、黙示録の最初の諸章で神は秤にかけて、測鉛線を示し始められましたが、それは諸教会――それらを生み出すために使徒パウロが用いられました――に対してでした。特別・格別な形でパウロに与えられた、キリストとそのからだに関するあの啓示、あの素晴らしい啓示を受けた、アジアにある諸教会に対してでした。この諸教会はあの務めを受けていました。パウロはだいぶ前に主のもとに去っていました。彼が自分の生涯を終えようとしていた時、「アジアにいる者たちはみな彼から離れて行きました……」。おそらく拒絶されたのでしょう。いずれにせよ、彼らは彼を去らせて、彼から離れ去りました。これで終わりだと思うでしょうか？ああ、いいえ！上等です、上等です！まさにこれらの諸教会は、パウロが与えた測鉛線のもとに連れて来られて、主が示されたことによって裁かれました。これが基準です。これが基準です。遅かれ早かれ、このとおりになります。それからは逃げられず、そうなります。おそらく、私が強調して述べるまでもないでしょう。それは厳しく聞こえますし、強面のようではないでしょうか？しかし、私たちが述べているのはこういうことです。すなわち、神は霊的意義のある何かを示されたのです。この霊的意義を帯びていて、それに適っている、この点が失われました。最終的に神が裁きを下されたのは、存続していた諸教会の外形にしたがってではなく、その霊的意義からの逸脱にしたがってでした。それはこのとおりです、このとおりです、今も最後もこのとおりになります。まさにこういうことです。外枠や外形――たとえ神が用いてこられたものだとしても――よりもさらに深く、さらに内面的な何か、この何かが私たちを看破します。それが私たちを看破します。


  「あなたたちはシオンに来ているのです（中略）見よ、わたしはシオンに隅のかしら石を据える」。隅のかしら石とは、もちろん、建築的には、すべての起点・終点を意味します。それはこれから起こり、これから上に向かって進みます。そして、それはみな遡って建造物全体と関係しています。隅のかしら石、隅のかしら石は、すべてが、すべてがそれと関係していることを意味します。「わたしはシオンにこれを据える、試金石となる何かを据える」。


  午後の時間が過ぎてしまいました。そうでなければ、私は先に進んで次のことを示していたでしょう。すなわち、シオンを神はどのように用いて過去の諸々の経綸を試されたのか、そして、シオンがいま霊的資質と霊的度量に関して示していることが、最後にどのようにすべてを試すことになるのか、ということです。これはそうなります。さしあたってここでやめられると思います。


  先に進むこともできますが、この午後の集会では、神の御旨により、この一つの特別な強調点が示されたと、私は信じています。もし私が間違っていて、あなたを誤導しているなら、私はそう信じようとは思いません。私は次の問いと共にこれをあなた自身の探究、観察、判断に委ねます。クリスチャンの活動に関するかぎり、この世界のいたって複雑な状況の中に、一つの変化、一つの真の変化を、私たちは目にしているでしょうか？どうでしょうか？どうでしょうか？これは地上中で成長しているでしょうか？到底違うのではないでしょうか？到底違います。クリスチャン活動に携わった私たちの若かりし頃、この一般的に受け入れられている線に沿って世界を福音化するこの企て全般に、自分たちがどんなにものすごく取り組んだのか、よく覚えている人たちも私たちの中にいます。


  さて、再び言わせてください。神が主権的に用いてこられたもの――用いておられるもの――を一瞬たりとも過小評価してはなりません。しかし、私たちは知っています！今、今日、私たちは自分の人生をまだ終えておらず、うまくやっているかもしれませんが、これまで生きてきて目にしているのは、もはやそれをこのような方法ですることはできない、ということです。今日、宣教士たちに中国に行くようお願いして何の役に立つでしょう？そして、これに関して言えることは、ますます言えるようになっているのではないでしょうか？昔の路線、昔の方法では、今や無意味ではないでしょうか？宣教士たちが世界に出て行くのはすでに終わりを迎えたということではなく、私たちには物事の流れが見えているということです。ある変化が、ある変化が臨んでいます。もしこの問題が長引くなら（世界宣教は終わりを迎えているとは私は見なしていません）もし国々の間における証しのために時が伸ばされるなら、それは別の方法で、別の基礎に基づいて、別の手段によってなされるでしょう。すでに述べたように、次のような男女によってなされるでしょう。すなわち、肩書や団体等の下にはない、証し人である非専門家の男女です。おそらく、彼らは仕事や他の形で諸国民の間にいます。もしこれがとにかくそうなるとしたら、これこそ将来のための方法ではないでしょうか？こうなりつつあるのではないでしょうか？


  さて、これはどうしてでしょう？その結末は何でしょう？神の観点ではそれは何を意味するのでしょう？ああ、神と天はまさに次のことを大いに強調していることがわかります。すなわち、神はこの時代の終わりにあたって、本質的かつ内在的なものに取り組んで、二次的なものを剥ぎ取ろうとしておられるのです。長大な円を描いて堂々巡りせずに、この問題に直ちに取り掛かろうとしておられるのです――直ちに取り掛かろうとしておられるのです。ここを見てください、諸国民の間にいるあなたたちよ、あなたたちが神を知るようになったのは直接的にであって、外来の手段によってではありません！あなたたちは自分自身で神を知るようになったのであり、外来の助けが何もなくても完全に立つことができます――じかに得られた霊的な男女です。そして、これらの諸国民に言えることは、すべての諸国民にも言えるようになります。この地上で言えるようになります。何かが起きて、私たちは神に全く頼らざるをえなくなります。そうなります、親愛なる友よ、この場所にいる私たちは主に頼らざるをえなくなります。


  何らかの形で次のことが起きるでしょう。すなわち、もし私たちが神と共なる生活を送っておらず、主を知らないなら、状況がどうであれ、それは私たちを救うことも、私たちの助けになることもないでしょうし、十分でもないでしょう。私たちは圧迫されて、主を知る霊的な男女になるでしょう。これがその結果です。神はそれを得るために何でもひっくり返されるでしょう。その伝統がどれほど長いのか、神がそれを過去にどれほど用いられたのかは関係ありません。神は、長期的には、ただ一点に集中しておられます。それは、あなたは主を知っているのか？ということです。あなたはどれくらい主を知っているでしょうか？主を知るあなたの知識は結局のところどうなっているでしょう？それはどんなことをあなたに切り抜けさせられるでしょう？どんなことにあなたを立ち向かわせられるでしょう？あなたが頼りにしてきた人々は折れた葦であることがわかるかもしれません。四方八方、絶望しか見あたらないかもしれません。自分に衝撃を与え、自分を逸らして、怒らせかねない物事に、あなたは出会うかもしれません。しかし、あなたは今シオンに関して試されているところなのです――立つか倒れるか試されているところなのです。彼はつまずきの石であることがわかります。


  もし私たちが真に主を知っている男女でないなら……ああ、どうかこれを理解してください！これ以上に重要なことは私には言えません。親愛なる兄弟姉妹よ、神が私たちの経験の中で私たちに関して行おうとしておられるのは、神を自分自身で知るようにさせることであり、何であれ間接的にではなく直接的に得るようにさせることです。これにより、私たちは互いに独立するのではなく、おそらく、ますます互いに依存するようになりますが、これはそうでなければなりません。神は震われうるすべてのものを震われるでしょう。それは、そのようなもの――シオンと一致するもの――がどれくらいあるのかを見極めるためなのです。


  



  第五章 シオンの子ら


  今しがた歌った詩歌のもとになっている、神の御言葉の例の箇所を読むことにします。詩篇八七篇です。


  「彼の土台は聖なる山々にある。主はヤコブのすべての住まいにまさって、シオンの諸々の門を愛される。ああ、神の都よ、栄光ある事があなたについて語られる。わたしはエジプトとバビロンをわたしを知る者として挙げる。見よ、ペリシテとツロをエチオピヤと共に。『この者はそこで生まれた』と言われる。実に、シオンについては、『この者もあの者もここで生まれた』と言われる。いと高き方がそれを確立される。主が諸々の民を記録される時、『この者はそこで生まれた』と数えられる。セラ（これについて考えよ、の意）歌う者も踊る者も共に言う、『私の泉はすべて、あなたの中にある』。」


  へブル人への手紙十二章二二節「あなたたちはシオンに来ているのです」。


  宣べ伝えに適した環境があることは、常に、きわめて幸いできわめて有益なことです。今晩、私たちはクリスチャン生活の幸いについて述べたいと思います。そして、その幸いを知らず、享受していない人々に、主に属することがいかに良いことなのかを告げたいと思います。これにより多くのことを述べ、それらについて論じ尽くし、説得しようと努めることになるかもしれませんが、それはある種の環境がなければ困難でしょう。この集会の雰囲気そのものが、この事実に対する最善の論拠であり、この事実を最もよく表していると思います。


  あなたたちが歌っている時、私はこう考えていました、もし自分が救われていない人で主を知らず、救いを真に享受している人でなかったなら、そして、あの歌が歌われている間に入って来たとしたなら、正直に言って、「この人々は素晴らしい時を過ごしています。何か素晴らしいものを持っています！」と言わざるをえなかっただろう、と。これこそ真に最善の宣べ伝えではないでしょうか？ですから、あなたたちに申し上げたいのですが、私が言葉で述べることにはみな、良い、しっかりした、純粋な裏付けがあるのです。その裏付けとは今晩の私たちの状況です。もしこの話を受け入れられないなら、もし言葉によるこの話が腑に落ちないなら、この人々を見て、この人々に耳を傾けてください。それでも、この神の民は何か価値あるものを持っていると納得できないなら、あなたはとても鈍い人です。頑固な人です。


  さて、以上がささやかな序論です。この詩篇八七篇についての黙想にふさわしい背景・序論です。それを今日に適用すると、それはこれについて示しており、シオンとシオンの民について述べています。そして、新約聖書のこの箇所では、「あなたたちはそれに来ているのです」と述べています。これは遠い昔、遥か彼方の、旧約聖書の中の事柄ではありません……今あなたのためにここにあるものです。それは現存しており、あなたはそれを知り、所有することができます：シオン――私たちはシオンに来ているのです。


  さて、この詩篇八七篇を見て、今このとき主イエスにあって私たちに示されている事柄をいくつか、これから引き出すことにしましょう。


  「彼の土台は聖なる山々にある。主はヤコブのすべての住まいにまさって、シオンの諸々の門を愛される。ああ、神の都よ、栄光ある事があなたについて語られる」。これが最初の区分であり、ご覧のように、最初の対比をいくつか含んでいます。その対比は双方の側の二つの言葉によって示されています。一方の側は「ヤコブ」であり、他方の側の「シオン」と対比されています。一方の側は「ヤコブの諸々の天幕」であり、他方の側は「シオンの諸々の門」です。二重の対比がなされています。そして、主は一方よりも他方を遥かに好まれる、と述べられています。確かに、これは強い言葉で表現されています。「主はそれよりもこれを愛される」。そして、もちろん、私たちが問いたいのは、主がこのように差別・えこひいきをされる、その根拠・理由は何か、ということです。主が遥かにまさってこれを愛されるのはどういうことでしょう？主はヤコブを愛しておられないとか、ヤコブの諸々の天幕を愛しておられない、と述べているわけではありません。彼は愛しておられます。しかし、彼はそれよりも遥かにシオンとシオンの諸々の門を愛しておられるのです。ヤコブは神の素朴で純粋なあわれみを表していることがわかります。


  神の素朴で純粋なあわれみ


  私たちがヤコブという言葉に出くわす時はいつでも、それが当人のことであれ、あるいは、その名で通っている民のことであれ、常に、必ず、神のあわれみが必要なものを前にします。


  「押しのける者」を意味する「ヤコブ」という名前自体、神のあわれみがなければ、何の希望もありませんし、何の立場もありません。それでも、神のあわれみがヤコブに関してなんと大いに表されることでしょう！預言書の中にこの名がどれほど出てくることでしょう。預言書の中にです（これは意義深いです。というのは、イスラエルはヤコブの領域の中に再び落ち込んだからです。偉大なイスラエル、神の皇子の地位から、肉によって支配されている人々の地位に、肉的関心に、落ち込んでしまったのです）ですから、預言者たちはしばしば、イスラエルの名をヤコブという名で呼びました。しかしそれでも、預言書の中にヤコブに対する神の大きなあわれみがなんと示されていることでしょう。彼はヤコブをあわれまれます。実に素晴らしいです！この名が意味するところを考え尽くして、神がどのようにヤコブをあわれまれたのかを見るなら、これは実に素晴らしいことがわかります。神は忍耐して、辛抱強く我慢されました。ヤコブが最悪の状態にあった時でも、神は決して諦めませんでした。確かに、ヤコブは神のあわれみを誘うものを常に象徴します。


  ヤコブはあわれみを必要とします。主はヤコブを愛して、ヤコブに大きなあわれみを示されました。忍耐、辛抱強さ、自制、切望する愛といったものによってです。たしかに、主は愛されました。しかし、主が望んでおられるのはこれだけである、始終ご自身のあわれみ、あわれみ、あわれみを要求するものだけである、とあなたはお考えでしょうか？その現状のゆえに忍耐して辛抱強くなければならないものを、主は望んでおられるのでしょうか？これは主の御心に全くかなっている、とあなたはお考えでしょうか？断じて違います！断じて違います。では、主がこれ以上に求め、願い、喜ばれるものは何でしょう？


  神に感謝すべきことに、彼はあわれみの神であり、私たちがヤコブの状態にある時でも私たちに対してあわれみ深くあられます。私たちは罪人であり、人間的弱さやもろさの中にあり、失敗し、挫折してばかりですが、そんな私たちに対して神はとてもあわれみ深くあられます。しかし、彼のあわれみがいかに大きくても、私たちをあわれみの対象として持つだけで彼は全く満足される、と結論しないようにしようではありませんか。


  ですから、彼はヤコブとシオンを対比されます。そして、シオンは神のあわれみ以上のものを表します。それは、神のあわれみに対する十分な応答を表します。


  神のあわれみに対する十分な応答


  これはさらにまさっています。シオンによって表されているものの中に入る時、神のあわれみに応答するもの、そのあわれみは無駄ではなかったと証言するものと出会います。何なら、言葉を「あわれみ」から「恵み」に変えてもかまいません。神の恵みは無駄ではありませんでした。神はひたすらあわれみ深くあり続ける必要はありませんでした……始終あわれむ必要はありませんでした。そうです、彼の恵みは何かを生み出しました。彼の恵みは何かを生じさせました。彼の恵みは何かを発達させました。そして、シオンは常に賛美、賛美、賛美の場所として示されます。


  いやそれどころか、シオンでコラの子たちは歌い続けました。歌ったのです！シオンは歌の場所であり、賛美の歌が心からの純粋なものであるとき、それは神の恵みに対する感謝の表明を意味します。これがキリスト教の真のしるしではないでしょうか？私たちは大いに歌います（キリスト教は実際のところ、世界で唯一真の歌う宗教です。他の宗教には哀歌や凄まじい騒音があります）。歌い、賛美し、喜ぶことは、他のどの宗教にも見あたりません。それはキリスト教にしかありません。その大半は詩歌から成っているのではないでしょうか？そして、私たちの詩歌の多くは、神の恵みに対する心からの応答にほかなりません。


  神はイスラエルの賛美を住まいとされました。ですから、シオンはあわれみ以上のものを表します。それは、神のあわれみゆえの、神への応答を表します。それは、主イエスがなしたこと、発効させられたものが、私たちの内に実際に何かを生み出しつつあることを意味します。主はそれを愛されます。「主はヤコブのすべての住まいにまさって、シオンの諸々の門を愛される」。主はシオンを愛されます。ヤコブを愛する一方で、それよりも遥かにシオンを愛されます。主は次のような民を愛されます。すなわち、彼のあわれみと恵みをよく理解しているがゆえに、彼のありがたいあわれみに報いること以外に今や生きる目的のない人々です。これがシオンです。


  「ヤコブの諸々の天幕」――「シオンの諸々の門」。これがこの対比、最初の対比のもう一つの面です。これは今しがた述べたことの続きにほかなりません。というのは、これらの対句は同行するからです。互いに互いの一部なのです。ヤコブの諸々の住まい・天幕とシオンの諸々の門。


  この二番目の対句、諸々の天幕と諸々の門は、何を表しているのでしょう？これを認めてもらえるなら、これらは二つの異なる絵図であることがわかります。それは移行を示しています。立場と時がすっかり変わったことを示しています。ヤコブの諸々の天幕について黙想する時、あなたは荒野での諸々の天幕について黙想することになります。もう一度見てください、そうすれば、ヤコブが諸々の天幕にいた時、彼らは荒野にいたことが旧約聖書からわかります。民がシオンにいる時、彼らはもはや荒野ではなく都にいます。立場も時もすっかり変わりました。ほとんど別の経綸です。彼らは荒野から出て、今や良き地に入ります。彼らは都に到着しました。シオンは実現済みのものです。彼らは荒野を貫いてシオンの方を見ていました。今や到着しました！諸々の天幕と諸々の門。しかし、これは何を意味するのでしょう？荒野で、自分の天幕に住んだ荒野で、彼らは主を知ることを訓練によって学んでいたのであり、経験によって学んでいたのです。霊的歴史を刻みつつあったのです。


  これは荒野でのなんという霊的教育の時だったことでしょう。神の御手の下で霊的教育を受けたのです。なんと厳しい学課を彼らは学ばなければなかったことか！なんと激しい打撃を被ったことか。確かに、それは試験の時、試みの時でした。それは四十年でした。四十年という期間は常に試験期間を意味します。検査し、実証し、この線に沿った何らかの立場につかせるための、試験の時を意味します。これがヤコブの諸々の天幕の意味です。すなわち、彼らが通ったものはみな、荒野での学びのためだったのです――荒野は学校だったのです。


  シオンの諸々の門――都の門で何が起きているのでしょう？なんと、ここに長老たち、円熟した人々、議会が集まっています――あの知識を有する立場についています。この知識は経験を通して獲得されるものであり、彼らはこの知識を神の民のために役立てます。門は聖書では協議の場、有識者の会議の場です。裁判官たちが門の所に座します。知識人たちがそこにいて、共に協議し、神の民の権益を担って決定を下します。彼らは博学な人々であり、自分たちの博識、教育、訓練を役立てて、国民に対して実際に適用します。要点がおわかりでしょうか？


  たしかに、主は荒野の天幕にいた彼らを愛されました。これに疑いはありません。しかし、四十年の間、どれほど忍耐・我慢しなければならなかったことでしょう。ここの、都の門では、彼らの修練、訓練、教育の益が総結集して、外側に向かって他の人々の益のために転用されます。主はこれを愛されることがわかります。私たちが一生ずっと荒野でひたすら学び続けること、荒野を通り、試験・試みを受けて、理解するようになることを、主は望まれません……主が私たちに教えたことを他の人々のために転用する立場にあなたや私がつく時を、主は期待しておられます。これは彼にとって遥かに尊いことです。


  さて、あなたは荒野にいるでしょうか、それとも門にいるでしょうか？依然として外をさまよっていて、訓練と逆境によってゆっくりと学んでいる民でしょうか、それとも、門の所で責任を担っている人でしょうか？


  聖書を知っている人々は、もちろん、そうでない人々よりも、門と門での協議というこの問題に関してよくわかっています。しかし、私は他の人々のためにそれについてヒントを与えましょう。聖書では、門という概念は次のことを表します。すなわち、都の議会がそこで開かれて、民の益のために諸問題に決着をつけて裁いたのです。主はそのような民を望んでおられます。そのような民です！ご存じのように、これが使徒がコリント人たちに述べていること、パウロがコリント人たちに述べていること、コリント人たちに対する彼の言葉です。彼は彼らにこう言わなければなりませんでした、「さて、これを見てください。あなたたちの中には互いに問題を抱えていて、自分たちの問題をこの世の法廷に訴えている人々がいます。これは、これは円熟していないしるしです！これは、あなたたちがこの道をあまり進んでいないしるしです。今や、あなたたちは互いを裁くこと、自分自身の問題を裁くことができなければなりません！もしあなたたちが自分自身を裁くなら、主に裁かれることはありません。あなたたちはこれらの問題をこの世の知恵に委ねるのではなく、自分たちで決着をつける立場につかなければなりません」。わかるでしょうか？主が愛されるのはこのような円熟です。これが意味するところを私たちは、主が私たちを教え、訓練してこられた方法から知っています。行うべきこと、できてしかるべきことを私たちは知っています。それは助言を与えて他の人々を助けることです。


  諸々の天幕と諸々の門の違いがわかります。そして主は、たしかに、あなたが荒野にいるとき、あなたに対して大いに忍耐してくださいます、しかし、始終そうしてばかりいることを彼は望んでおられる、とは思わないでください。彼はその日を期待しておられます。その日は彼にとって遥かに大きな喜びの日になるでしょう。その日とは、あなたと私がシオンの門にいるようになる日のことです。「主はヤコブのすべての天幕にまさって、シオンの諸々の門を愛される」。


  次に、詩篇作者は先に進んで別の対比の組を示します。それはこう始まっています、「わたしはエジプト、バビロン、ペリシテ、ツロ、エチオピヤを挙げる」。全部ひっくるめたものと対比されています。個別にではなく、全部ひっくるめたものが、一つの言葉と、一つの名と対比されています。この世で最も偉大な諸々の名を一緒に一くくりにしたとしても、すべてを一緒にしたものよりも遥かに優る名があります。それはシオンです。わかるでしょうか？


  この対比：シオン


  エジプト云々といったこの様々なものが何を物語っているのか、延々と述べる必要はないと思います。ご存じのように、エジプトはこの世の勢力を象徴します。バビロンはこの世の驕りです。ペリシテはこの世の僭越さです。ツロはこの世の商業的栄華です。エチオピヤはこの世の人心の暗愚さです。これと反対のもの、対照的なもの、天の観点から見て価値あるものがシオンです。


  詩篇作者が言うには、ここにはエジプトで生まれたこと、エジプトに属することを誇る人々がいました。彼らはそこで生まれたこと、その国の特権を持っていることを誇りました。他の人々は、バビロンが自分の祖国、出身都市であることを誇りました。「ああ、素晴らしいバビロン！素晴らしいバビロン、私はバビロンに生まれた！」と誇る人もいれば、ペリシテに生まれたことを誇る人もいました。このようにさらに続きます、「ツロ、素晴らしいツロ……」。エゼキエルの預言書の三七章を読むと、人々がツロの何を誇ったのかがわかります。ツロは天にまでそびえ立ち、天に届くほど高くなりました。この世の商業界で栄えました。よろしい、あなたの驕り・高ぶりのかぎりを尽くして、それをすべて結集させなさい。それがあなたの相続財産です。それがあなたの相続財産です。それをすべて一緒にして、ありったけのものを結集させたとしましょう（それは決して少なくありません、少なくありません）。モーセはキリストのそしりをエジプトの財宝にまさる富と考えた、と御言葉は述べていますが、それはエジプトの財宝は嘲笑されるべきものだったという意味ではありません。キリストのそしりを遥かに上位に置いているにすぎません。というのは、エジプトの財宝は疑いなくとても膨大だったからです。


  全盛期のエジプトの栄光を少しでも知るなら、それは決して小さなものではないことがわかります。そしてバビロン等も、そこに生まれること、出身がそれらの場所であることは、決して小さなことではありません。しかし、それらに帰すべきものを帰して、それらの栄光と地位について正当に述べうるかぎりのことを述べ尽くしたとしても、なおそれを上回るものがあるのです。「シオンについては……と言われる」。この文章が「実に……」という言葉で始まっていることに注意してください。「しかし」という言葉で始まっていればよかったのにと思いますが、この「実に」という言葉はとても素晴らしい言葉です。それは強調的感嘆詞であり、「それらすべてにまさって、シオンについては『この者もあの者もここで生まれた』と言われる」ということをまさに意味します。シオンの市民、シオンの市民がエジプトを上回っているのです。


  モーセはシオンの真の霊的市民でした。決して文字どおり、文字どおり、シオンに行ったことはありませんでしたが、彼は霊的にシオンの真の市民でした。彼は四十年間、エジプトを重んじ、エジプトを統括し、エジプトの手段を用いました。四十年間、彼はエジプトの手段を用い、その後、慎重に計算してある結論に至りました。すなわち、これをすべて持つよりは、キリストのそしりを受けた方がいい、という結論です。注意してください、キリストの最終的栄光ではなく、キリストのそしりと述べられています。なんと、キリストとの合一の最低水準の方がエジプトとの合一の最高水準よりもまさっているとは！これは誇張ではないでしょうか？この言葉はまさにこれを意味します。この世がキリストの外側で与えられるいっさいのものにあずかるよりも、キリストと共に彼の苦難にあずかる方が、遥かに、遥かにまさっているのです。これがクリスチャンの証しです。これこそ真にそれが意味することです。ただし、あなたはキリストが行って提示してくださったものを正しく理解しなければなりません。それはすべてにまさっています。結局のところ、結局のところ、単純なクリスチャン、自分の主を真に知っている単純なクリスチャンは、この世のこれらの哀れな人々を悲しげに見つめて言います、「あなたたちはそれをすべて持っています。でも、お気の毒に。自分は素晴らしい時をすごしている、とあなたたちは思っています。でも、本当にかわいそうに。実際のところ、あなたたちはそれについて何も知らないのです」。これがその結論であり、それが意味するところです。シオンの市民はエジプトをはかりにかけ、バビロンをはかりにかけ、ペリシテ、ツロ、エチオピヤをはかりにかけてきましたが、もしキリストを失うならそれは損な取引であると書き記したのです。


  パウロはシオンの偉大な市民でした。彼は自分の先天的な相続財産をすべて見ました。彼の出自、彼の出自は、そうです、実にイスラエル人であり、へブル人の中のへブル人であり、ベニヤミン族の者であり、パリサイ人の中のパリサイ人……云々でした。彼はそれをみな正面から真剣に眺めて、他の人々がそれをどう思っているのか、また、自分自身どのようにそれをすべてとしていたのかを考えます。それは彼の命であり、彼の栄光であり、彼の大志であり、彼が関心を寄せる領域でした。しかしその後、彼はキリストを見いだしました。彼はこれらすべてを見て言います、「よろしい、キリストと比較して、私はそれをまさに塵芥と見なします……」。彼はそれらすべてに関して「塵芥」という言葉を使いました。しかし、比較対象を得ないかぎり、決してこの言葉は使えません！これは比較の問題です！キリストさえあれば他には何もいらない人々にとって、これはとても素晴らしいことです。もし自分がシオンの市民なら、それは貧弱なものにすぎません。結局のところ、どんなに代価が大きくても、それはささやかな価にすぎません。対照的です。そしてこれらの対比のただ中で詩篇作者はこう述べます、「ああ、神の都よ、栄光ある事があなたについて語られる……栄光ある事があなたについて語られる」。シオンの諸々の栄光について考えるには長い時間が必要でしょう。しかし、この文脈で述べられる二つのことがあります。


  自分の人生で実現したら何が最も栄光なことだと、あなたはお考えでしょうか？最終的に自分の人生の要約として言えること、実際に真に自分の人生の価値を表明・表示するものが、どんなことだったら最も栄光だとお考えでしょうか？まあ、それを述べる最善の方法は具体的にはわかりませんが、私の見解ではこう言えると思います。すなわち、神の御心を満足させることです。もし私の人生が神に喜ばれるものであり、神の喜びが私の人生の上にとどまって、「よくやった、よくやった、良い忠実な僕よ」と神に言ってもらえさえするなら、私はそれ以上何も望みません。それ以上のことがあるでしょうか？何を求めることができるでしょう？シオンは神を満足させるものであることがわかります。そして、これは最も栄光なことであり、筆舌に尽くせません。栄光なことです……栄光なことです。これは、この大会を通して述べてきたこと、すなわち、シオンが神の喜びのために神に応えるとき、それが神にとってどんな意味を持つのかを、裏付けるものにほかなりません。


  彼はシオンの石や城壁を喜ばれます。確かに、彼はシオンを尊いもの、ご自身にとって尊いものと呼ばれます。「信じるあなたたちには尊いものです」。これは神にとってのシオンの尊さです。こう述べてもらうのは栄光ある事ではないでしょうか？親愛なる友よ、あなたたちはシオンに来ているのです。ここに、御父を全く決定的かつ徹底的に喜ばせた主イエスがおられます。彼の人生のゆえに、彼の御業のゆえに、御父は大いに喜んで、「わたしの喜ぶわたしの愛する者」と言われます。神があなたや私にこう言ってくださるなら、私たちはどう感じるでしょう？喜びのあまり一年中眠れないでしょう！「愛する者にあって私たちを受け入れてくださいました」――「あなたたちはシオンに来ているのです」。完全に神によしと認められている方にあって、私たちは受け入れられています！ああ、これを信じること、これを受け入れること、これを理解することは、私たちにとってなんと困難なことでしょう。しかしそれでも、これは避け所であって、あの訴える者によって悩まされ、つきまとわれる時、常に逃げ込むべき所なのです。あの訴える者は、私たちの罪深さや失敗を私たちに思い出させようとしますし、良心の咎めという鞭で絶えず私たちを打とうとします。


  私たちの避け所は何でしょう？キリストの中に逃げ込んで言いなさい、「彼にあって神は私の罪をすべて覆ってくださいます……キリスト・イエスにある者たちが罪に定められることはありません」。敵の手から鞭を奪い取って、それで敵を打ちなさい。信仰によって義と認められ、信仰を通して正しいとされ、愛されている方にあって受け入れられました。愛されている方にあってです。それで、この言葉が繰り返し現れます――神に愛されている者、神に愛されている者、神に愛されている者、あなたや私のような惨めな被造物に対してこう述べられているのです。「あなたたちはシオンに来ているのです……栄光ある事が、栄光ある事があなたについて語られる」。


  そして次に――


  シオンの展望


  すでに述べたように、シオンはたんなる場所や物ではなく、人々、神の御子との合一の中にある民です。シオンの展望、この民の展望はどのようなものでしょう？ああ、来るべき代々の時代における教会について述べられていることを、もう一度よく考えてみてください。来るべき代々の時代における教会、なんという所でしょう！なんという使命でしょう！代々の時代に至るのです。また、その最後を飾る言葉として、「今……今、教会の中で、キリスト・イエスによって、彼に栄光が代々の時代に至るまでかぎりなくありますように」と述べられています。「教会」というこの言葉はシオンの同義語にほかなりません。「栄光ある事があなたについて語られる……」。神はこの栄光を用意し、与え、来るべき代々の時代のためにご自身の教会をそれに召されましたが、これについて考える時間はありません。それは素晴らしい事です。


  親愛なる友よ、もしキリストの外側にいるなら、あなたは何かを失っています。何かを失っています。確かに、すべてを失っています。あなたが今得ているものは何であれ、あなたはそれをすべて失って、何も残らないでしょう。しかし、栄光ある事が神の民シオンについて語られます。地上で何も持っていなくても、私たちはすべてにまさるものを得ています。「主が諸々の民を記録される時、『この者はシオンで生まれた』と数えられる」。これにより直ちに次のような問いが生じます、「あなたはシオンで生まれたでしょうか？上から再び生まれたでしょうか？神の霊によって新たに生まれたでしょうか？小羊の命の書に名を登録されたでしょうか？天に登録されているでしょうか？新生の証拠を示せるでしょうか？この天の祖国の証明書があなたの心の中に、あなたの生活の中にあるでしょうか？どうでしょうか？」


  絶対的な保証があります。あなたはご存じです。それを、それをあなたはご存じです。あなたは私たちの主イエス・キリストを通して神との平和を得ています。天との戦いの中にはなく、天との幸いな関係にあります。平和を得ています。これらが新生の証拠です。他にも多くのことがあります。あなたはこれについてご存じでしょうか？私が述べていることをご存じでしょうか？あなたたちの大半はご存じであることを、私は承知しています。しかし、そうでない人がいるかもしれません。あなたに言わせてください。主イエスは、この世界におられた時、皆に向かって、「あなたは再び生まれなければならない」と言われましたが、それは、「あなたは再び生まれることができる」という意味だったのです――そうしなければならない以上、そうできるのです――あなたは再び生まれることができます。


  最後の言葉、「主が諸々の民を記録される時、『この者はそこで生まれた』と数えられる。セラ……」について考えてみてください。これについて考えてみてください！「歌う者も踊る者も共に言う、『私の泉はすべて、あなたの中にある』」。シオンの市民には利用できる諸々の資源があります。それらについて他の人々は何も知りません。シオンの市民には、自分たちを支えてくれる目に見えない諸々の手段があります。自分たちを支えてくれる目に見える手段が何もないと言っている人々がいますが、大丈夫です！もしあなたがシオンの市民なら、そのような境遇にあることは栄光なことです――支えてくれる目に見える手段は何もありませんが、支えてくれる目に見えない手段はたくさんあって、同じように現実なのです。主イエスはこれに基づいて生活されました。荒野にサタンがやって来て、「これらの石に、パンになれ、と命じなさい」と言いましたが、主にはパンがありました――サタンの知らないパンです。弟子たちはスカルの井戸で彼の所にやって来て、「主よ、召し上がってください……」と言いましたが――主は「わたしにはあなたたちの知らない食物があります」と言われました。そうです、霊的資源です。そして、これらの資源はシオンの民のためのものです。「私の泉はすべて、あなたの中にある……」。私たちはこれについて知っています。自分の命のために、自分の生活のために、主に頼ることがどういうことか、そしてそれ以上に、このような豊かさから汲み出すことがどういうことか、私たちは知っています。半ば飢餓状態でうろつくようなことはありません。十分にあるのです！神はほむべきかな、あなたたちが何人来たとしても、私たちはあなたたちに与えるものを持っています。そうではないでしょうか？そのような立場にあるのは素晴らしいことです。飢えている人々よ、来なさい。列に並びなさい。私たちにはまだ与えるものがあります。確かに、これこそ常にシオンの市民の証しではないでしょうか。


  私たちに不足しているものは何もありません。ふんだんに持っています。常に他の人々のための余裕があります。私たちは豊かに持っています。私たちは裕福な民です。「私の泉はすべて、あなたの中にある」。これが証しです。しかし、これが差し出されているものであることがわかります。これはそうでなければなりません。「あなたたちはシオンに来ているのです」。これが示されています。これはみな信仰に対して示されています。どうか主が私たちに新しい心を与えて、シオンの子らのこの相続財産を握らせてくださいますように。


  



  第六章 シオンの論争


  この大会の時、へブル人への手紙十二章二二節の「あなたたちはシオンに来ているのです」というささやかな句の今日的意義に集中してきました。


  聖書の他の一つか二つの節を見ていただきたいと思います。一つ目は、イザヤの預言の三四章八節です。「それはエホバの報復の日、シオンの論争のために報いる年だからである」。三一章四節「主が私にこう語られたからである、『獅子、あるいは若獅子が、獲物に向かってほえる時、多くの牧者たちが呼び集められてこれに向かっても、彼らの声に驚かず、彼らの騒ぎに恐れることはない。そのように、万軍の主は下って来て、シオンの山とその丘の上で戦う』」。


  エレミヤの預言の二五章三一節「騒ぎは地の果てにまで至る。主が諸国民と論争するからである。彼はすべての肉なる者を裁き、悪しき者たちを剣に渡すからであると、主は言われる」。詩篇第二篇「なぜ諸国民は騒ぎ立ち、諸々の民はむなしいことをたくらむのか？地の王たちは立ち構え、支配者たちは共に謀り、主に逆らい、また主の油塗られた方に逆らって言う、『われわれは彼らのかせを壊し、彼らの綱をわれわれから投げ捨てよう』。天に座す方は笑い、主は彼らをあざけられる。そして、彼は怒りをもって彼らに語り、燃える激怒をもって彼らを恐れ惑わせて言われる、『しかし、わたしはわたしの王を、わたしの聖なる山シオンに立てた』と。わたしは布告を述べよう。主はわたしに言われた、『あなたはわたしの子。今日、わたしはあなたを生んだ。わたしに求めよ。わたしは諸国民をあなたの嗣業として与え、地の果てまであなたの所有として与える。あなたは鉄の杖で彼らを砕き、陶器師の器のように彼らを粉々に砕く』」。


  今朝、「シオンの論争」というこのささやかな句の意味に専念することにします。


  シオンの論争


  御言葉からご存じのように、シオンとエルサレムは同義語であることがしばしばです。違いがあるとしたら、それはまさにこういうことです。すなわち、エルサレムが表現・包含すべきいっさいのものの内在的意義を、シオンは意味するのです。私たちはこの違いを理解して、心に留めておかなければなりません。なぜなら、シオンに来る時、私たちは高嶺に来ているからです。その高嶺とは、エルサレムが象徴するいっさいのものの究極的意義です。


  エルサレムと言えば、歴史から、聖書からわかるように、常に時代の嵐の中心でしたし、依然としてそうです。一つのささやかな句が旧約聖書の中でエルサレムについて使われています。それは「すべての諸国民をよろめかす杯」であり、エルサレムはこれになります。よろめかす杯です。この句の背景には一枚の絵図があります。それが実際に示しているのは一つの入口であり、その入口の上に一つの満ちた杯があります。そして、この入口の所に来てこの杯を飲む者は、ふらつき、よろめきます。そして、混乱に陥ります。このような絵図的方法で、エルサレムは諸国民に対してそのようなものである、と述べられています。


  エルサレムに立ち向かう諸国民は、まさにその入口の所で自分たちが何かに遭遇したことに気づきます。その何かにより、彼らは混乱に陥り、計算は完全に狂います。それは諸国民をよろめかす杯です。諸国民に対して、確かに、エルサレムはそのようなものでしたし、依然としてそうです。文字どおりそうです。エルサレムを弄ぶことはできないこと、エルサレムを対処することはできないことを、彼らは見いだします。エルサレムに対して好きなようにするなら――エルサレム以上のものに出会うのです。


  諸国民に対してだけでなく、イスラエル自身にとっても、エルサレムは常に決定的地点でした。イスラエルの霊的状態を示すある種のしるし、指標、目印だったのです。エルサレムが優勢だったとき、それは民の霊的生活が優勢だったからでした。エルサレムが優勢ではなかったとき、それはイスラエルの霊的生活――その状態――を表していました。エルサレムは常に霊の命を示していました。そしてエルサレムの安全と平和は常に、神の民の霊的状態と結びついていました。ですから、それは常に、諸国民にとっても、イスラエルにとっても、論争の的、霊的論争の的だったのです。


  これらのことが真実であり（歴史にもそう刻まれています）地上・現世のエルサレムと神の民に関して真実である以上、これはなおさら次のもの――結局のところ、地上のものはその絵図にすぎません――に関しても真実です。すなわち、パウロが「上なるエルサレム」と称しているもの、そして、へブル人への手紙のこの著者――それが誰であれ――が「あなたたちはシオンに来ているのです」と述べた時に言及したものに関しても事実なのです。この高度な最高のシオンを巡るこの論争に、今朝、私たちは注目しなければなりません。なぜなら、疑いなく、これ――霊的・天的シオンが意味するもの――は、地的シオンを巡って荒れ狂ってきた論争よりも、いっそう大きな論争の的になっているからです。


  これこそまさに、パウロ自身がエペソ人への手紙で言及したことです。そこで彼は、主権者たち、権力者たち、この暗闇の世の支配者たち、天上にいる邪悪な霊の軍勢との、私たちの戦いについて述べています。教会、キリストのからだを示した後に続けて、これを述べています。そして、これは次のことの言い換えにほかなりません。すなわち、これを巡って天で途方もない論争がなされているのであり――これは宇宙的動乱、暴動、騒乱の原因なのです。これと直接じかに関係していて、熾烈な性格を帯びている、目に見えない領域で起きている何かの原因なのです。それは教会、上なるエルサレム、神のシオンです。この同じものにペテロは言及し、イザヤ書から引用して言いました、「聖書にこう書かれています。『見よ、わたしはシオンに、選ばれた尊い隅のかしら石、つまずきの石、妨げの岩を据える』」。これは直ちに論争を生じさせるものです。状況を戦いと紛争の領域の中に放り込むものです。


  また、まさにこれにヨハネは黙示録の中で言及しています。彼は大きな艱難から出て来た大群衆を見ました。彼らは自分の衣を小羊の血で洗って白くした人々であり、悪の全勢力に勝利した群衆でした。次に彼は言います、「私は見た、見よ、シオンの山の上に小羊を」。シオン山上の小羊――これこそ、これこそ、この途方もない戦い、シオンと称されているものを巡る戦いを引き起こすものです。確かに、現世の地的・歴史的エルサレム――何ならシオンと呼んでもかまいません――と同じように、それは時のしるしです。霊的事柄ではそうなのです。


  時のしるし


  私は預言に取りかかるつもりはありません。ですが、エルサレム、地上のエルサレムは常に時のしるしだったこと、そして依然としてそうであることは、明確に理解されていると思います。私たちは、「エルサレムを見なさい、そうすれば一日の何時かわかります。エルサレムを見なさい、そうすれば自分が経綸のどこにいるのかがわかります」と、ほとんど当たり前のように言うようになりました。時のしるしです。なぜでしょう？神はこの世界の中で連携して行動しておられるからです。見なさい、そうすれば諸国民の動き、政治の動きがわかります。全世界で物事が形成され、形造られ、動いているのがわかります。神は世界中で連携して動き、行動しておられます。地上の歴史の中でエルサレムに関連して行動しておられます。これはとても意義深いです。世界に関するかぎり、諸国民に関するかぎり、時のしるしです。神は動いておられます。


  親愛なる友よ、私たちはしっかりと把握しなければなりません。すべてがるつぼの中にあるように思われる時、すべてが騒動と暴動と騒乱の中にあるように思われる時、私たちは思い出さなければなりません。神はクリスチャンの神であるだけでなく、天と地のすべての被造物の主であることを。そして、すべての諸国民は彼にとってバケツの中の一滴のようなものであることを。彼らは御手の中にあります。彼が歴史の流れ、諸国民の動きを操っておられます。そして、これらの出来事はみな、たんなる野蛮で、不法で、たけり狂う、この世の出来事ではありません。それらはみな、そのどれもが、天から支配されており、互いに関連しあっているのです。今このとき天の統治下にない政治的動きは何もありません。それらは互いに関連しあっており、何かと関係しているのです。諸国民はみな、主にとってそのようなものです。それはみな神の目的、神の関心を示しています。それは時のしるしであり、霊的状態のしるしです。なぜなら、神はそのような時系列的方法で行動したり、計画や時刻表に沿って冷たい機械的方法で働いているのではなく、ある霊的基礎の上で動いておられるからです。そして、それはみな霊的状態と関係しており、霊的状態はみなそれと関係しています。


  さて、こう述べておいて、次の点に移ることにします。すなわち、神の御言葉が明らかにしているように（一時的なものと霊的なものとの区別に時間を費やすことはしません）神の御言葉が明らかにしているように、シオンは、この世界、この現在の世界体制の歴史の中で、最大最後の戦いの原因となります。シオン（何ならエルサレムと呼んでもかまいません）は、この世界の諸々の時代にわたる最後の究極的戦いの舞台・原因となります。シオンの上にすべてが焦点付けられます。


  さて、この問題について、私たちの側の話をすることにしましょう。


  シオンは何を象徴するのか？


  この大会で何度も述べてきましたが、再び述べることにしましょう。シオン（地上のシオン、文字どおりのシオン、物質的シオン、一時的なシオン）は、結局のところ、結局のところ、せいぜい象徴であり、霊的な事柄を表すものにすぎません。こうした霊的な事柄を物質的な事柄の中に察知することができます。なぜなら、神の物質的事柄は、神の霊的事柄の要素を常に内包しているからです。ですから、シオンが象徴しているのは、キリストに対する完全に天的・霊的な証しです。キリストのパースンの意義とその御業の価値に対する証し、そして最後に、神が定められた彼の運命に対する証しです。さて、これは重大な声明です。これを噛み砕いて理解できれば、地上のシオン、エルサレムの歴史全体を把握して、それが何を意味するのかを理解できるでしょう。これは地上のイスラエルについて言えます。というのは、シオンが神が意図されたとおりのものである時、王と統治とその基礎――それは常に祭壇と聖所です――に関する神の御心が、天的・霊的に完全に表現・具現化されるからです。諸々の要素が揃います。それらをあまり詳しく追いかけるつもりはありません。すでに手一杯です。しかし、その霊的意義を、私たちが来ているこのシオンに当てはめることにしましょう。


  では、私たちにとってシオンとは何でしょう？私たちがそれに来ているこのシオン、上なるこのエルサレム、のみならず、私たちが市民であるこのエルサレム、神のエルサレムである神の民自身から離れては存在しないこのエルサレムとは、何なのでしょう？それはこれです。すなわち、神の宇宙におけるキリストのパースンの意義の、完全で、天的な、霊的表示・具体化・表現です。彼の御業の十分な天的価値です。これは、もちろん、彼の十字架による贖いの御業を意味します。そして、彼が占めるよう神が永遠に定められた地位の完全な表明を意味します。これがシオンの証しです。もしこれが真実であるなら、これは決して小さなことではありません。以下の三つのいずれも、一生あるいはそれ以上の間、クリスチャンを占有することができるからです。


  神の宇宙におけるキリストのパースンの意義……あなたはその広さを測れるでしょうか？その深さを測れるでしょうか？余さず述べられるでしょうか？


  十字架による彼の御業の価値……あなたはその広さを測ったことがあるでしょうか？


  永遠に運命づけられ、予定されていた、神の宇宙で彼が占めるべき地位……あなたはそれを理解できるでしょうか？


  この三つをまとめると、シオンの証しになります。論争が起きるのも不思議ではありません。この論争がこれほど大きいのも不思議ではありません。驚くにはあたらないのではないでしょうか？これは決して小さな戦役、小さな戦闘、小さな戦いではありません。


  しかし、先に進むことにしましょう。この戦い・論争には三つの面があります。一つ目は、諸国民に関して。二つ目は、クリスチャンの職務の領域に関して。そして三つ目は、シオンの証しの務めに関してです。これらについてもっと詳しく見ることにしましょう。この論争は、第一に、諸国民と関係しています。


  諸国民


  これについてはすでに一般論を述べましたが、もっと詳しく見ることにします。というのは、私は御言葉に従っているからです。御言葉の章節をすべて引用するつもりはありませんが、私は御言葉から逸れていません。国内・国際情勢における動乱・激変・紛争・不安・失敗は、すべてこのシオンの証しと関係しています。これは途方もないことを表しています。


  これらはみな、言い換えると、神のキリストの嗣業と関係しています。諸国民が関係しています。「わたしに求めよ。わたしは諸国民をあなたの嗣業として与え、地の果てまであなたの所有として与える」。これは次の御言葉の続きです、「わたしはわたしの王を、わたしの聖なる山に立てた」。ですから、諸国民の中で、彼らの間で、彼らの内で起きていることはみな、神のキリストと、もちろん、彼と共にある聖徒たちとに関する、シオンの証しというこの問題全体と結び付いています。


  聖書の中に、この類のことに関する非常に印象的で強力な絵図や事例があります。私たちはみな、エジプトにおけるパロとの、エジプトとの、エジプト人の神々との論争についてよく知っています。それはなんと凄まじい論争だったことでしょう！なんと長引き、なんと徹底的だったことでしょう！勢いと力を増しつつ絶えず展開し、ますます深まっていき、反対を論破し尽くしました。なんという戦いでしょう。宇宙のすべての領域が巻き込まれました。自然現象、太陽、天、暗黒、暗闇――自然全体が動乱の中にありました。すべてがエジプトとの、そしてパロとのこの論争の中に集められました。これはみな何に関するものだったのでしょう？神がその国の中に持っていた何か、神に属していた何か、神の主権の下にあった何かを、神は選んで、地上におけるご自身の証しの器とされたのです。それで、この国、この強大なエジプト王国は動乱の中に投げ込まれ、自然界もすべて動乱の中に投げ込まれました。その国の中心にあったこの一つの事のためにです。


  バビロン……たしかに、この民は主の期待を裏切って、バビロンに送られました。しかし、主はご自身の証しを見捨てず、諦めず、放棄されませんでした。どうしてでしょう……何と書いてあるでしょう？イザヤ四三章十四節を見ましょう、「主、あなたたちの贖い主はこう言われる……」。バビロンでも「あなたたちの贖い主」なのです。「イスラエルの聖なる方はこう言われる、『あなたたちのためにわたしは人をバビロンに遣わした。あなたたちのためにわたしは人をバビロンに遣わした。わたしは彼らをみな亡命者として突き落とし、船の中で歓喜しているカルデア人さえも突き落とす。わたしは主、あなたたちの聖なる者、イスラエルの創造者、あなたたちの王である』」。「わたしは人をバビロンに遣わし、彼らをみな突き落とす」。欄外では「貴人たち」となっています。「わたしは彼らをみな亡命者として突き落とす……あなたたちのために」。バビロンで何が起きたかご存じでしょうか？バビロンで起きたことは素晴らしい物語ではないでしょうか？それはたんなる世界帝国の興亡劇のように見えます。一つの帝国に別の帝国が続きます。しかし、ああ、違います。神は、「わたしがそれをすべて引き起こしたのである」と言われます。これは素晴らしい物語ですが、それについて調べる時間は取れません。バビロン帝国の打倒、クロスの進撃、門への接近の物語です――彼らはみな中にいて、酒宴で無防備でした。その晩、ベルシャザルは殺されました。門は閉ざされておらず、彼らは無防備でした。そして、次の帝国が始まりました。主はこれを次のように描写して言われます、「あなたたちのためにわたしは人をバビロンに遣わした」。このように、諸々の帝国が打ち倒されます――バビロン帝国は世界史の中で最も偉大な帝国の一つです――諸々の帝国が打ち倒されます……なぜでしょう？何のためでしょう？そのただ中にいる一つの民のためです。これはみな、これはみな、神が諸国民の中に置かれたものを焦点としています。


  この論争は諸国民とのものであり、ある目的についてです。その目的とはシオンです。シオンです！そして、親愛なる友よ、これが歴史的・地的なものに言える以上、なおさら、霊的・天的なものにも言えます。神はあるものを諸国民の中に置かれました。そして、彼は御名のために一つの民を諸国民の中から取り出そうとしておられる、と私たちは告げられています。彼は諸国民の中に、御名のために一つの民を持っておられます。そして、諸国民の中で起きている出来事は、たとえ私たちには感知・追跡・定義できなくても、関連した形で起きているのです。


  エジプトがそうしたように、諸国民はユダヤ人を吐き出し、喜んで排除するでしょう。諸国民はそうするでしょう。この地上にいる神の真の民はこの世をうんざりさせるので、この世は彼らを排除することを望むでしょう。そして、神の主権により、まさにこの敵意と憎悪と反発の姿勢は、ご自身の民を確保する彼ご自身の方法となります。彼は諸国民の中で働いておられます。この「あなたたちのために……」を理解することは途方もないことです。要点は、諸国民が昔のイスラエルに関して対処されつつあるように（あるいは、対処されてきたように）、この世は畑の中にあるこの教会に関して対処されているところである、ということです。


  マタイ二四章に注目してください。時代の終わりのしるしがいくつか与えられています。戦争、戦争のうわさです。さて、ある人々のようにあなたは言うかもしれません、「まあ、これまで常に戦争がありましたし、これからも常に戦争があるでしょう。マタイ二四章に記されている戦争と他の戦争との間にどんな違いがあるのでしょう？」。まず初めに、あなたは近年の戦争の数を数えたことがあるでしょうか？この世界の歴史の昔のどの時代にもまして、近年、多くの戦争があります。熱戦であれ冷戦であれ、決して戦争はなくなりません。決して戦争はなくなりません。これらのしるしについて熟考するつもりはありませんが、これらのしるしや天のしるしが現存しています。しかし、ここに何と述べられているでしょう？主イエスは、「これらは産みの苦しみの始まりである」と言われました。理解されたでしょうか？「産みの苦しみの始まり」なのです。この問題に関して私たちはかなりの道のりを進んでいると思います。始まりを過ぎています。とにかく、産みの苦しみということは……何かが産まれるのです！主はこの状況全体――諸国民の中のこの混乱、この騒動、この不安――をこのようにご覧になりました。この言葉はこの状況にまさにうってつけであることがわかります。


  「諸国民の悩み」と述べた時、彼はあるギリシャ語を使われました。その言葉は、出口のない状況にある貿易や商売の絵図を示す言葉です。追い詰められています。商売的に追い詰められています。このギリシャ語は商売を意味します。商取引がありません、商取引がありません、出口なしです。これが「悩み」と訳されている言葉です。しかし次に主は言われます、「出口のないこのような諸国民の状況をあなたたちが見る時、その時……」。ああ、これはそうではないでしょうか？出口なしです！彼らは絶えず出口を探そうとしているのではないでしょうか？出口を、絶えず出口を、この矛盾、この窮状、この状況からの出口を、探していますが、見つけられません！彼らの急場しのぎ、政策、外交術を総動員しても、見つけられません。彼らは絶えず妥協しなければなりません。しかし、妥協しても出口は開かれません。出口なしです。


  次に主は言われます、「これらのことを見たなら（中略）あなたたちの頭を上げなさい。あなたたちの脱出の時が来るからです」。あなたたちの脱出の時――私たちは出口を知っているのです！しかし、これはついでの話です。これはみな次のことを強調するためです。すなわち、これは陣痛の始まり、産みの苦しみの始まりであり、何かが出てこようとしているのです。脱出しようとしているのです。諸国民の中に閉じ込められていたものが出てこようとしています。教会は脱出路を持つ唯一の団体です。教会は脱出しなければなりません。たしかに、動乱……陣痛と御言葉は述べています。しかし、これはパウロがローマ人への手紙八章十九～二二節で述べていることとよく一致しているのではないでしょうか、「全被造物は今に至るまで、共にうめき、産みの苦しみをしていることを、私たちは知っています（中略）神の子らの出現を待ち望んでいます」。確かに、被造物は産みの苦しみをしており、うめいています。私たちにはそれが聞こえます。私たちの霊の耳には聞こえます。


  さて、先に進みましょう。諸国民の中に一つの証しがなければなりません。その証しは、それに基づいて神が働けるものであり、諸国民に対する神の裁きを正当化するものであり、世界と諸国民に対する神の統治に意義を与えるものです。一つの証しが諸国民の中になければなりません。神が諸国民の間でねたむほどに慕う証しです。私たちはこの文脈で預言者の言葉をよく引用してきました、「わたしは大いなるねたみをもってイスラエルのためにねたみ、大いなる怒りをもってねたむ」。そして、これが諸々の預言でこれとつながっていることがわかります。主は諸国民と論争されます。あるもののためにねたまれます。そのあるものとは、彼にとってとても尊いものであり、とても重要なものです。主はそのような証しを得なければなりません。そして、彼がそれを獲得される時、彼の主権がそれに関してあらゆる方法で働き始めます。彼は長期間にわたって忍耐強く働かれるかもしれませんが、「彼の挽き臼は、ゆっくり回っている間は、とても細かく挽いている。忍耐が必要かもしれないが、彼は待ち続け、的確にすべてを臼で挽かれる」。これはみな、地上にある彼のものと関係しています。


  何かがあります。この地上に、この世界に、不穏な要素である何かがあります。不穏な要素です。それは炎上を引き起こします。クリスチャン、真のクリスチャンが行く所ではどこでも、これが起きることがわかります。適切な証しを得ると、炎上、戦いが引き起こされるのを目にします。何かが起きるのを目にします。そこには何かがあります。問題を起こそうと努める必要はありません。問題を生じさせるために何もする必要はありません。自然に生じます。あなたは神の地上で最も柔和で、最も温和で、最も静かな人かもしれません。しかし、もしキリストがあなたの中に生きておられるなら、あるいはそのような群れなら、あなたの存在自体によって何かが引き起こされることに、あなたは気づきます。その出来事は次のような方向に向かいます、「私たちはこれを排除しなければなりません！それは私たちとは異質であり、私たちに属しておらず、私たちの組織に属するものではありません。私たちの組織からこれを排除しなければなりません」。これがこの世の姿勢です。これが悪魔とその王国の姿勢です。この地上に挑発的な何かがあります。不穏な何かがあります。多くのものがありますが、諸国民に対するシオンの関係について私たちに述べられるのはこれだけです。神がこの世界で適切な証しを持たれることの意義について、あなたは私が述べた以上にわかっておられると思います。これはなんと途方もないことでしょう！


  急いで次の点に移らなければなりません。クリスチャンの専門職の領域に関する、シオンと、シオンの証しです。


  クリスチャンの専門職と伝統の領域


  クリスチャンの名の下で、あるいはキリストの名の下で、天然の魂が王国を持っている領域についてです。言うのも恐ろしいことですが、次のことは大いに真実です。すなわち、クリスチャンの肩書を帯びているのに、結局のところ、人の魂の王国にすぎないものがあるのです。天然の命にすぎないものがあるのです。（悲しみをもって言いますが）クリスチャンの専門職の領域においても、この世にあるものに原則として相当するものが、すべて見いだされるのではないでしょうか。この世の商業や社交の中に働いているのと同じ要素がすべて働いています。


  「嫉妬、敵対心、野心、個人的関心はどこから来るのでしょう」？いわゆる「クリスチャン」の領域の中に、それが広まって猛威を振るっているのがわかります。それらは神から来たものではありません。神の霊から来たものではありません。天から来たものではありません。それでも、そこに存在しているのです！そうです、繰り返しましょう。キリスト教の中に、クリスチャンの働きの中に、クリスチャンの関心の中に、敵対心があるのです。嫉妬……クリスチャンの事柄に対する嫉妬があるのです。人々に地位、名声、影響力を持たせようとする、個人的野心があるのです。それらに触れるなら、あなたは何かに遭遇します。反発に遭います。キリスト教は多くの利己的・個人的・天然的野心の領域です。人々はキリスト教の領域の中で、栄達のために、自分自身の天然的願望を満足させるために、自己をひけらかしています。言うのは悲しいですが、これは事実です。私たちはこれをよく知っています……この有様です。これがクリスチャンの専門職に関するあの領域の一つの面です。火の炎のような両目はそれを見抜いています。それを見抜いています。それをすべて知っています。


  もう一つの面は、それは知識なき熱心さの領域であるということです。そして、これは恐ろしい領域です。ご存じのように、恐ろしいことです。熱心なのですが、知識にしたがっていません――ある種の幽冥界のようであり、人々が木々のように歩いているように見えます……つまり、霊的にはっきりと理解できないのです。魂的キリスト教と霊的キリスト教を区別する力、能力、機能がないのです。すべてがごちゃ混ぜで混乱しています。


  最初に述べましたが、述べたことのいくつかを理解しないだろう人も、あなたたちの中にいるでしょう。おそらく、これはそれらの一つです。しかし、これはきわめて、最も惨めなことです。物事がごちゃ混ぜになっています。あまりにもごちゃ混ぜなので、人の魂とその野心・活動・熱気と、真に純粋に神の霊に属するものとの間に、細い線を引くことすらできません。それゆえ、多くの、多くの無邪気な人々が、見せかけのものに心を奪われています。それはとても良く、とても正しいものである、と思っているのです！すべてがぼんやりしています。混乱していて、ごく限られた啓示しかありません。


  これがパウロがユダヤ主義について取り扱わなければならなかった点でした。ユダヤ主義とは旧契約と新契約、古い立場と新しい立場の混同であり、それらを混ぜ合わせてユダヤ教的キリスト教を築こうとするものでした――それから一つのものを築こうとするものでした。一つのものをユダヤ教とキリスト教から築き上げて、何の隔たりも違いもありません――ユダヤ教的キリスト教とキリスト教的ユダヤ教です。パウロはこれに反対しました。だめです、この二つは全く別の領域・王国に属しています。一方は魂の領域に属し、他方は御霊の領域に属しています。この両者を隔てて、切り分けなければなりません。区別しなければなりません。しかし、クリスチャンの専門職と伝統の領域には、そのような区別をする余地はありません。すべてごちゃまぜになっています。キリストの比喩を使うと、「人々が木のように歩いています」――見ているものが何なのかはっきりさせる力がありません。見ているものはこう思われるのですが、それでも完全にはっきりしているわけではありません。混乱した状況にあります。


  真理であると信じられている多くのもののために戦いがなされていますが、それは、結局のところ、真理の律法的解釈にすぎません。真理の意義を把握することに関して、多くの失敗があります。多くの失敗があります。到底無理です。ご存じのように、親愛なる友よ、御言葉が述べている真理と、その叙述についての神の意味との間には、大きな違いがあります。もしこの二つを区別できなければ、絶えず混乱することがわかります。これがまさに地上で起きていることです。ここにこの手紙がありますが、それによって神は何を言わんとしておられるのでしょう？もし判別できなければ、あなたは無数の異なる反対の事を支持するために、この手紙を取り上げるおそれがあります！聖書のどこかの箇所を取り上げて、同じ聖書に基づく別の事とは全く反する事を支持するために用いるおそれがあります。御言葉の真理へ導いてもらうには、聖霊の解き明かし、照らし、証し、統治が必要です。しかし、クリスチャンの専門職の領域には、そのような余地や能力はありません。


  さて、神はそのようなものと論争しなければなりません。ご自身の真の証しのために、彼はユダヤ教と論争したように、いわゆるキリスト教とも必ず論争しなければなりません。彼はきっとそうされるでしょう。そして、他のどの領域にもまして、その領域で状況は激化するでしょう。これについてこれ以上述べることはできませんが、これは主が実際に大いに、大いに関心を寄せておられる問題です。シオンは（それが表している他の何ものにもまして）天の透明な光を表しています。シオンの光です。「あなたの光が臨み、主の栄光があなたの上に昇る」――これは絶対的透明さです。これは問題に対する明確な洞察力、明確な識別力です。これが、パウロが別の事柄、異なる事柄について述べた時に言わんとしたことです。異なる事柄です……ご存じのように、彼が述べたのは、間違っているか正しいかについてではなく、次善か最善かについてでした。次善か最善かについてです。シオンは最善のものを表しています。そして神は、ご自身の完全な究極的証しより劣る何ものにも満足されません。


  さて、今朝の最後の点に移らなければなりません。この論争の三番目の適用・領域はシオンの務めについてです。


  シオンの務めに関して


  もちろん、これには一つか二つの点が含まれます。すなわち、諸国民との戦いと、伝統や形式的キリスト教との戦いです。しかし、シオンの務めの問題になると、これは遥かに内面的なことになります……確かに、遥かに内面的なことになります。


  この論争はあることにかかっています。親愛なる友よ、それを私たちは理解するよう努めなければなりません。それは、理解力を持つことについて私が最初に述べたことと、特に関係しています。シオンの務め、シオンの務めは、大きな論争の的であることがわかります。シオンの務めを巡って激しい戦いがなされています。おそらく、他のどの戦いよりも激しいでしょう。この務めの問題はすべて、神の全き御旨と関係しています。なんという戦い、なんという戦いでしょう！パウロはこれについて幾らか知っていました。なんと彼は信者たちに繰り返し、「言葉が与えられて、口を開いて奥義を告げられるように、また、奥義を語る扉が開かれるように、私のために熱心に祈ってください」と懇願したことでしょう。これはメッセージを書き上げて、気軽に出て行き、それを与え始める、といったことではありません。そのメッセージがもし適切にできているなら、それにはきわめて恐るべき戦いが伴うのです。


  この務めは、それがシオンの真の務めである場合、第一に次のことにかかっており、次のことによって建て上げられます。


  すなわち、そのための器を捕らえる主権的行為です。


  そのための器を捕らえる主権的行為。もちろん、これは歴史上のシオンに大いに言えるのではないでしょうか？神は主権をもってシオンを選ばれました。これは聖書の中で宣言されており、大いに明確にされています。シオンを選んだのは神の主権的行動でした。しかし、シオンは器、象徴的器です。シオンのための（つまり、シオンの務めのための）器です。キリストと、彼の御業と、神の宇宙における彼の地位の全き意義のためです。この務めのための器を、神は主権をもって捕らえられます。神は興されます。


  「主権をもって」と言う時、これは神に属する、ということ以外の意味ではありません。主以外の何ものによっても説明できません。それに触れるとき、主に出会います。その間にいるとき、主に出会います。どういうわけか、主がこれのために、その存在のために、責任を負っておられます。それが団体であれ個人であれ、それは神によって主権をもって興されたものです。何ものもこれを行えません、選択してこれを行うことはできません。務めのこの問題では、あなたに選択肢はありません。これに志願することはできません。この中にぶらりと入ることはできません。これを手がけることはできません。この務めを引き受けることはできません。ああ、これはこのようにふるいにかけて区別するものなのです。多くの人がこれを好みます。この思想を好みます。そして、これらの思想を広めようとします。これを引き受けようとします。そして、それを自分たちのものにしようとします。しかし、そうはいきません！混乱に陥るか、他の人々がそれをすることになるか、何かが起きてうまくいきません。こっけいな状況、矛盾が生じます。決定的なものに欠けています。それはあなたが自分の意志でこのように引き受けられるものではありません。


  神ご自身がその御旨のためにあなたを捕らえていない場合、彼はあなたを別の何かのために捕らえておられるかもしれません。しかし、彼があなたをそのために捕らえておられない場合、やっても無駄です。差し控えなさい。それは神の主権に属するものです。これは多くのことに触れるのではないでしょうか？親愛なる友よ、それはこういう結果になります。すなわち、このような証しというこの問題全体は、私たちにとって生きるか死ぬかの問題であり、それ以下の問題ではないのです。それは私たちが拾い上げて降ろせるものではありません。それは、私たちがそれに出くわした後、それが気に入らず、気分を損ねて辞退し、引き下がれるものではありません。それは生きるか死ぬかの問題です。私がそこにいるのは、そこにいることによって命を得ているからであり、脱落することは霊的自殺行為だからです。


  神の主権は、この務めや、キリストの全き豊かさに満ちているあの務めでのみ働く、と述べているわけではありません。他の形でも働きます。私が述べているのは、まず第一にシオンの証しに関するかぎり、それは神の主権から発したものであり、人はその中では信仰と従順以外の地位はない、ということです。人はこの中に何の所有権もありません。所有者ではありません。支配的立場にはありません。それは主のものです。全く、徹底的に、主です。もしこれがそうでなくなるようなことがあれば、すべてが失われます。すべてが失われます。人はそれを引き継げません。その枠組みは引き継げますが、それを進めることはできません。依然としてシロに幕屋があるかもしれませんが、栄光は去っています。それは主です。これはとても厳粛な言葉であり、とても鋭い言葉です。


  シオンは神の主権的捕獲によって建て上げられます。次に、


  歴史の背後で働く神の主権的統治


  によって建て上げられます。


  もちろん、これには多くの説明が必要です。これは使徒パウロが述べている次の言葉によって説明できます。「誕生の時から私を選び分けられた神は、喜んで御子を私の中に啓示してくださいました……」。彼はまさにこの点に触れます、「 私の誕生の時から！私の誕生……私の誕生の時から。私はユダヤ人家庭に生まれました。私の出自――私の経歴、私の家族――は全く、百パーセントユダヤ的でした――そんな状況、こんな様子で、完全かつ徹底的なユダヤ的背景の中にありました。出生、血縁、訓練、教育はユダヤ的であり、キリストへの激しい敵対心がすべて依然として私の血の中にありました。それは刺激を受けるまで現れませんでしたが、それはみなそこにあったのです。私は異邦人のことを『犬』と呼び、彼らに対する憎しみが私の存在中に根付いていました。しかし、そんな時に、神はすでに私を選び分けてくださっていたのです。それは、私をこれらの異邦人に対するキリストの使者にするためであり、私の血の中にある御子に対するあの憎しみをすべて消すためです――むしろ、この御子への愛によって新たな火を灯すためです」。


  しかし、要点はこうです。この人の地上の経歴のまさに背後に、神の主権があったのです。神は彼を予見し、予知し、予め選んで、すべてを案配されたのです！彼の究極的召命と彼の人生の目的に沿って、すべてを案配されたのです。これは信じるのが困難なことではないでしょうか？しかし、これはそうなのです。それでも、神がある目的のために器を用意されるとき、それは決してあとで思いついたものではありません。それは時の中のある時点でひょっこり生じたわけではありません。神はそれを見ていたのであり、予見していたのであり、それについてすべて知っていたのであり、それに関して働いておられたのです。そして、その出生や環境は彼の主権の下にあり、究極的意義に関係する何らかの良い目的のためだったのです。それを発見するには、私たちは長生きしなければならないかもしれません。


  いや、こう述べることにしましょう。私たちは神の御旨、神の御思いと直ちに一致しなければなりません。自分の出生・気質・環境といったものはみな、自分が召されているものと何らかの関係にある、ということの正しさが少しもわからなくてもです。これを理解・把握できなくても、そのことで心配しないでください。それは事実です。神の主権が私たちの地上の経験や経歴の背後に横たわっており、それは御旨と関係しています――これがこの器を建て上げます。


  次に、三番目に、シオンのこの務めは


  この器における徹底的な深い働き


  によって建て上げられます。


  この器における徹底的な働き、この器における深い働きです。これは、私たちの内になされたこと、神が私たちの内になしておられることから離れて、引き受けられるものではありません。神は私たちを元に戻し、粉々にし、剥ぎ取り、空にし、無に帰して、そこから私たちとすべてをやり直されます。これがシオンとシオンの務めに関係していることです。


  これについて勘違いしないでください。この務めの性質は、親愛なる友よ、私たちが述べているこの務め、シオンの務め、シオンに属する務めの性質と領域は、他のどの務めとも全く異なるのです。それを眺めて称賛することは可能です。出入りしたり、中に座ったりして、真理を鑑賞し、思想に同意することは可能です。そして、価値あるものを理解すること、その恩恵を願うこと、それに加わろうとすることは可能です。そうしたことはみな可能ですが、その後、重大な「しかし」が生じて別れるかもしれません。心を尽くして同意し、称賛し、承認し、願っていても、シオンの構成に欠けているかもしれないのです。


  シオンの構成……シオンの構成とは何でしょう？理解するための天然の器官や能力を神はきれいさっぱり破壊して、啓示によって、存在の中心の奥深くに、天然の知識とは異なる霊的な知識を植え付けてくださいました。これは専門用語や思想やそのようなものを拾い上げて、承認し、尊び、同意し、それから、行ってそれを繰り返すことではありません。それは内側になされたことであり、聖霊の啓示によって臨んだものなのです。これがシオンの務めです。本当に、これは区別するものであり、分けるものです。そのような状況であるがゆえに、あなたは多くの戦いに遭っているのです。この務めの領域の中で、あなたはまさにこの戦いに気づきます。この戦いはそこで生じます。次のような領域で生じます。そこでは、人々は……確かに同意し、受け入れ、反復し、好み、望んだりするのですが、構成されていないのです。激しい、激しい戦いがその領域で生じます。


  務めそのもの（つまり、今の場合、公の務め）の問題だけを取り上げることにすると、それはキリスト教全体の中で最大の争点であることがわかるでしょう。多くの問題が他の何よりも「務め」を巡って生じてきました。つまり、講壇の務めを巡ってです。もし主がそう望まれるなら、大いに気楽に、くつろいで、務めを全くせずにいられる人、そういう人でなければ、シオンでは、務めをする権利はありませんし、務めのための資格もありません。理解されたでしょうか？シオンの奉仕者にとっては、後部席に座って、主を待ち、主を見つめることが、天然の魂があの講壇に立つことを望むのと同じくらい、容易でなければなりません。ごく限られた群れに対する話になるかもしれませんが、務め――シオンの務め――のこの問題に集中することにします。その性質、種類、構成は、研究されたものではありません。本に向かって本から真理を得た結果ではありません……観察し、聞き、次に複製した結果ではありません。それは内側に造り込まれたものなのです！しかし、ああ、悪魔はこのような務めに対してなんと激怒することでしょう。というのは、このような務めは何かを成し遂げるからです。何かを成し遂げるからです。神の究極的御旨に触れるからです。もし可能なら、悪魔はそれを損ない、その器を損なおうとします。そのような務めを終わらせるために、悪魔は何があってもやめません。これは真実です。ここでシオンの論争が荒れ狂っています。シオンの務めを巡って荒れ狂っています。


  この論争と戦いの争点はすべて、その実際、その本質、その本質的価値、まさにその命、まさにその力、まさにその独自性であることがわかります。このような証しの諸々の面の中で、サタンが何よりも集中して損なおうとする面は、その独自性です――何らかの方法で、それを一般的なものにし、公認されている組織に適合させ、その特徴的明確さを奪い去ろうとします。この証しを明確で、明瞭で、混じり気のないものに保つことは、全行程にわたって、恐ろしい戦いです。そうです、友よ、私の言っていることをすべてはわからないかもしれませんが、これは本当に真実です。これはたんなる知的理解とは異なる領域の事柄です。学んでも同じ真理を得ることはできません。


  



  第七章 シオンの宿命


  この午後、へブル人への手紙十二章二二節の「あなたたちはシオンに来ているのです」というささやかな節の深さと豊かさの探索を続けることにします。


  「へブル人への手紙」と称されているこの文書は、一つの経綸から別の経綸への移行を示していることは、一般的に知られています――一つの体制、体系、エコノミーから、全く異なるものへの移行です――イスラエルによる神の方法や神の手段という一時的・地的・物質的ないっさいのものから、霊的にそれに対応するもの――それはこの経綸と教会に関係しています――への移行です。「シオン」というこの言葉は、旧経綸の内容をすべて含んでいます。この言葉は、イスラエルがエジプトを出て行って、このビジョンが完全に示され、そして、彼らが彼の嗣業の山に連れてこられてそこに植え付けられた日以降、すべてを総括するようになりました。それに続くものはみな、「シオン」と称されているものの中に蓄積されて、そこで完成されます。それがみな霊的な形で継承されて、教会の相続財産、私たちの相続財産、信仰の相続財産とされています。


  「あなたたちはシオンに来ているのです」。すでに述べたように、私たちはこの相続財産の豊かさを探求・開拓しようとしてきました。この午後、それをもう一点だけ紹介することにします。基礎となる言葉は詩篇一三二篇十三節です。「主はシオンを選び、それをご自分の住まいに選ばれた。『これは、永遠にわたしの安息する場所である。ここにわたしは住む。わたしがそれを願ったからである』」。この詩篇に記されているシオンに関する記述の中で、私たちが今取り組む句は、「主はシオンを選ばれた」です。


  真のイスラエル人なら、まさにその血の中に、自分は選ばれているという意識が根付いています。つまり、自分は他の人々とは異なっており、使命がある、という意識です。真のイスラエル人はみな、その血の中にこの意識が根付いています。それはその存在のまさに一部であり、その性質の一部です。その人、その人の意識、その人のまさに成り立ちの最も深い所に、自分は他の人々とは異なっている、自分には特別な使命がある、という意識があります。イスラエル人のことを「選ばれた民」「神に選ばれた民」と述べることが習慣になっていますが、まさにこれがイスラエル人の意識です――神に選ばれ、神によって取り分けられている、という意識です。何か特別な目的のために、神によって定められ、取り分けられている、という意識です。これがその血の中に根付いています。使命感があるのです。


  相違と使命、差異と目的、この二つは同行します。これが彼らの存在のまさに構成要素です。彼らにはどうしようもありません。それは必ず現れます。それに出会うことになります。時として、それは傲岸さ、独立心、優越感、他の多くの形で現れますが、確かに存在します！彼らはそれを自覚しています。そこには目的と使命の性質的差異と関係している何かがあります。それが彼らの遺産です。そして、この使命感が、これまで常に、彼らの歴史の中にあった途方もない要素であり、彼らが持ちこたえてきた途方もない原因でした。これによって彼らは持ちこたえることができたのです。彼らが苦難の中で、働きの中で、召命の中で、何に耐え忍ばねばならなかったかは、ただ神だけがご存じです。これが彼らが生き延びた、彼らがまさに生き延びた、強力な原因でした。このような意識に満ちていた時、彼らには力がありました。この意識が衰えて、疑いや疑問の雲の下に陥った時、彼らは切れ味を失い、弱くなりました。


  彼らの強弱は、次の一事の強弱と関係していました。つまり、召命に対するこの感覚、使命に対するこの感覚、宿命に対するこの感覚です。彼らが神と正しい関係にあった時は、この意識が支配的でした。それが彼らの生活の支配的要素でした。強力な動機・原理でした。神との関係が正しくなかった時、この意識は衰えて、原動力ではなくなりました。彼らは自分の琴をやなぎの木にかけて、シオンの歌を歌うのをやめました。


  シオンには、使命・目的・召命という要素・原理・動力があることがわかります。詩篇ではこれが支配的です。この午後、一つの例を読みました。シオンのこの栄光、シオンの召命・目的・選択・選び・使命のこの栄光……それが詩篇では支配的です。人々はそこでは凄まじく快活な状態にあります。シオンは雲らされておらず、霞んでもいないからです。預言書では、これは隠れているか欠けてさえいます。そのため、まさにこれを回復することが、預言者たちの主な使命・目的となりました。預言者たちの声は常に一つの音色と調和していました、「わたしが選んだわたしの僕……わたしの魂の喜ぶわたしが選んだ者……わたしは彼を選んだ……あなたはわたしの選んだ者」（イザヤ四一・八）。見てください、これが預言書の基調です。再びイザヤ書四三章を見てください。これがその最高の基調であることがわかります、「あなたの贖い主である主はこう言われる……」。あなたの贖い主……彼らの贖いは「わたしはあなたを選んだ」というこの再保証と手を取り合って進みます。さて、これはみな、旧約聖書の地的民と地的シオンに関係しています。


  私たちに話を戻すと、新約聖書のこの著者が「あなたたちはシオンに来ているのです」と述べているのを、私たちは耳にします。昔のシオンではなく、別のシオンです。さらに優っている、卓越したシオン、天のエルサレム、霊的シオンです。「あなたたちはシオンに来ているのです」。シオンに来ることがとりわけ意味するのは、まさに次のものに来ることです。すなわち、この一時的なものに対応する永遠のものに、あの神聖な選択に、あの神聖な選びに、あの神聖な召命に、あの天的な使命に来ることです。新約聖書ではこれが二つの方法で明らかにされていることがわかります。第一に、新生によってです。


  新生


  イスラエル人は生まれつき、使命と宿命に対するこの感覚が、その血と性質の中にとても強く、とても強力に根付いていました。そうだったからには、これは神の子供の新生にも言えます。これが一つの大きな要素としてそこにあります。現存しています。しかし、これは誕生全般に言えます。私たちは新生をこのようには定義しません。新生を言葉でこのようには定義しません。しかし、こう言われると、確かに、これはまさに私たちが自覚していることです。つまり、私たちが再生された時、私たちが再生された時、私たちは、自分が地上にいることには、結局のところ、何らかの目的があることを、直ちに意識するようになったのです。その時、人生は真の意義を持つようになりました。それまで人生についてどう考え、どう感じていたとしても、今や、人生にはそれまで意識していなかった何らかの意味があることを意識するようになったのです。


  今や私たちはまさにこう感じています。今、自分は生き始めたのであり、今、人生は意味、目的を帯びているのである、と。一般的原則として、新生にはまさにこのような性質があります。それが実際に新生しているかどうかの試金石です。これはまさに次の偉大な事実の証拠です。すなわち、私たちの誕生の背後には、全く未知の、私たちの理解や了解を超えた、ある計画、ある目的がある、という事実です。私たちは偶然の産物ではありません。そこにはある意味があります。それが新生により（この言葉を霊的なものに使ってもかまわなければ）私たちの血の中にあります。これを、もちろん、あなたは証明することができます。それが正しいことを、あなたはご存じです。


  それは、少なくとも、少なくとも、信仰による神の子供の誕生の場合も、ユダヤ人の場合と同じように、強力な現実であり事実です。新生によってそのような結果が生じていないとしましょう。つまり、私が述べた言葉や形で述べることはできるものの、次のような感覚に欠けているとしましょう。すなわち、人生は始まったばかりであり、目的を得たばかりであり、使命感が生じたばかりである、という意識です。もし、これがあなたの回心に言えないなら、あなたは何かを得そこなったのです。あなたは何かを得そこなっています。というのは、これが新しく生まれた者の性質だからです。これが新生の一般的原則であり、新しく生まれることの意義です。しかし、新約聖書が続けて私たちに示しているように、御霊による生活（これは結局のところ、新生の意義の拡充です）御霊による生活では、目的・使命・相違というこの問題に関して理解するようになります。明確に理解するようになります。


  理解するようになる……つまり、私たちは、パウロが語った「世の基が据えられる前から彼にあって選ばれていた」ということを、ペテロが「私たちは選ばれた（elect）種族です」と述べた時に、彼が教会について言わんとしたことを、理解するようになるのです。この言葉（elect）は原語の同じ言葉「選択された、選択された、選ばれた（chosen、chosen、elect）」に対する別訳にすぎません。私たちは次のことを知的に理解するようになります。すなわち、今や自分は、どういうわけか、神によって選ばれていることを。しかも、生まれる前から。また、これが新生の時に私たちに導入されたことを。私たちはこれを意識するようになります。神が私たちを選んでくださった！ことの意味が何なのかを理解し始めます。主イエスが、「あなたたちがわたしを選んだのではなく、わたしがあなたたちを選びました。わたしがあなたたちを選んだのです」と仰せられた時に言わんとされたことを、私たちは理解できます。これを神は行ってくださったのです。神がそれをしてくださった、という理由以外では説明できません。これは神の主権的行為です。私たちはこれを理解し始めます、これがそうであることを理解し始めます。知的に私たちは、特にパウロを通して、選び・選択・召命というこの問題に関する教えを、ますます理解できるようになります。


  召命…パウロのお気に入りの言葉は、「召命」「御旨にしたがって召された」です。御旨にしたがって召されたのです。召された…御旨！御旨、「御旨にしたがって…彼の御旨」云々。これらの偉大な言葉はみな、「宿命」という一つの言葉に集約されます。


  宿命


  そして、御霊による生活、御霊による生活は、よく聞いてください、それに関する知能の成長、それに関する理解の成長を意味します。今や、それについての基本的意識があるだけでなく、それについての理解も成長します。そして、選ばれたこと、御旨にしたがって召されたことの意味に関する理解が成長するにつれて、人生はますます豊かな意味と価値と力を帯びるようになります。ますますこれを理解するようになるにつれて、それは私たちの生活の中で途方もない力と可能性を持つものになります。それは強力な原動力、強力な原動力です。これにより私たちはまた、競争、旅、戦いのために備えられます。


  これはこのへブル人への手紙とぴったりと符合します。なぜなら、まさにこの使命感について、アベル以降の人々に関連して述べられているからです。アベル、エノク、ノア以降の、いわゆるこの旅団全体に関連して述べられています。この人々の内には、ある目標、ある目的のために、神の御手が自分の上に臨んだのである、という感覚がありました。そして、この使命感のゆえに、彼らは一方において、この世と、その諸事と、その権益と、その所有物を放棄できたのであり、他方において、辛抱強く、辛抱強く、長い年月をかけて進んで行けたのです。彼らは何かを見た人々でした。何かを見たのです！「アブラハムはわたしの日を見ました」と主イエスは言われました。「アブラハムはわたしの日を見ました」そして見て喜びました。彼らは何かを見ました。アブラハムは何かを見ました。この世が決してかなえられなかったものです。都と天のふるさとです。この地上のものを彼らがいかに多く持っていたとしても、決してそれをかなえられませんでした。彼らは何かを見たのであり、それによってなおも進み続けたのです。


  モーセは何かを見ました。確かに、イスラエルの神を見ました。天の事柄の型を見ました。しかし、それ以上のものを見ました。それ以上のものを見たのです！「キリストのそしりを、エジプトの富にまさる富と考えました」という御言葉は、なんと途方もないことを示唆しているのでしょう。「キリストのそしり」！彼は何かを見ました。地的表現のかぎりを尽くした型や絵図や象徴をもってしても、その答えを見いだせないものをです。彼は天的なものを見たのです！


  そして、このようにこの人々は何かを見たことがわかります。そして、このように見ることは、召命感、使命感と密接につながっていました。そして、それによってこの人々は進み続けたのです。モーセについて、「見えない方を見ているようにして、忍び通した」と述べられています。彼は何かを見て、忍び通しました……。忍び通したのです！彼らは忍び通しました。まだ得ていなくても、信仰によって信じて、耐え忍び、苦しみ、死ぬように、彼らを整えた力・物は何だったのでしょう？それは彼らの内にあるものでした。それは彼らの一部でした。後天的なものではなく、先天的なものでした。つまり、目的意識、神に定められた使命感です。そうです。


  へブル人への手紙はこれをすべて集約して述べています、「こんなにも大きな証し人たちの雲に囲まれているのですから、走ろうではありませんか……」。「（彼らが走ったように）忍耐をもって競争を走ろうではありませんか」。すべての重荷と、いとも容易に絡みつく罪をかなぐり捨てようではありませんか。この罪とは、文脈からわかるように、あの疑い、あの疑い――あの不信仰のことです。それをかなぐり捨てなさい……忍耐をもって走りなさい。自分は召され、選ばれ、途方もない宿命と関係していることを、同じように見て、感じて、知るのは素晴らしいことです。これによって整えられなさい。しかし、その後、これは特別なことになります。特別なものになります。たんなる一般的なものではなくなります。


  シオンはイスラエルにおいて非常に具体的なものになります。それは、言わば、その国民の意義、その土地の意義、その都の意義を、すべて集約して、言わば、一点に集中したものです。それは非常に具体的・中心的なものです。そのため、この使命感は、一般的に広まった不明確なものではなく、大いに中心的なものになります。中心的なので、「あなたたちはシオンに来ているのです」。これはこの大会で再三述べて来たことの繰り返しにほかなりません。これが信仰に対して示されています。また、これをあなたも私も、自分たちに関係している問題として認識しなければなりません。ですから、使徒はこの真理を示して、キリストにあって選ばれたこと、父なる神の予知によって選ばれたこと等に関する諸々の事実を私たちに告げようとする一方で、それをすべて私たちに告げようとする一方で、「ここを見てください、あなたたちが召された使命にふさわしく歩みなさい」と述べようとしているのです。これをあなたの日々の生活の中に取り入れなさい。そうすれば、それによってあなたの日々の生活は、凡庸さから、単調さから、些事から解放されるでしょう。それによってあなたは別の水準に高められるでしょう。自分は神の子供として、途方もない目的と関係していることを知るでしょう。そして、偉大な目的に基づいて生きるようになるでしょう。これはこのような形で特別なものになります。しかし、これを分析することにしましょう。


  すでに述べたように、シオンは集団的観念です。


  集団的観念


  つまり、シオンは主の民を全員一つに結びつけるものなのです。主の民は国家としての中心をシオンに見いだしました。シオンが彼らをまとめる力であり、一つにするものでした。もちろん、これは、彼らが所定の時に全員シオンに登って行った時は、当然文字どおりそのとおりでした。すべての部族から人々がそこに来て、国民の一体性を祝い、享受しました。彼らは多くの場所で離れて生活しなければならず、その間の数か月は孤立しているように見えましたが、実際はそうではありませんでした。シオンは、彼らが国民として一つであることを証しするものであり、また、それを経験する所だったのです。


  さて、次の点がこのシオンの問題全体に関する一つの大きな要素であり、これに私たちは霊的に関わっています。すなわち、それは集団的であるという点です……もっと馴染み深い言葉を使ってもいいでしょうか？それは「団体的」なものなのです。おそらくすべての、すべての個々のユダヤ人の中に、召命と使命のこの感覚が実在していた一方で、ユダヤ人はみなこの感覚を民族的に持っていたのです。自分は選ばれており、神の御旨はすべて自分にしか関係がない、と考えるユダヤ人は一人もいませんでした。自分があずかっているこのこと、この召し、この選び、この使命は、民族的なものであることを知っており、その強さはこの民族性にあることに気づいていました。見てください、この民は個々人の寄せ集めではありません。各人はそれを民族的にその民全体と共有していたのです。神は、ある目的のために、御旨のために、一つの民を求めておられます。そして、あなたと私は、共有的な形で、使命と目的に関する主たる感覚と力を得ることになります。


  自分こそが選民であり、自分の働きは選り抜きの働きであって、神から与えられたものである、と考えている個々人には、常に大きな制限と危険がつきまといます。そのようなものは何であれ、原則に反しており、確実に行き詰まることになります。私たちはこれを共有しているのです。つまり、神の御旨は一つの民、彼の教会と関係しているのです。彼の教会を真に表現しているもの、つまり、真の教会、天的からだの性格を帯びているものと関係しているのです。これが集団的に表現されている所ではどこでも、こうしたものが優勢になります。そして、この関係性の中で、私たちは神の御旨にあずかるようになります。また、神は何かを求めておられる、というこの強力な感覚にあずかるようになります。彼は何かを求めておられ、私たちはそれと関係しています。この関係性が、この動機、この御旨には不可欠であることがわかります。


  もし正しい関係、正しい霊的関係、全き霊的関係から外れたらどうなるでしょう――その関係は、真に神によって選ばれ、神によって形成され、神によって御子との交わりの中に召されているものとの関係であり、御子を中心とする永遠の御旨に関するものだとします。もしそれとの適切な全き関係から外れたらどうなるでしょう。その場合、生活は制限され、私たちは全く脱線しかねません。弱さが入り込んで、まもなく、まもなく、「結局のところ、自分たちは間違っていたのではないでしょうか、召しと選びに関するこの素晴らしい真理は自分たちと本当に関係しているのでしょうか……」と自問しだすでしょう。


  さて、これがまさに、イスラエルがシオンから離れた時に起きたことがわかります。彼らがシオンにいた間は、安泰であり、何の問題もありませんでした。力、命、豊かさに満ちており、事は順調に進んでいました。しかし、霊的に衰退して、シオンから離れ去った時、彼らはシオンと直接的に接触できなくなって、散らされたことがわかります。その時、大きな疑問が生じました。「結局のところ、自分たちは選民なのでしょうか。本当に神の民なのでしょうか？特別な目的のために召された、というのは、何もかも素晴らしい見事な幻想ではないのでしょうか」。彼らはこれをすっかり疑問視するようになって、自分たちのビジョンを失いました。ビジョンのない所では、民は散り散りになります。これを言い換えると、「使命と召命の感覚が失われている所では」となります。


  次に、シオンは関係性を意味します。


  関係性


  真の霊的関係から離れるなら、恐ろしい喪失と損失に身をさらすことになります。おそらく、遅かれ早かれ、それはみな真実なのかどうか、この教えはみな実際に正しくて有効なのかどうかに関する、大きな疑問に身をさらすことになるでしょう。正しい関係、正しい立場にあるなら、それは確かに正しく、確かに有効であることがわかるでしょう。確かにそうです！それには素晴らしい効力があり、恐るべき効力があります！それはあなたのために働きます。また、自らに逆らうものに対して働きます。


  さて、とても多くの人々が次のような困難を抱えていることを私は承知しています。「ある偉大な目的のために召され、選ばれたことについて、あなたは話しておられますが、私の人生の目的は何でしょうか？それのどこに私は収まればいいのでしょう、私の機能は何でしょう？」。こうしてあなたはいつも、間違った方法でこれを個別の個人的問題にしています。もう一度これに集中してください、もう一度集中してください。もしイスラエル人が、「私の地位は何でしょう？私の機能は何でしょう？私の使命は何でしょう？何のために私は召されているのでしょう？」という質問をしたとするなら、その答えは「シオン」！だったでしょう。シオンです。あらゆる点で、その答えはシオンです。私が言わんとしていることがわかるでしょうか？それが関係しているのは、多くの個々人としてのあなたたちではなく、神がなさっている一つの集団的なものです。あなたはそれとの関連であなたの地位、あなたの機能を見いだします。孤立した立場で出て行って、神の御旨全体を引き受け、それを自分に引き寄せてはいけません。その中に入り込まなければなりません。


  それは、使命、交わり、力、目的、交わりにおける、途方も無い要素です……そして、敵はこの働きを台無しにし、この目的を台無しにします――弱さを持ち込んで崩壊させ、直ちに私たちを交わりから追い出します。こういうわけで、敵はそうすることに大いに取り組んでいるのです。しかし、あなた自身の心に耳を傾けてください、あなた自身の新しい性質に耳を傾けてください。正しい状況にあった時代、すべてのイスラエル人の内にあったものは何だったでしょう？彼らはダンからベエルシバまで、最果ての辺境から辺境まで、全土に分散していました。散らばっていました。しかし、次のことが彼ら全員に言えました。すなわち、シオンに向かう重力が内側に働いていたのです。彼らはシオンを切望し、その思いはシオンに向かっていました。「シオンに行けさえすれば、行けさえすれば……シオンに登る日が待ちきれません！」。彼らの内なる存在は常にその方向に向かっていました。親愛なる友よ、あなたの新しい性質と気質に耳を傾けてください。あなたの存在のまさに一部が、神の民の交わりを望んでいないでしょうか？私たちもそうではないでしょうか？私たちはまさにそれを得なければなりません。私たちの命はそれにかかっているように思われます。一つの、一つの大きな困難は、それを得られない時です。


  孤立した生活を送るのはとても困難です。確かに、私たちの存在中には、交わりと関係性に向かうこの重力が働いています。それは私たちの内における御霊の御業であることがわかります。したがって、交わりの外にあること、無関係であること、独立していること、いわゆる「フリーランス」であることは、私たちの命に反することであり、御霊と、私たちの内におられる神の霊の御業に反することです。フリーランスというこの句の由来はご存じでしょう。それはジャーナリズムの世界に由来します。「フリーランス」は字義的には、特定の関係を何も持たずに、あらゆる場所を駆け回って、此処彼処でわずかな情報を拾い上げる人のことです。どの雑誌とも無関係で、あらゆる場所に突撃して、そのようなあらゆるものを拾い上げます。その生活はすっかり分散していて散らかっています。それには何の中心も、まとまりもありません。まさにフリーランスです！まあ、それで生計を立てられるかもしれません。ある意味で、それで存在を維持して、それを役立てられるかもしれません。しかし、シオンではそんなことはできません。シオンではそんなことはできないのです！


  シオンは、神の民がどこにいたとしても、何者だったとしても、私たちは彼らと一緒に結ばれていることを意味します。確かに、彼らは神の民です。それは、彼らが神の民だからであり、彼らが私たちの協会に属していて私たちの路線に従っているからではありません。彼らが神の民だからです。私たちはキリストに基づいて彼らと一つです。注意してください、もしこれがそうなら、もしこれがそうなら、神は事をなすことができます。神は私たちの傍らに立ってくださいます。


  イスラエルの場合、この問題全体は彼らの霊の命の豊かさに大いにかかっていました。また、その命に治めてもらうことを彼らが許すこと、あの内なる命に治めてもらってそれに応答することに大いにかかっていました。だれでも自分の命の引き寄せに抵抗しようものなら、とても困難な立場に陥ることになりました。時には部族がそれを行いました。そして、災難が続きました。主の復活後の主の弟子たちの場合、少なくとも一人の人がそれを試みて、とても惨めな時を過ごしました――あわれなトマスです――彼は外にとどまりました。外にとどまりました。人々が中で素晴らしい時を過ごしている時に、彼は外にとどまりました。離れていました。彼が外にとどまっていたその当時、地上に彼よりも惨めな人はいなかったと思います。中に入った時、彼はすべてを見いだしました。自分のすべての疑問への答えと、命の新しい流れを見いだしました。彼は頭を垂れて、「私の主、私の神よ」と礼拝しました。


  関係性と交わりに関するシオンの価値については以上です。覚えておいてください、これは二つの基礎があって初めて可能です。一方において、十字架が私たちの中で大いに徹底的な働きをしなければなりません。それは私たち自身を道からどけるためです。私たちこそが真の困難なのです。詳しくは説明しませんが、私たち自身、私たちの利益、私たちの野心、私たちの空想、私たちの好み、私たちの選り好み、私たち個人のものにすぎないいっさいのもの、それをすべて道からどけてもらう大きな必要があります。徹底的に十字架につけられて葬られる必要があります。また他方において、積極面において、全く聖霊の主権の下に服さなければなりません。聖霊の主権の下では、聖霊がすべてを指示されます。私たちは彼の指示に応答します。


  さて、別の点に移りたいと思います。シオンは今も昔もリバイバルの原動力です。


  リバイバルの原動力


  一般的にリバイバルと呼ばれているものは、その目的・目標として、一つのことと関係しています。魂の救い・回心と関係しています。「リバイバル」という言葉に関する一般的観念を、ほぼ完全に要約してこう言えると思います、すなわち、大々的に人々が救われることである、と。まあ、私たちはこれに反対はしません、どうか主がこれを与えてくださいますように。しかし、リバイバルというこの問題は、教会の霊的状態とほとんど関係づけられていません。それは客観的なものです。ある種の活動――特定の客観的結果を伴う客観的活動――と結び付いているものであり、内側の霊的状態とは無関係であり無縁です。そして、よく聞いてください、このリバイバルの問題は、真の必要を見えなくさせるおそれがあるのです（しばしばそうなっているのではないかと私は恐れます）。


  神が恵みをもって訪れて多くの人を救われるのは、主権的行為です。それは主権的恵みの行為です。神の主権的行為と主権的恵みの行為は一つのことです。それに関して多くの働きや配慮がなされています。つまり、神が恵みの中で魂の救いのために訪れてくださる主権的行為に関してです。これは正しいことであり、良いことです。これまでもそうでした。どうか神が再びこれを与えてくださいますように。人がもっぱら関心を寄せているのは、外側の出来事を意味する、いわゆる「リバイバル」です。神と聖書の観念によると、リバイバル（revival）とは何かを回復すること（recovery）です。それは再び生かす（re-vival）ことです。失われていたものを回復することです。さて、聖書の預言的・預言書の区分はすべて、このような意味のリバイバルで占められていました。シオンの回復、シオンの回復で占められていました。預言書を読み通して、これがその負担、預言者たちのメッセージの負担、彼らの叫びの負担、彼らの祈りの負担ではなかったかどうか見てください。その負担はみな、どうかシオンが回復され、復興され、再来しますように、というものでした。シオンの栄光が回復されますように、シオンがかつての地位につきますように、というものでした。これが預言書を貫いています！ですから、預言の務めは、外面的・客観的な神の恵みの主権的行為だけでなく、神の民自身の内に何かが回復されることとも関係しているのです。そして、これこそ真に、神が諸国民に触れる方法なのです。


  これがイスラエルに実現しないかぎり、神は諸国民に触れませんでした。神はこの内的状況を、諸国民に触れるための基本的条件とされました。他の事はそれに続きます。確かに、昼が夜に自然に続くように、神がご自身の望んでいるものをご自身の民の中に得る時、他の事はそれに続きます。魂が救われるために特別な努力をする必要はありません。人々は絶えず静かに救われるでしょう。何かが外に出て行って、生活に触れ続け、ますますその輪が広がっていくでしょう。神がご自身の望んでいるものをご自身の民の間に得る時、そうなります。そうでなければなりません！これはそのとおりです。自発的であり、必然的なのです。


  ですから、預言者たちが第一に叫び祈り求めたのは、諸国民の救いではありませんでした。イスラエルが救われるように祈ったのです。その後、諸国民が影響を受けるだろうことを彼らは見ました。これについては、おそらく今晩見ることになるでしょうが、これは事実を述べたものです。すなわち、聖書的観点から見たリバイバルとは、外面的なものである前に内面的なものなのです。それは回復されること、回復です。そしてそのために、預言の務め、シオンに関する務めが必要です。それは、シオンが霊的に真に意味し、象徴しているところを、その天的面を見るためです。また、あの負担、あのビジョンと負担、務めを得るためです――これは宣べ伝えの務めを意味するだけでなく、同じように祈りの務めをも意味します。時として、それは壇上に上がらない務めです。あなたの心に負担を負って、「ああ、これは主の民です……私は彼らと共にあります、どうか主が彼らをシオンの全き意義に回復してくださいますように！」と言い表すことです。


  これに続けて述べる最後の言葉は、シオンは神のいっそう大きい偉大な目的のための手段である、ということです。


  神のいっそう大きい偉大な目的の手段


  ですから、それが表しているもの、あの証し、主イエスのパースンと御業と神に定められた地位に対するあの全き証し、心に対する、神の民の心に対する啓示であるものが、諸国民の中に植え付けられなければなりません。植え付けられなければなりません。そこに植え付けられなければなりません。神の戦略は次のとおりです。彼は一つの証しを植え付けられます。その証しは御心に適うものであり、御思いに応えるものであり、「これに加えても全く安全である」と神が思われるものです。これが神の方法です。これが新約聖書が示しているものであり、まさに神がなさったことです。神は、こちらの核やそちらの群れの中に、一つの証しを植え付けられました。そして、そこで彼らはキリスト――その御業とその地位――の益に浴して生活しました。すると何が起きたでしょう？神は、救われつつある者たちを、毎日教会に加え続けてくださったのです。神は加えてくださいました。しかし、神は安心してそれに加えられるものを得なければなりません。


  神は私たちの施設に加えようとはされません。キリスト教における私たちの特定の個人的利益を増し加えて建て上げようとはされません。神は御子に、ご自身の民によって表される御子に、加えようとされます。神は御子の度量に応じてお加えになります。私を信じてください、これが鍵です、これが教会成長への鍵です。次の点は驚くべきことです、歴史と一致する驚くべきことです。すなわち、神のいっそう豊かな御思いに応えるものがあって、そこにキリストがおられ、キリストが基礎でありキリストがそこで表現されている所では、神はそれにお加えになるのです。神はそれにお加えになるのです。空っぽの諸教会、空っぽの諸教会等々の問題は、この線に沿って解決されます。もしこれを完全に解決したければ、これがそれを解決する唯一の道です。安心してそれに加えられるものを得る時、神はお加えになるのです。


  ですから神は、シオンを建て上げるために、シオンを得なければなりません。彼は事物を建て上げようとはされません、シオンを建て上げられます。そして、シオンは御子の豊かさに対する証し、生ける証しであって、その表現です。神は加えるために植え付けられます。神が植え付けられるのは、他のすべてのものに対する論拠を得るためです。驚くべきことです。これにより別の領域が開かれますが、それを探求する時間はありません。しかし、シオンは神が他のすべての人々と議論するための道具でした。彼はシオンに関して諸国民と議論されました。「神はどこにおられるのでしょう、神は何をしておられるのでしょう？」という疑問が生じた場合、ここにその答えがあります。「これはいったい本当なのでしょうか？」。ここにその答えがあります。「今日、神は本当に人々と共に住んでおられるのでしょうか？」。ここにその答えがあることがわかります。どんな疑問だろうと、どんな姿勢だろうと、神は具体的な証拠を御手に握って議論されます。「それは有効なのでしょうか？」。これ（何ならこれを「教え」と呼んでもかまいません）は有効なのでしょうか？ここにその答えがあります。神は何かを得なければなりません。それをもって議論するためであり、反駁するためです。


  哀れなほど悲劇的なことに、神は、他のものや他の領域と議論するための論拠を、ほとんど持っておられません。具体的・適切な答えを得ておられません。それを得ておられません。しかし、シオンは神の論拠でした。今朝見たように、諸国民はシオンを巡って神と論争しました。確かに、論争でした。神は諸国民と論争された、それはシオンを巡ってだった、と預言者は述べました。「あなたたちのために、わたしは人をバビロンに遣わし、その貴人たちをみな亡命者として突き落とす。わたしはエジプトをあなたに与える……」。わかるでしょうか？その論拠はシオンです。ああ、神が論拠を得られていれば、御手の中にあるものをもって答えられていれば……「ここに証拠があります。見よ！ここに証拠があります」と言える手段を持っておられれば。


  そして最後に、シオンはサタンの王国全体を打ち倒す契機となるものです。これが御言葉に啓示されていることです。シオンはエジプト、バビロン、アッシリア、ローマを打ち倒す契機でした。ローマはシオンに対して頭をもたげました（私は今、霊的な言語でシオンについて述べています）。すると、ローマに何が起きたでしょう？あの強力な鉄の帝国はどこにあるでしょう？打ち砕かれ、粉々にされ、散り散りになりました……塵になりました。神はシオンという根拠に基づいて諸国民や諸帝国と議論されたことがわかります。神はそうされます。そして、それらの背後に控えているものはみな、サタンの強力な王国です。シオンはサタンの王国とサタンの体系を完全に打ち倒す契機となります。ですから、シオンに相当するものを神が獲得されることがなんと重要でしょう、なんと重要でしょう。


  これは、全き証しを滅ぼそうとする、敵の絶え間ない、不断の、たゆみない活動の上に、多くの光を投じるのではないでしょうか？敵はそれを阻止・破壊しようとしており、いっそう大きなキリストの豊かさを表す器を傷つけようとしており、それを破壊し、粉々にし、非難を浴びせ、醜聞の種にしようとしているのではないでしょうか？ああ、神のためのその道具を台無しにするためなら、何でもします、あらゆることをします。神がサタンに反論するには、地上の何らかの手段だけでは無理です。これがヨブ記の全容ではないでしょうか？サタンは神と神の御座に挑みますが、神は一人の人によって彼にお答えになります。一人の人によって彼を疲弊させられます。この物語ではある時からサタンが舞台から姿を消して、もはやその消息を聞かなくなります。彼は退廷します。神がこの人によって彼にお答えになったのです。神はサタンと議論するための論拠を得なければなりません。シオンがそれです。


  私は信じていますが、あなたはシオンについて客観的観点から考えているのではなく、「そうです、私はそこで生まれました、私の名前はシオンの市民名簿に載っています。ですから、これは私のことを述べているのであり、私と関係しているのです」と言っておられることでしょう。親愛なる友よ、これをそのように受け取ってください。


  



  第八章 主の負担


  「あなたたちはシオンに来ているのです……」。この言葉の豊かで完全な内容をもう一度見ることにします。今晩これを、シオンに関するこの最後のメッセージで、イザヤの預言書の六二章の最初の七つの節から見ることにします。「シオンのためにわたしは黙っていない、エルサレムのために休まない、その義が輝きのようにあらわれいで、その救いが燃えるともしびのようになるまでは。諸国民はあなたの義を見、すべての王はあなたの栄光を見る。あなたは、主の口が名づける新しい名をもって呼ばれる。また、あなたは主の御手にある美の冠となり、あなたの神の御手にある王の冠となる。あなたはもはや『捨てられた』と言われず、あなたの地は『荒れ果てている』と言われない。むしろ、あなたは『ヘフジバ』と呼ばれ、あなたの地は『ベウラ』と呼ばれる。主はあなたを喜ばれ、あなたの地は夫を得るからである。若い男が処女をめとるように、あなたの子らはあなたをめとり、花婿が花嫁を喜ぶように、あなたの神はあなたを喜ばれる。わたしはあなたの城壁の上に見張り人を立てた、ああ、エルサレムよ、彼らは決して昼も夜も黙していない。あなたたち、主に思い出していただく者たちよ、自ら休んではならない、彼がエルサレムを堅く立て、この地でエルサレムを讃美とされるまで、彼を休ませてはならない」。


  シオンに関する主の負担


  ここで、旧約聖書のシオンに霊的に相当するものに関して再三述べてきたことを繰り返す必要はないでしょう。つまり、究極的御旨を成就するための器となるべく、御子との交わりの中に召された、神の天的な民です。「あなたたちはシオンに来ているのです」とあるのは、一つの述べ方にすぎません。文字どおり、実際には、この御言葉は「あなたたちはシオンなのです」ということです。あなたたちはシオンなのです。シオンは今や、昔の象徴の霊的意義をすべて帯びつつ、現存しているのです。シオンが何を意味し、象徴しているのかに関して、私が述べようとしていることは、これに尽きます。


  直ちにイザヤの預言のこの箇所を見ることにします。この箇所は、シオンに関する主ご自身の負担を強く浮き彫りにしています。ここで、諸々の預言に関する前の章からの変化が見られます。前の章では、主のメッセージとしてこの預言者に課せられたことが記されています。繰り返し、前の章で、預言者は、「主は私に語られた」「主は私に言われた」と述べました。次に、主が彼に言われたことが彼の負担になりました。「負担」という言葉が、先立つ諸々の章で使われています。「その負担、主の御言葉の負担」というように。あのことやこのことに関する負担です。欄外を見ると、「託宣もしくは…に関する託宣の言葉」と記されています――それは主が預言者に告げるよう言われたことでした。しかし、この章でそれが変化します。主ご自身が直接個人的に述べておられることが示されているのです。これは誰のことでしょう？「シオンのためにわたしは黙っていない」。この「わたし」とは誰のことでしょう？メシヤご自身にほかなりません。


  章の区切りは少し誤解を招きます。六一章にはこうあります、「主の霊がわたしの上におられる。主がわたしを油塗られたゆえに。それはわたしが柔和な者に良い知らせを宣べ伝えるためである」。誰がこれを述べているのでしょう？私たちはよく知っています。預言してメシヤが述べておられるのです――キリスト、主イエスは、肉身を取っていた当時、まさにこの言葉は自分と関係しており、自分によって成就された、と話されました。話しているのは彼であり、この同じ「わたし」が一章だけでなく二章でも話しておられるのです。彼はここで、わたしは黙っていない、わたしは休まない、と述べておられます。いつまででしょう、いつまででしょう……それは長い道のりの先のことであり、間違いなく、預言者イザヤの人生の先のことです。ここに、長期にわたるとりなしに専念している方がいます。シオンのためにこのようにとりなしているこの「方」は誰でしょう？イザヤ五三章十二節を述べている方、もしくは、そこで述べられている方です。「彼は違反した者たちのためにとりなす」。そして、ここに彼のとりなしが記されています――同じ方です。この箇所が直接示しているように、主イエスが、シオンは彼の個人的負担である、と述べておられるのです。たしかに、この負担は預言者の口や筆によって伝えられていますが、預言者はここでは主ご自身に次ぐ第二位の立場を取っています。彼はこのことで主と交わります。そして、もちろん、これは私たちのメッセージの主要な部分です。しかし、要点は、主な要点はこうです。つまり、これは主ご自身の個人的な関心事なのです。これは、主から切り離されて、他のだれかに回されたものではありません。他のだれかが拾い上げて、自分だけの働きにするようなものではありません。それは彼らのものになりますが、主ご自身がこれに関わっていること、これに専念しておられることを理解することが重要です。これは主の主要な問題なのです。


  主の負担。主の負担とは何でしょう？主は何に関心を持っておられるのでしょう？このように主を引き寄せるものは何でしょう？あなたはこう尋ねるでしょう、「実際のところ、主は何を求めておられるのでしょう？主は何に関心を持っておられるのでしょう？実際に主の心にあることは何でしょう？」。これを知ることが重要です。主が最も気にかけておられるものは何でしょう？私たちはそれを知らなければなりません。それを知らなければなりません、それに触れなければなりません、それと連携しなければなりません。それは何でしょう？その答えはシオンです。シオン……シオンの何でしょう？この段落の残りの部分からわかります。シオンの何でしょう？各節の二、三の短い言葉から、これを見ることにしましょう。


  シオンの何でしょう？「シオンのためにわたしは黙っていない、エルサレムのために休まない、その義が輝きのようにあらわれいでるまで」。


  「その義が輝きのようにあらわれいでるまで」


  主は常にここから開始されます。主が常にどこから開始されるのかを知ることは重要です、きわめて重要です。開始する方法が少し先に示されています。主は常に、ご自身の民の内側の状態から開始されます。すべてはそれにかかっており、すべてがそれに続きます。これ――彼が関わっておられる民の内側の状態――に直面しないかぎり、どうにもなりません。その義、その内側の状況――その内側の状況が「輝きのように、燃えるともしびのように」あらわれいでないかぎり、どうにもなりません。それまで暗闇だったことを思い出さなければなりません。七十年の追放と捕囚という暗闇だったのです。暗闇がシオンを覆っていました。シオンは光彩を失って、暗い、暗い時代にありました。それは主の民の霊的状態のためです。


  私たちはアブラハムの人生のあの出来事を覚えています。その日、主は彼に、四百年後にその国民がエジプトから脱出して解放されることを示されました。主がアブラハムにそのビジョンを与えられた時、彼の上に大いなる暗闇の恐怖が臨んだことを、あなたは覚えておられるでしょう。そして次に、その暗闇のただ中に、ともしびが現れました。その暗闇のただ中に燃えるともしびが現れたのです。それがここで繰り返されます。エジプトと、エジプトにおける、エジプト捕囚における、暗い年月とに関して、そして、希望のともしび、解放のともしび、贖いのともしびに関して言えたことが、ここでバビロンに関して繰り返されます。この民を覆っていた暗闇は、彼らの霊的状態を象徴していたのです。


  そして、次に回復のともしび、贖いのともしびです。


  回復のともしび、贖いのともしび


  これは何でしょう？回復された彼らの義というともしびです。これが希望です。見てください、主が述べておられるような内面の霊的状態に関するかぎり、全く希望はありません。何の将来も、何の見込みもありません。何の解放も、何の救いもなく、何の証しもありません。何もありません。それに続くものはみな宙ぶらりんです。主が御心に適う民を、シオンが霊的に真に意味するところのものを得ないかぎりは、そのままです。ですから、これに注意しましょう。これが主の負担だからです。主の負担……親愛なる友よ、これに時間をすべて費やせたなら、大きな益を受けられたでしょう。


  私たちは主の働きに大いに、大いに関心があります。効力やそういった類のこと――力、証し、そうしたいっさいのこと――に大いに関心があります。そうです、私たちはそれに大いに関心があります。しかし、これはみな霊的状態にかかっていることを、私たちは理解しているでしょうか？内面の状況が正しくないなら、何も正しくありませんし、何もありえません。弱さ、欠点、効率の悪さ、そういった類のことはみな、その原因を内側の誤りまで辿ることができます。内側の何かが誤っているのです……何かが神の性質にかなっていないのです。彼は義なる神だからです。そうですし、そう言わざるをえません。なぜなら、不愉快ではありますが、私たちはこれについて大いに忠実でなければならないからです。すなわち、シオンに対する希望はみな、霊的にシオンの内面の状態から始まるのです。ですから、義がこの一覧全体の先頭にあります。「その義が……まで」。……まで。しかし、贖い主が来られました。「主、あなたたちの贖い主は仰せられる……」。これはイザヤ書の偉大な句ではないでしょうか？「あなたたちの贖い主なる主」。


  これの示唆するところが何とかわかるでしょうか？あの小著であるルツ記では、贖いの問題、嗣業の贖いがかかっていたことを、あなたは覚えておられるでしょう。嗣業を贖う責任、贖う近親者として振る舞う責任を、ボアズは引き受けるのでしょうか？ナオミはルツに言いました、「私の娘よ、じっとしていなさい。あの人は、この問題に決着がつくまでは、安息がないでしょうから」。この問題に決着がつくまで、彼は休みません。贖う近親者は休みません。「わたしは休まない……までは」。ここでこの贖う近親者は再び、この義の問題を顧みられます。それに専念して、洞察されます。「その義が輝きのようにあらわれいで、ともしびのように……なるまでは」。ああ、そうです、しかもこれは、「そして、その救いが燃えるともしびのようになる」ことと密接に関係しています。その救いが燃えるともしびのようにあらわれいでます――救いは義と結び付いています。


  さて、この救いとは何でしょう？それは次のことにほかなりません。すなわち、主がシオンのために行われたこと、主がそのために行われたこと、つまり、シオンの救いです。シオンは、救いのために、主に何かを行ってもらう必要がありました。今、預言者の中の預言者であるキリストが、「わたしは黙っていない、休まない、主がその民のために行ったことが万民に対して明らかになるまでは」と述べておられます。シオンの救い――主はシオンを、その恐ろしい状況から、それ自身の病というこの暗闇から救われました。というのは、ここの「救い」という言葉は「健康」とも訳されるからです。そしてこれは、「健康がシオンに戻ったことが完全に明らかになるまでは」ということを意味します。シオンの健康状態はよくなります。これが救いです。救いとはよい健康状態です。よい健康状態……そしてこれは、何らかの恐ろしい病、何らかの恐ろしい疾病がイスラエルを襲っていたことを意味するように思われます。何か異質な要素が自分の組織の中に侵入したせいで、イスラエルは苦しんでいました。そして、癒し主がシオンに戻って来て、仰せられます、「わたしは休まない、この癒し、このよい健康状態が、燃えるともしびのようにあらわれいでるまでは」と。主が何に関心を持っているのか、何を求めておられるのかがわかります。霊的に健康で、息災で、健全で、活力に満ちていて、自分を不調にしたこうした疾病から解放されている民を得ることです。


  そして次は、「諸国民はあなたの義を見、すべての王はあなたの栄光を見る」です。


  「諸国民はあなたの義を見、すべての王はあなたの栄光を見る」


  これは何を意味するのでしょう？「わたしは黙っていない。わたしは休まない、シオンの影響力と証しが世界に再び確立されるまでは。シオンがその地位と影響力を取り戻して、その証しが諸国民の間で認知・感知されるようになるまでは」。主の負担は、その影響力と証しが世界に感知される民、真に感知される民を得ることです――世人はその民から何かを感じるのです。


  全般的に言って、これはいわゆる教会やキリスト教にはあてはまらない、と言っても、不当な批判ではないでしょう。それは真に価値あるもの、考慮に値するものとは見なされていません。いとも容易に蔑まれかねません。本当にどうでもいいもの、全く重要でないもの、何の衝撃力もないものと思われかねません。この世のキリスト教についてごく一般的に述べると、そうではないでしょうか？世人は、これを大いに気にかける必要がある、とは感じていません。主は次のことに大いに関心を持っています、凄まじく関心を持っておられます。すなわち、これはそうであってはならず、むしろ、世人が考慮せざるをえない影響力を持つ人々がこの世にいなければならないのです。世人が「これはたいしたものだ、これにはたいした意味がある」と言わざるをえない影響力を持つ人々がいなければならないのです。


  私たちは、何の違いも生じさせないものとして、地上のこの世界にいるのではありません。ああ、親愛なる友よ、主はこれを願っておられます。「諸国民はあなたの義を見、すべての王はあなたの栄光を見る」。この民は、異なるもの、大いに異なるもの、力あるもの、大いに力あるものを持っていることを、彼らは認めて承認せざるをえないでしょう。


  「あなたは、主の口が名づける新しい名をもって呼ばれる」


  新しい名です。新しい名です。どんな名でしょう？名は名声を意味します。あなたがどう呼ばれるか、人々があなたをどう呼ぶかによって、通常、人々はあなたを評します。イスラエルの名は名誉に欠けるものになっていました。諸国民はイスラエルを、あまりほめられたものではない名で呼ぶことができました。そして、主はここでこう述べておられます、「今、わたしは黙っていないし、休まない、この世界であなたの名声が回復され、贖われるまでは。あなたが別の名、新しい名で呼ばれるようになるまでは。状況はすっかり変わって、人々はあなたについて何か別のことを言うようになります。その何かとは、主が名づける名、主があなたを呼ぶ名です」。それによって彼らが知られるようになる名とは何だったのでしょう？この後に直ちに続く、「あなたはヘフジバ、ベウラと呼ばれる」がそれに対する答えである、と考えた人々もいますが、そうではありません。これはそれ以上のものです。それについてはすぐに見ることになりますが、それはシオンについてのさらに詳細な記述の一部なのです。


  彼らはどのような名で呼ばれることになっていたのでしょう？その答えは聖書の中に明記されています、「彼らは主の名で呼ばれる、彼らは神の民と呼ばれる」。これが持つことになる名です。神の民と呼ばれるのです。この人々は神の民なのです！世人がクリスチャンたちについてこう言い始める時が来たら、たいしたことではないでしょうか？個人的にも集団的にも、この人々は神の民です。世人はこの人々を神と関係づけます。今日、そのようなことはあまりありません。これがその名であり、主はこう述べておられます、「わたしが関心を持っていること、深く大いに関心を持って専念していることは、わたしの民が神の民と呼ばれるようになることです――神の民と認められるようになることです」。彼らが真にしかるべく神と関係づけられ、神が彼らと関係づけられるようになること、御名がしかるべく彼らの上にとどまれるようになることです。御名によって呼ばれ、主の民、神の民と呼ばれるのです。確かにこれこそ、主が「わたしはこれを得よう。これを得るまでは休まない」と述べておられるものなのです。


  さらに、


  「あなたは主の御手にある美の冠となり、あなたの神の御手にある王の冠となる」


  これは何を意味するのでしょう？もちろん、ここには絵図によって、真に興味深い価値あるものがたくさん示されています。ただし、時間をかけてそれを学び、考慮し、敷衍する必要があります。しかし、できるだけ全文を一つの意味合いに凝縮することにしましょう。そうすると、これはまさに次のものを意味します。すなわち、主にとって途方もない価値のあるものです。「あなたの神の御手にある王の冠」。この絵図がわかったでしょうか？価値あるもの、尊いもの、主が賞賛されるものです。主が持つことを喜ぶもの、主が賞賛の念を抱かれるものです。「わたしは黙っていない、休まない、地上にそのようなものが生じるまでは、そのような民が生じるまでは……」。神にとって尊いもの、主にとって価値あるもの、彼が高く評価されるものです。これを彼は喜びと歓喜をもって見て言われます、「ああ、これは、これは素晴らしい！これは素晴らしい！」と。「あなたの神の御手にある王の冠、美の冠」。美の冠。これがシオンです。


  先に進みましょう。


  「あなたはもはや『捨てられた』と言われず、あなたの地は『荒れ果てている』と言われない。むしろ、あなたは『ヘフジバ』と呼ばれ、あなたの地は『ベウラ』と呼ばれる」


  ヘフジバとは何でしょう？これは今しがた述べたことの続きにほかなりません。ヘフジバは「わたしは彼女を喜ぶ」を意味します。わたしは彼女を喜ぶ。ああ、これを期待するのは行き過ぎでしょうか？これはあまりにも高い基準でしょうか？これが実現するという希望の根拠は何でしょう？主がこう言われたことにほかなりません、「わたしはそれを得るまで休まない！わたしはこれを追い求める、それが成就された事実となるまで」。主がそれに取り組み、心を傾け、専念しておられるからには、それは実現可能なのです。主は実現不可能なことに決して専念されません。これが私たちの希望です！素晴らしいです、素晴らしいです……主が実際にこのようなものを求めておられるとき、それ――主が喜んでおられるもの――と行動を共にしようではありませんか。


  「あなたの地は『ベウラ』と呼ばれる」


  これに続く句、「あなたの地は夫を得る」は、実際のところ、その説明であることがわかります。文字どおりには、ここの言葉は「乗っ取られる」ことを意味します。結婚のことをだれかを乗っ取ることと、あなたがずっと考えてきたかどうかはわかりませんが、これがまさにその意味です。さて、結婚をそのようなものにしてはなりません、さもないと、私は困ったことになるでしょう……（笑）。しかし、まさにこれがその意味なのです。何かに不具合が起きて、あまり調子が良くないとしましょう――おそらく何かの商売で、何らかの資産が下落して、全く身動きが取れなくなったとしましょう……状況はかんばしくなく、非生産的で、経営が悪いか、全く無経営だとしましょう。その後、「乗っ取られた……」と言う羽目になります。おそらく、他の商社や会社や経営者によって乗っ取られることになります。すると、状況全体が、乗っ取られることで、変わります。非生産的だった所は生産的になり、栄えていなかった所は栄えるようになります。乗っ取られたおかげで、様相が一変します。「あなたの土地は乗っ取られる」。これがベウラ、既婚の地です。結婚についての新しい観念ではないでしょうか？主の満足のために乗っ取られて、主の基準に引き上げられます。乗っ取られます。それがシオンです。これが主が取り組んでおられることです。すなわち、まさに私たちを乗っ取ってご自身に結び付けることによって、展望・見通し・状況をすっかり変えてしまわれるのです。「あなたの地は夫を得る」。ベウラです。


  さて、次に進みましょう。


  「わたしはあなたの城壁の上に見張り人を立てた、ああ、エルサレムよ、彼らは決して昼も夜も黙していない」


  「わたしはあなたの城壁の上に見張り人を立てた……」。これは何を意味するのでしょう？この見張り人たちは何のためにそこにいるのでしょう？彼らがそこでこのように熱心に警戒しているのは、異質な要素、邪悪な要素の侵犯・侵入からこれを守るためです。見張り人たちは警戒しています。警戒しているのは、何があってもこれを邪魔されないよう、大いに熱心だからです。ああ、親愛なる友よ、これは私たちに課題を突き付けます。もし主の負担が私たちの負担であるなら、もし主の関心の中に引き込まれて、この問題で真に彼と共にあるなら、こうしたことはみな、彼の関心事であるように私たちの関心事になっていなければなりません。どの関心事についてもそうでなければなりません。そして、どんな破壊的要素の侵犯・侵入に対しても熱心に警戒するこの立場に至らなければなりません。ああ、もしこのメッセージのある箇所を他の箇所よりも強調するとしたら、私はこの点を強調するでしょう。城壁の上で熱心に警戒している見張り人となる代わりに、多くの時、私たちは中に入れる者となってしまうのです！批判……批判やそういったあらゆる類のことを中に入れてしまいます。最初の兆候、この証しを損なうものの最初の兆候に際して、見張り人となる代わりに、それに味方してしまうのです。「さあ、ここを見てください、それをいっさい入れてはなりません！手を離しなさい！唇を離しなさい！」。そうする代わりに、多くの時、私たちはそれを中に入れてしまいます。それに加担しそうになるのです。


  ああ、シオンの証しのための主のこの熱心さが、私たちの骨の中に入り込みますように。それは、私たちが熱心な見張り人となって、しっかりと警戒し、この証しを傷つけるものを察知して、直ちに打つためです。これがこの大会の非常に重要な問題です。これが主からの真のメッセージとして私たちに臨まなければなりません。「わたしは見張り人を立てた」。あなたはシオンの城壁の上に主によって立てられた見張り人でしょうか？昼も夜も、しっかりと警戒しているでしょうか？主のこの器、主のこの証し、主にとってとても尊いこのものを、損なう何ものも許さないようにしているでしょうか？


  おお、神よ、私たちを忠実な見張り人、警戒している見張り人、熱心な見張り人としてください。


  「あなたたち、主に思い出していただく者たちよ、自ら休んではならない、彼がエルサレムを堅く立て、この地でエルサレムを讃美とされるまで、彼を休ませてはならない」


  「主に思い出していただく……」。これはどういうことでしょう？主に思い出していただくには、まず、主が求めておられるものを知っていなければなりません。情報を得て、知っていなければなりません。知っていて初めて、何かを主に持ち出して、「さあ主よ、さあ主よ思い出してください……」と言うことができます。あなたは主に思い出していただくことを知っていなければなりません。そして、休んではなりません、彼を休ませてはなりません。これが神の意図、神の御旨、神の御思いです。これを私たちは知り、絶えざる祈り、絶えざる祈り、絶えざるとりなしの問題としなければなりません。それは諸事を最新の状態に保つことです。「さあ、主よ、あなたは『これがわたしの求めているものである』と言われました。『これがわたしが得ようとしているものである』と言われました。あなたはこれを約束されました。あなたはこれに専念しておられます。さあ、主よ、あなたにこれを守っていただくよう要求することをお許しください」。主はこのような民を望んでおられます。


  さて、私はあなたにこのメッセージを与えましたが、それをすべてまとめるとこうなります。すなわち主は、この地上の器に対するこの途方もない関心を、ご自身と共有する民を望んでおられるのです。その器は彼を正当に代表するものであり、それ自身が主に対する真の証しです。ああ、これがとりなしの真の負担となる日を、私は切に望んでいます。


  私たちには自分たちの祈りの集会があります。それらのゆえに神に感謝します。そこには多くの祈りがあります。私たちは祈る民のゆえに彼を讃美します。しかし、私たちの祈りの集まりでは（疑いなく、ここではなく他の場所で集まっている人たちもそうでしょう）祈るために持ち出す多くのことがあります――だれかのことや、何人かの人のことや、一時的なもしくは霊的な何らかの特定の必要があります――そうしたことについて祈るのは正しいことです。私たちはそうすべきです、しかし、ああ……私たちは耳にすることを願っています、神の民が、時には、このような些事を超えて、この地上における証しの器に対する情熱をもって直ちに出かけて行くのを。神の栄光、シオンの燃えるともしびのための民のことを。この重要性と比べたら、他のことはあまり重要ではありません。私たちの個人的関係は重要かもしれませんし、あちこちの働きや人々との関係もあるかもしれません。私たちはそれらを無視しませんし、それらのために祈ります――こういったすべての事柄や働きや人々、そうです、それらのために祈ってください――しかし、ああ、あなたがそれを果たして盛り込み終えるとき、神は私たちに、このような諸々の断片や部分よりも大きなビジョンを与えてくださるのです。私たちの特定の関心・関係・施設の外側にある、神のこの偉大な事柄全体についてのビジョンを与えてくださるのです。神がこの地上で、御心に適うものを民の中に獲得されるとき、正しい状態、良い健康状態にある民を獲得されるとき、そのような民に関して世人は言わざるをえません、「彼らは神の民です！彼らは何かを持っています。彼らにはたいした価値があります」と。


  最終的に、あなたはこれをこの大会のメッセージとして受け入れるでしょうか？主に「あなたの負担を私の心の上に置いてください」と求めなさい……「これがあなたの負担であることを私に示してください」と求めなさい。主が話しておられることがわかるでしょう。それでも主は、ご自身の民、ご自身の僕たち、彼らのとりなしに頼らずに、そうしようとはされません。主が開始して、「わたし、わたしは黙っていない、わたしは休まない」と言われる時、主は、「あなたたち、主に思い出していただく者たちよ」と言って終えられます。この意味で、これは主と共に始まり、私たちと共に終わります。「わたしは……しない、あなたたちは彼を休ませてはならない。わたしは休まない……あなたたちは休んではならない。わたしは黙っていない……あなたたちは黙ってはならない」。これは印象的ではないでしょうか？主が主導権を取って、自らこれに専念し、終える前に私たちを連れて来て、「あなたたちは……あなたたちは」と仰せられるのです。


  主はこれを、ご自身の負担を、実際に私たちの心の上に置いてくださいます。次の言葉の一言一句を覚えるよう努めてください。そのどれもが真に重要だからです。その言葉とは、霊的基準、霊的名声、霊的影響力と証し、主に対する霊的尊さと価値、霊的誉れ・栄光・実り豊かさです。というのは、主に乗っ取られたからです。そして熱心さ……大いなる熱心さ、主の権益と主にとって尊いものを守る見張り人精神。警戒して、絶えざるとりなしによってこの負担を負い、彼を休ませないこと。主はご自身について、「わたしは……しない……までは」と言われ、その後、「あなたたちは……ならない……までは」と言われました。


  



  注記


  



  「ただで受けたものはただで与えられるべきですから、私の著書に著作権をつけないでください」という著者の遺志により、本書は著作権フリーです。本書を配布する場合は、著者の遺志を尊重して、著作権をつけないでください。
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